















































神アプリ曰いわく、私たち相思相愛らしいですよ？




#【攻撃力】全振り幼なじみは俺がデレるとすぐヘタレる




【電子特典付き】








真野真央





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「翔しようちゃん……ね、起きて？　朝だよ。起きる時間だよ……？」

　眠りから覚めようとする平日の朝。

　俺の耳に、聞き慣れた声が吹き込まれる。

　起きてと言うわりには小さい、起こす気ないんじゃないかとさえ思える囁ささやき。

　甘く優しい声音は、俺の耳を甘あま噛がみしそうなほどの至近距離から届けられる。

「もう、ねぼすけな翔ちゃん。困っちゃったなぁ」

　ぜんぜん困ってない、むしろ楽しそうな声。

　声の主は、ベッドで仰あお向むけに眠る俺の上に跨またがり、体重をかけてくる。

「これでも起きないんだ。じゃあ、次はどうしようかな……？」

　つー……と、俺の頬ほおを撫なでる感触。

　馬乗りになっている彼女の──幼なじみの指先だ。

　彼女の指は、焦じらすような速度で頬から唇へ。

　そのまま口内へ指を入れ、軽く唾液を掬すくい取ってからまた離す。

「ふふふ」

　笑い声は聞こえど、彼女が何をしているのかはわからない。

　なんせ俺はまだ眠っている──という体ていで、目を閉じているのだから。

　いや実際は半目でちょっと見てるけど。

　いや実はさっきからずっと起きてるんだけど。

　おもしろいから寝たふりしているのだが、いい加減に起きようかな。

「あんまりお寝坊だとぉ……目覚めのキスで、起こしちゃうよ？」

「いいぞ」

　即答と呼べるタイミングで、俺はパチリと目を開いた。

　自然と、馬乗りになっていた幼なじみと目が合う。

　彼女はまさかすでに俺が起きているとは思っていなかったのか、

「へ？　え？　えええ？」

　さっきまでの挑発的な態度はどこへやら、固まった表情で瞬まばたきだけを連発している。

　俺は上体を少し起こし、腰の辺りに乗っている彼女の肩をがしっと掴つかんだ。

「ちょ、ちょ、翔しようちゃん!?」

「キスして起こしてくれるんだろ？　ぜひともお願いします」












「や、や、や！　もう起きてる！　ばっちり起きてるよ翔しようちゃん！」

「いいや、まだ寝ぼけてる。キスしないと覚かく醒せいしない」

「お、おおおう……」

　ぐぐぐっ、とお互いの身体を近づけようとすると、強力な抵抗感があった。

「キスしちゃうよ？」とのたまった本人が、全力で俺から身を離そうとしているのだ。

　俺は力を抜く。

　瞬間、彼女は自転車が近づいた鳩はとのような勢いで飛び、ベッドの上から転げ落ちた。

　見事な受け身の後「うひゃあ！」とか言いながら床を転がり、部屋の扉まで移動する。

　そうして立ち上がった彼女──我が幼なじみ。

　火ひ澄ずみ凛り珠ずの顔は、真っ赤っ赤だった。

「あ、あわわわ」

　肩くらいの長さの髪。衣服はこれから登校するので制服。今朝はさらに、上からエプロンをかけている。一見地味だが、よく見るとしっかり可愛かわいい。そんな幼なじみ。

　そして自然と目がいってしまうのは、彼女の胸部。

　エプロンで覆い隠してもまったく存在感の減らない攻撃的なバストは、動揺のためか小刻みに動いて──いや揺れていた。めっちゃ揺れていた。

「凛珠」

　名前を呼ぶと、凛珠の胸はびくぅ！とさらに跳ね上がる。

　さて、どうして彼女は赤面しているのだろう？

　女の子の顔が赤くなる理由なんて、一つしかない。「熱でもあるのか？」なんて空気の読めない質問はノーサンキューだ。んなもん「恥ずかしいから」の一言に決まっている。

　そう、俺の幼なじみの凛珠は。

　幼なじみとはいえ男の部屋に勝手に入り、寝ている男の身体の上に跨またがり、あまつさえ口に指を入れて唾液を掬すくい取り、キスして起こすとか挑発していた幼なじみの凛珠さんは。

　ヘタレていた。

　赤面どころか涙目になって、ぷるぷる震えていた。

「どうした？　うろたえたりして。キスして起こしてくれるんじゃなかったのか？」

「…………じょ」

「じょ？」




「冗談なんですぅぅぅぅぅうううう！」




　凛珠は大声を上げて、俺の部屋から出ていった。

「……なにも叫ばなくてもいいだろうに。朝っぱらから」

　俺は幼なじみが開けっ放しにしていった扉を見ながら、けだるい身体を起こす。

　着替えよりも先に、と手に取ったのは、枕元のスマートフォンだ。

　大きな『Ｌ』の文字が象徴的なアイコンをタップし、あるアプリを起動させる。

　そのアプリの名は『L-Status』。

　通称エルステ。

　一種のＳＮＳであり、若者を中心に大流行しているコミュニケーションアプリだ。

　ユーザー同士ならいつでもどこでも無料で電話やメールができる。

　なんてのはまあ、昨今ではあまり珍しくもない機能だが……他の類似アプリとの最大の違いは、アプリ名が示すとおりの『ステータス』にある。

　俺は『友だち』の欄から『火ひ澄ずみ凛り珠ず』を選択。

　すると、凛珠のステータスが表示された。




　火澄凛珠

【攻撃力】─────１００

【防御力】─────０

【バイタリティ】──０

【メンタル】────０

【テクニック】───０

【幸運】──────０




　相も変わらず、なんて極端な数字だろう。

　凛珠のステータスは、まあこれでいい。そこに変化は求めていない。

　俺は、画面内にある『相性度』と書かれた部分をタップ。

　表示された数字を見てため息をつく。

「……『１％』。本日も変動なし、ね」

　日課としている、幼なじみとの相性診断。

　半年前くらいに再会してから、一切変わっていない。

「毎朝ちょいエロな感じで起こしに来てくれる幼なじみがいるからって、そいつと相性抜群とは限らない。そういう話なんだよなあ、きっと」

　エルステはただのコミュニケーションアプリではない。

　その実態は、恋愛コミュニケーションアプリ。

　それも他の追随を許さないほどに信頼度抜群な、縁結びの神アプリなのだ。

　そんな神アプリ曰いわく。

　俺と、俺の初恋の女の子との相性度は、１％らしい。
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　エルステはいまから三年ほど前にリリースされ、爆発的な速度で普及していった。

　キャッチコピーは『あなたの恋愛ステータスがわかる縁結びのコミュニケーションアプリ』。

　いわゆる恋愛偏差値を診断してくれるアプリなのだが、その診断結果をゲーム風のステータスで表示してくれるのが一風変わったところで、そこが中高生にウケたらしい。




　ステータスは全部で六つ。

【攻撃力】は、好きな人に対する積極性、一いち途ずさを。

【防御力】は、身持ちの堅さ、異性に対する警戒心の強さを。

【バイタリティ】は、恋愛そのものに対する憧れの度合い、興味の大きさを。

【メンタル】は、精神力の強さ、意中の相手に対する許容力を。

【テクニック】は、恋愛における駆け引きの上う手まさ、相手に合わせる能力を。

【幸運】は、恋愛関係の運の良さ、オカルト的なモテ度を。

　それぞれ０から１００までの数値で表す。




　さらにそのステータスをもとにした相性診断やアドバイスが信頼度抜群で、このアプリに従って行動したら恋が実った、イマイチだった恋人との仲が進展したなど話題に。

　新聞やテレビでも報道され、いつしか流行は若者だけのものではなくなっていった。

　最近では婚活の必需品とまで言われ、「結婚を考える二十代・三十代に革命を起こした」「少子化社会に終止符を打つ」なんてコメントをする有名人も増えてきたほどだ。

　そういえば、この前読んだ小説では高校生の主人公たちが普通にエルステを使っているシーンがあったっけ。世間ではもう、それくらいあたりまえのツールと化している。




　……三年前にエルステがリリースされた当時、俺は中一だった。

　あの頃は、これがここまで世間に浸透するなんて思いもよらなかった。

　エルステが生まれたその瞬間に立ち会った身としては、妙な気分だ。




　妙な気分ではあるのだが、一方で納得はしている。

　エルステが診断する相性度の的確さ、信頼性、それを無視した場合の結果などを、俺は中学のときに目まの当あたりにしてきた。トラウマ気味の、少し嫌な思い出だ。

　そういった実体験を経て、エルステの実力は本物だと確信している。

　だからエルステは俺も普通に使っているし、単純に高校生活には欠かせない。

　友人連中と連絡を取り合うときはもっぱらこれだし、恋愛要素を抜きにしても多機能なので、いろいろと使えるアプリなのだ。

　まあ、でも。

　俺、友とも柳やなぎ翔しようもなんだかんだで十六歳。多感な年頃の高校一年生。

　そろそろエルステを、本来の用途である恋愛コミュニケーションアプリとして活いかしたいと思っているわけで。

　昨夜ついに、そのチャンスが訪れた。





　　　　　◇　◇　◇






　神アプリ曰いわく、俺と凛り珠ずの相性度は１％──だから、というわけではないが。

「彼女を作ろうと思う」

「──えっ」

　自宅のリビング。凛珠と二人きりの朝食の場で、俺はそう宣言した。

　向かいの席に座っていた凛り珠ずが、ぽとりと食パンを落とす。

　続いてわなわなと震えだし、しどろもどろに問いかけてくる。

「しょ、翔しようちゃん？　ええと、友とも柳やなぎ翔さん？　いま、なんて言ったの？　寝言？　もしかしてまだ寝てる？　ラジオ体操する？　よし！　私はスタンプカードを押そう！」

「全部押したらジュースでも貰もらえるのかよ。じゃなくて、もうしっかり起きてる」

「だだだだって！　翔ちゃんが急に変なこと言うから！」

「別に変なことは言ってないだろ。健全な男子高校生が彼女作る宣言しただけだよ」

「彼女ぉ!?　そんなの翔ちゃんにはまだ早い！　高一で彼女なんて不良だよぉ！」

「おまえは俺の母親かっ。そして俺は五歳児か何かかっ」

「ででででもぉ！」

　幼なじみである俺が彼女を作る。ただそれだけのことで、凛珠は大騒ぎだ。

　それも仕方のないことだろう。

　片思い中の男子が他に彼女を作るとか言えば、そりゃ恋する乙女は動揺する。

「まあまあ。落ち着けよ凛珠。ほら、とりあえずテーブルに落ちた食パン拾え」

「うん……あ、いちごジャム塗った面が下に……」

「あーあー。じゃあ俺がいま塗ったやつとトレード。ほれ」

「えっ!?　あ、でも──」

　凛珠が何か言う前に、強引にパンを口に突っ込む。

　で、俺は凛珠のパンを拾って口に入れ、咀そ嚼しやくしながら汚れたテーブルをティッシュで拭く。その様子を見ながら、凛珠も仕方なしといった感じにパンを食べ始めた。

「今日から七月。夏休みも近いだろ？　同学年でも、だいぶカップルが増えてきた」

「えっと、うん。確かに」

「それもこれも、すべてはエルステの恩恵にあやかっているからだ」

　俺は片手でスマホをいじりながら、もう片方の手でコーヒーを飲む。ちなみにカップは凛珠とお揃そろいのペアカップである。

「だねー。『エルステで恋人ができました！』って話、いろんなところで聞くもん。身近でもテレビでも、ＳＮＳとか雑誌の投稿欄とかでも」

「相性診断を筆頭に、いろいろ多機能だからな」

「相性……うん。そだねー」

　何か思うところがあるのか、凛珠は泣きそうな表情で素っ気ない返事をする。

「そんなエルステだが、実は昨夜アップデートがあった」

「そうだっけ？　──あ、本当だ。でもそんなに大した内容じゃないね」

「ああ。でもな、このアップデートは俺にとって大きな影響があったのだよ」

「どんな？」

「知りたいか？　ふっ……これを見よ！」

　俺はエルステを起動し、自分のステータス画面を表示。

　それを凛り珠ずに見せつける。




　友とも柳やなぎ翔しよう

【攻撃力】─────０

【防御力】─────０

【バイタリティ】──０

【メンタル】────０

【テクニック】───０

【幸運】──────１００




「翔ちゃんが……『全振り現象』!?　しかも幸運１００って、すごい！　初めて見た！」

　凛珠の驚きは、俺のその極端なステータスにこそ理由がある。

　幸運の値が１００、それ以外がすべて０。この数値はとても珍しい。

「あれ？　でも翔ちゃんのステータスは、昨日の夕方六時の時点では攻撃力40、防御力30、バイタリティ60、メンタル50、テクニック20、幸運15の特に珍しくもない数値だったはず……」

「さほど特徴的でもない他人のステータスをよくもまあそこまで正確に覚えてるな」

「そ、そこは気にしないで。で、昨日のアップデートでいきなり数値が変わったの？」

「ああ」

　エルステのステータスは絶対不変というわけではない。

　初回起動時にチュートリアルという形で様々な質問をされ、それに答えることで最初のステータスが決定される。が、これだけでは精度が低い。

　より精度を高めるには、かなりボリュームのある恋愛シミュレーションゲームをプレイしたり、任意で設定できる細かなユーザー情報──恋人にしたい芸能人とかアニメキャラとか、自分の身体プロフィールとか、異性の身体で好きな部位はどこかとか、ぶっちゃけ何フェチかとか、そういう恥ずかしい部分──を入力する必要がある。

　ここまでやって、ステータスはだいたい完成度50％といったところ。

　あとの50％は実際にエルステを使い、ユーザー間でどれくらいの頻度でやり取りをしたか、相手は異性だったかどうか、トークではどんな単語やスタンプを使っているか、登録している友達の人数はどうか、エルステの他の機能や提携している他のアプリはどれくらい使っているかなど、細かくデータを取る。

　具体的に何をどう判断しているのかはわからないが、あとはエルステが勝手に診断してくれて、おおむね一ヶ月くらい使っていればステータスは完成形となる。

　それ以降も、エルステの使い方しだいでステータスの変動はあるのだが──長く使っているユーザーほど、そういった機会は少なくなってくる。

　ちなみに、俺はリリース当時から使っている古こ参さんユーザーだ。

　ステータスもここ数ヶ月は変わることがなかった。

　それが昨夜いきなり、よりにもよって。

「──幸運値１００の全振り現象。これがどういう意味か、わかるだろう？」

　ふふん、と得意気げに質問する俺。

　凛り珠ずは答えられるけど答えたくないといった感じに、ぐぬぬ、と顔をしかめた。

　全振り現象とは、一つのステータスが最大数値の１００、その他のステータスがオール０になることを意味する。

　通常は、どのステータスであっても数値が０になるなんてことはまずない。

　しかし六つのステータスの内、どれか一つが極端に高すぎる場合。

　そのステータスを際きわ立だたせるためなのか、他のステータスが問答無用で０になる。

　これが『全振り現象』。名前は誰かが言い始め、いつの間にか浸透していたものだ。

「俺はこれを、モテ期の到来と解釈したね」

　凛珠がいつまで経たっても答えないので、俺は自分で正解を言う。

　幸運のステータスが表すのは、恋愛的な運の良さ。すなわちモテ度。

　それがマックスということは──つまり、モテまくりということだ！

「そんなのオカルトだよ！」

　凛珠が叫ぶ。

「エルステの幸運値なんて、占いの運勢みたいなものじゃない！　他のステータスに比べて根拠もないし、どのユーザーもだいたい０から30であてにならないし、飾りみたいなものだよ！　気休め！　気休めアクセサリー！」

「だよな。俺も幸運１００なんて聞いたことがない。だからこそスゴいんじゃん」

「きっと不具合か何かだってば！　それにほら、全振り現象自体珍しくもないし！　私だって絶賛全振り現象発生中ですよほら！」

　切せつ羽ぱ詰つまったように自分のスマホ画面を見せてくる凛珠。

　表示されているステータスは攻撃力が１００で、それ以外が０。

　言うなれば、俺の幼なじみは『攻撃力全振り幼なじみ』なのである。

「ハッ！　翔しようちゃんが全振りで私も全振り……ということは！」

　凛珠は何かに気づいた様子で、猛然とした勢いでスマホを操作する。

　きっと俺との相性度をチェックしているのだろう。ステータスが大幅に変動した今の俺となら、最悪だった相性度も変化しているのでは──と。

　しかし、間もなくして凛り珠ずの肩が落ちた。

　結果は聞かずともわかる。なんせさっきとっくに確認したし。

　幸運全振りの俺と攻撃力全振りの凛珠の相性は、変わらず１％だ。

「ねえ、翔しようちゃん。これはあくまでも一般論的な質問なんだけど」

「なんだ？」

「幸運全振りの男の子って、どんなステータスの女の子と相性がいいのかな？」

「あー、それは……」

　相性度はステータスだけで決まるわけではない。それこそさっき言ったような細かなプロフィール（何フェチかとか）も参考にされる。が、傾向と呼べるものもちゃんとあった。

　たとえば凛珠みたいな攻撃力高めの女の子は一いち途ずなので、男側も一途な、つまりは攻撃力高めなステータスだと相性がいい。

　だがプロフィール欄で女の子の好みを節操なしにいろいろ入力しまくっていたりすると、浮気性と見なされるのか減点されて相性度が下がったりもする。

　他にも、メンタル低めな子は嫉しつ妬と心しんが強いのでバイタリティ高めな気が多いタイプと相性が悪かったりするし、防御力高めな子は心のガードが堅いから人付き合いの上う手まいテクニックに偏ったタイプのステータスが相性よかったりする。

　で、俺みたいな幸運特化ステータスはどうかというと──

「わからん」

「だ、だよねー」

　凛珠も言っていたが、幸運のステータスなんて占いみたいなものでオカルトだし。

　高ければモテると言われてはいるが、どんなステータスと相性がいいとかは特にない。

　凛珠はそれからしばらく黙って朝食を食べ進め、

「……翔ちゃんっ！」

　俺が朝食のシメであるりんごゼリーを食べ終わったところで、また叫んだ。

　椅子から立ち上がり、なぜかブラウスのボタンを外し始める。

「えっ、なにしてんの」

「ちょ、ちょっと苦しかったのっ。気にしないでっ」

　ボタンが二つ、三つ外されると、豊満なバストが枷かせを外されたみたいに無邪気に弾む。

　双そう丘きゆうの中央には魅惑的な谷間と、ピンク色の下着が覗のぞいていた。

　それだけでも眼がん福ぷくなのに、凛珠はさらにずいっと身を乗り出してくる。

「ねえ……翔ちゃん。考えてもみて？」

　さっきまでとは違う、落ち着いた大人の声色。

　特技とでも言うべきか、凛珠はこういう、色気のある声を出すのが得意だった。

「翔ちゃんって、中学時代も彼女いたことなかったよね？　恋愛初心者だよね？　そんな翔しようちゃんがいきなりモテ期だなんてキケンだよ。悪い女の子に騙だまされるかも」

「凛り珠ず……？」

「だから、ね？」

　凛珠は手を伸ばし、艶あでやかな仕草で俺の頬ほおを撫なでる。

「まずは、私で試してみよ……？　高校生らしい、オトナの男女交際」

　フィクション上のサキュバスか、はたまた経験豊富なお姉様キャラか。

　凛珠は攻撃力１００を体現してみせるかのように、攻めの姿勢で俺を誘惑してくる。

　が、

「そりゃ助かる」

　俺がその誘惑に応えた途端、幼なじみの大人びた仮面は剥はがれ落ちた。

「実を言うと、俺も少し不安だったんだよ。でも、気心の知れた凛珠が初めての彼女になってくれるっていうんなら心強い」

「ははははは、初めてのカノジョぉっ!?」

　なんてことはないその単語がクリティカルヒットしたらしく、凛珠は狼ろう狽ばい。

　俺から手を引き、それどころか椅子からも立ち上がり、テーブルから距離を取る。

「そういうわけだから、俺からも頼む。俺と──」

「ひゃ……ひゃいダメ────っ！」

　何がダメなのか、凛珠は両腕で大きくバツマークを作った。

「こういう感じに、騙されるかもだから！　今のは練習！　本気じゃないから安心してねよかったね！　誰かに同じようなことされても引っかかっちゃダメだよ！」

「なんだよ練習かよ。でも俺は本当に──」

「わわわわ私！　火ひ澄ずみ凛珠は！　友とも柳やなぎ翔くんの幼なじみとして！」

　なんか宣誓が始まった。

「さ……先に学校行くね────っ！」

　顔を真っ赤に染め上げて、リビングから出ていく幼なじみ。

　ドタバタという忙せわしない足音を聞きながら、俺は嘆たん息そくする。

「……後片付けしよ。あいつの分のりんごゼリー、冷蔵庫に入れておくか」

　どうせ明日の朝また来るだろうし。

　こんな慌ただしい朝も、いつものことだし。
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「──いやいや。そこはもうあと押し切るだけでしょ。諦めるとこじゃないでしょ」

「それはおまえ、俺が過去に告白寸前までいって、興奮のせいか相手が鼻血止まらなくなってそれどころじゃなくなった、っていうエピソードを知っての発言か？」

「あ、そうだったね。うん。なんかごめんよ、友とも柳やなぎ」

　その後、一人で登校してからの休み時間。

　我が学まなび舎やである文ふみ樹き坂ざか学園高等部１－１の教室で、俺は友人と話をしていた。

　話題はもちろん今朝の凛り珠ずのことだ。

「君の幼なじみちゃんも、なんだか難儀な性格だねえ」

　前の席に座る梶かじ君きみ尋ひろは、椅子ごと後ろを向いて俺の話を親身に聞いてくれる貴重な友人である。多くは「知るかボケ羨ましいわ爆発しろ！」と吐き捨てられる類たぐいの話なのに。

　中性的な顔立ちで他人へのジェラシーとかそういうものがまったくなく、そもそも恋愛にまるで興味がない男子なので、毎朝起こしに来てくれる可愛かわいい幼なじみの話に対してもニュートラルな意見をくれる。

「毎日の態度からしてもう告白してるも同然なんだから、素直に友柳の好意を受け止めればいいのに」

「それがなー。難しいんだよ。あいつは俺がデレると」

「すぐヘタレる、と」

　単純かつ複雑な図式なのである。

　凛珠の「好き！」に対し「俺も！」と返すと、「やっぱり冗談！」と返ってくる。

　逆に俺から「好きだ！」と言おうものなら「え、何か言った？」ととぼけて逃げ出す。

　好意を示すのは大得意なのに、その反応を受け止める能力がない。

　攻撃力がすごいのに、防御力がダメダメな幼なじみ。

　それが火ひ澄ずみ凛珠という少女なのだ。

「それで？　今朝は何か決意したような様子だったけど、火澄ちゃんを攻略する妙案でも思いついたのかい？」

「いいや。むしろベクトル的には真逆だな」

「え？　つまり、投了？　諦めるの？」

「ああ。俺は新しい恋を探すことにしたんだ」

　俺はスマホを翳かざしながら、エルステで幸運が１００になった話をする。

「へー。それはすごい話だね。運命的な何かを感じるのもわかる気がするよ」

　梶はエルステをやっていない。というか、スマホ自体持っていない希少種みたいな高校生だ。しかしそれでも、俺のステータス変動の珍しさについては理解してくれたらしい。

「とはいえ、火澄ちゃんを諦めるのはどうなんだろう？」

「どうって、なにが」

「だって、昔から恋い焦がれていた幼なじみなんだろう？　それも中学三年間の空白を経て、久しぶりに再会した幼なじみ。好意的な意味での勝算も十分。もったいなくない？」

「そうは言うけどな。エルステの相性度が１％ってのは致命的だよ」

「それが僕にはよくわからないんだよねえ。いや、そのエルステというアプリが世間で大いに騒がれているのは知っているよ？　だけど数字が１％とはいえ、実際に火ひ澄ずみちゃんは友とも柳やなぎのことを慕っているわけだ。僕なら診断ミスを疑うところだけど」

「……相性１％ってのは、単純に告白してオーケーもらえる確率じゃない。付き合って、それからお互いが幸せになれるかどうかの確率でもあるんだよ」

　相性度が低くても交際まで進んだ男女はいる。

　だがそういうカップルは必ずと言っていいほど破局した。

　つい先日も「あの有名タレント二人が相性度１％の壁を破って電撃結婚！」と報じられた夫婦が、翌日には「わずか一日でのスピード離婚！」と新聞の芸能面を飾ったり。

「無理に初恋を追っかけたって、幸せになれるとは限らないの。俺としても、やっぱ幼なじみには幸せになってもらいたいしな。この選択はお互いのため」

「友柳はそれでいいかもしれないけど、火澄ちゃんは？　気持ちの整理がつけられるとは限らないんじゃないかな」

「俺が彼女作れば、凛り珠ずだって諦めざるをえないさ」

　むしろそれを期待している部分も大きい。

　いくら相性度１％とはいえ、凛珠は俺のことを諦めたりはしない。すべて承知の上で、あんな無防備ガン攻めスキンシップを繰り返しているのだ。

　だけどエルステの数字は絶対だ。

　このままじゃお互い必ず不幸になる。

　言ってわからせようにも凛珠は俺にちゃんと告白をしたわけでもないので、はぐらかされるのが目に見えている。

　だけど、俺に彼女ができれば──

　凛珠はきっと身を引く。全力で祝福してくれる。

　あいつは、そういう奴やつだから。

「ふうん。まあ要するに、便利すぎるアプリを使っているからこその悩みってわけだね。どうだろう？　僕みたいにスマホすら持たなければ何も気にしなくなると思うけど」

　梶かじはスマホもガラケーも持たずに見知らぬ土地へ一人旅に出かけるのが趣味という自由人なので、その意見は生きつ粋すいの現代っ子である俺には残念ながら参考にならなかった。
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　放課後。

　なんとなくすぐ帰る気にならなくて、俺は校内をぶらついていた。

　いつもなら別のクラスである凛り珠ずがエルステで「一緒に帰ろ」とかメッセージを送ってくるのだが、今日はそれもない。たぶん今朝のことが恥ずかしくて顔を合わせづらいのだろう。

「ホント、めんどくさい奴やつ」

　凛珠がこんな風になったのは──おそらく俺の引っ越しが原因だ。




　俺と凛珠は三歳からの付き合いで、周囲からは「らぶらぶ」と言われていたらしい。

　初邂かい逅こう時は何も喋しやべらずただ見つめ合い、お互いの手を握って笑っていたんだとか。

　もちろん俺自身はそんなこと覚えていない。

　だって三歳児だし。子供の考えることなんて未来の本人にもわからないものだ。

　安直に考えるなら……なんかこう、本能的に気に入ったんだろうな。

　俺が、凛珠を。

　そんでもって、凛珠が、俺を。

　あの頃は何をするにも一緒で、血の繋つながった兄妹きようだいのようだった。

　恋愛なんてものは二人とも意識していなかったし、まっすぐに好きと言い合えた。

　だが、小学六年生の頃。

　それくらいの時期にもなれば、さすがに異性というものの見方も変わってくる。

　誰にでもある思春期──そんな時期に、凛珠との別れが決まった。

　親の仕事の都合で、俺が引っ越すことになったのだ。

　話をしたら、凛珠は大泣きした。

　翔しようちゃんにもう会えないって、わんわん泣き叫んだ。

　予定では三年後に帰ってくるから、また会えるから、俺はそう言い聞かせた。

　凛珠が納得するまで、俺は泣かなかった。

　凛珠が泣き止やんだその夜、俺は一人で泣いた。

　本気で辛つらかったのだ。凛珠と離れ離れになるのが。

　──そのことに気づいて「ああ俺は幼なじみに恋をしているんだな」と理解した。

　でも当時の俺に、別わかれ際ぎわに想おもいを伝えるとかそんな気概はなく。

　そのまま普通に挨あい拶さつをして普通に引っ越しをし、別々の街で中学生になった。

　電話やメールは頻繁にしたが、引越し先が遠方だったので直接会うことはなかった。

　たぶん、それがいけなかったんだと思う。

　会いたいという欲求を抑えに抑え、三年──ついに俺は地元に帰ってきた。

『──おかえりなさい。また会えたね、翔ちゃん』

　そうして再会した凛珠は。

　なんというか、こう……育っていた。

　この三年間で何があったんだっていうくらい育っていた。ぺたんこだった小六の頃とは似ても似つかないくらい育っていた。おまえ中学三年間の成長過程を写真付きでレポートにまとめて見せろと言いたくなった。

　ぶっちゃけ超好みな感じの育ち方だったので「ひゃっほう！」な気分だったのだが。

　問題は中身だった。

　凛り珠ずの俺に対する接し方は、明らかに以前と変わってしまっていた。

　どういうことかというと、つまり今朝のような感じである。

「幼なじみ特権！」とか称して挑発的なスキンシップを取ってくるくせに、こちらがそれに応えると途端に尻込みして引いてしまう。

　要するに、俺がデレるとヘタレてしまう。

　おかげで俺から告白しようとしても躱かわされてしまい、逆に相手の告白同然の好意を受け止めようとしてもダメという。

　今年の頭に再会してから数日、俺はそんなやり取りを繰り返して悟った。

　凛珠は、俺と三年間まったく会わなかったせいで。

　恋心を拗こじらせ、ヘタレになってしまったのである！




「なんでだよ！」

　ひと気のない踊り場だった。

　俺は階段に腰を下ろし、面倒な幼なじみを思って叫んだ。

　そして、ぴしゃん、と自分の頬ほおを叩たたく。

「よしっ」

　切り替えよう。

　この初恋はもうダメだ、進展しようがない。

　俺は新しい恋を探す。エルステもそうせよと言っている。さらば初恋。

　……と、言ってもなあ。

「そう簡単に新しい出会いがあるわけでもなく」

　俺は一人ごちながら、スマホをいじる。

　エルステのステータスは朝と変わらず幸運全振り。

　アプリ機能の一つである占いをやってみると、『新しい出会いの兆きざしあり！　あてのない旅に出てみるのもいいかも？』と出た。

　おまけに一日一回無料で回せるアプリ内ガチャをやってみると、トークで使えるレアなスタンプが当たった。主に恋人同士で使えるラブいやつが。

　違う。俺が求めているのはこのスタンプを送るような相手なんだ。

　いっそ占いの言うとおり、あてのない旅に出てみるか。それこそ梶かじに倣ならって知らない土地にでも繰り出してみようか。いやスマホは手放せないけど。

　途方に暮れながら、腰を上げたそのときである。




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




　手元のスマホから、結婚式で聞くような鐘の音がした。

　これは──『運命の出会いベル』！

　エルステが持つ機能の一つで、ユーザーの位置情報をオンにしておくと、近くに相性度95％以上の相手がいることを知らせてくれる。エルステユーザー同士ならば互いに鐘の音が鳴り、リアルに運命の出会いを果たすことができるという洒落しやれた機能なのだ。

　って、ちょっと待てよ。ということは。

　すぐ近くに、俺と相性抜群の女の子がいるってことじゃ──

「ようやく……ようやく見つけました」

　声がして、振り向く。

　背後の階段を少し上った先に、その子はいた。

　自然と見上げる形になってしまったが、それでもまず「すごく小さい」と思ってしまうくらい、小柄な女の子だ。着ている服も、中高一貫である文ふみ樹き坂ざか学園の中等部の制服。

　年下だ。いやそんなことよりも。

　可愛かわいい。

　肩の辺りで切りそろえられた栗くり色いろの髪は、軽くウエーブがかかって少女の印象をゆるふわな感じにまとめている。着崩しが一切ない制服姿も相まって、上品な人形を思わせた。

　可愛い──もっと言うなら、可か憐れん。

　その子は、スマホを片手に感激した様子でこちらを見つめている。

　スマホからは、俺と同様に運命の出会いを演出する鐘の音が響いていた。

「もう会えないかと思いました。わたくしの……運命の人！」

　女の子は駆け足で階段を下り、そのままの勢いで俺に飛びついてきた。

　咄とつ嗟さに受け止める。

　胸の中に飛び込んできた体重は驚くほど軽く、簡単に衝撃を吸収できた。同時に飛び込んできた女の子特有の甘い匂いが、鼻腔をくすぐる。

　スマホの画面でも数値を確認する。この子が──

「相性度97％……俺の、運命の人？」

「はいっ。わたくし、中等部二年の大おお町まち花か楽らといいます」

　大町花楽。

　俺の胸の中で名乗った少女は、嬉うれし涙を見せながら抱きついてくる。

　女の子にこんな熱烈なハグをされるなんて何年ぶりだろう。幼い頃は凛り珠ずによくされていたが、今はもう無理だろうな。きっと手を繋つなぐだけでもヘタレる。

「先輩……ですよね？　お名前、聞かせてください」

「あっ、ごめん。俺は、友とも柳やなぎ翔しよう。高等部一年」

「翔さん……素敵なお名前です。よかった。本当に、会えてよかった……っ」

　まるで生き別れの両親に巡り会えたかのような喜びようだ。

　大おお町まちは俺の胸に顔を埋うずめ、しばらくぎゅっとしたままで──人目がないとはいえ、なんか無性に恥ずかしくなってきた。

「あの……」

「はっ!?　す、すいません！　わたくしったらつい！」

　俺が一声かけて、ようやく離れてくれた。

　本人的にも恥ずかしい行動だったのか、大町の顔は打って変わって赤面していた。

　それも自覚しているのか、ぱんっ、ぱぱんっ、と何度か頬ほおを叩たたいて表情を作りなおす。

　なんだその反応。めちゃめちゃ可愛かわいいぞ。

「こほんっ。あ、あらためまして──大町花か楽らです。ぜひ花楽とお呼びください。わたくしは……先輩とお呼びしていいですか？　翔さん、というのも捨てがたいのですが、これまで先輩のお知り合いがいなかったもので。この呼び方に少し憧れていたんです」

　と、上目遣いに訊きいてくる大町、いや花楽。

　俺は頷うなずきながら、返事をする。

「それでいいよ。えっと……か、花楽」

「はいっ。花楽ですよ、先輩。ふふっ、あなたの運命の人です！」

　名前を呼ぶ。ただそれだけで、花楽は満面の微笑ほほえみを返してくれた。

　こ、これは──すごく恥ずかしい！

　しかしそれ以上に、すごく嬉うれしい！

　好意という感情が、文句なしの可愛い女の子からガンガンぶつけられてくる。

　これがモテるということなのか、幸運全振りステータスの本領なのか!?

「というわけで、先輩」

　やばい言葉に詰まる。柄にもなく緊張している。何を話せばいい？

　よくよく考えてみれば俺、凛珠以外の女友達とかいないし、

「わたくしとお付き合いしてください」

　女の子との会話なんて──えっ？

　俺、いま告白された？　うろたえている隙に？

「付き合うって、えっ、いきなり？　たったいま出会ったばかりなのに？」

「別に珍しいことじゃありませんよ。だって相性度97％、運命の出会いベルが祝福してくれたのですから」

　そう言って、花か楽らは愛いとおしげにスマホを胸に当てる。

「エルステの相性診断に間違いなし。それも運命の出会いベル付きともなれば、幸せな家庭を築くところまで約束されたも同然です。先輩もご存ぞんじでしょう？」

「そりゃまあ、そのとおりだけど」

「ならば、普通の恋愛についてまわる『この人はいい人なのか』『上う手まく付き合えるだろうか』といった心配はいりません。運命の導きに従い、まずはお付き合いを」

　エルステで相性抜群だから。

　ただそれだけのことが、初対面でいきなりお付き合いを始める理由になる。

　なぜならば、それで失敗したという前例を聞かないからだ。

　梶かじみたいにエルステをやっていない人間からすれば馬鹿みたいな話だろう。

　だけど俺たちからしてみれば違う。

　流行を飛び越えて社会現象にまで発展した信頼と実績が、「エルステがそう言うなら」「とりあえず付き合ってみようかな」という魅惑的な魔力を持たせる。

　──でも、とはいえ、だ。

　交際経験ゼロの恋愛初心者な俺としては、尻込みしてしまう部分がある。

「と、とりあえずさ、俺たちまだお互いのことはぜんぜん知らないわけだろ？　いくら相性抜群っていってもそれはどうかと思うし、まずは友達あたりから──」

「なるほど。それもそうですね。わたくしも、もっと先輩のことを知りたいです！　先輩、この後のご予定は？」

「家に帰るだけだけど」

「では親しん睦ぼくを兼ねて、初デートとまいりましょう！」

　えっ。

　と俺が驚く暇もなく、花楽は腕を組んできた。

　指先が触れるとか手を繋つなぐとかでなく、いきなり腕を組んできたのだ。

「さ、いきましょう？　ね？」

　可愛かわいい女の子にすぐ左隣でそんな風に言われて、拒める男がいるだろうか。

　いいや、いるもんか。

　主導権を握られている感は否いなめないが、この展開を望んでいたんじゃないか。

　ならば、流れに乗ろう──ということで。

　俺は、運命の相手と初デートをすることになった。





　　　　　◇　◇　◇






「好きな野菜はなんですか？」

「んー……ナス。特に天ぷらの。花か楽らは？」

「わたくしはトマトです。もっと大おお雑ざつ把ぱに言うなら、トマト味のものが大好きです」

　文ふみ樹き坂ざか学園を出て、とりあえず最寄り駅へ向かう俺たち。

　道すがら、お互いのことをよく知るために些さ細さいなことを質問しあった。

　好きな食べ物、家族構成、得意な科目、最近ハマっているものなど。

　さすがは相性度97％と言うべきか、花楽は存外話しやすい奴やつで、初めは緊張気味だった俺もだんだん舌が回るようになってきた。「先輩って、けっこうおしゃべりなんですね。さっきは緊張していたんですか？」と言われて、少し気恥ずかしくなったりもしたり。

　花楽のステータスも教えてもらった。

　その数値はなんと──バイタリティ１００。他が０。

　凛り珠ずが攻撃力全振り幼なじみなら、花楽はバイタリティ全振り中学生というわけだ。

「全振り現象同士でお揃そろいなんて、超レアですよねっ」

　と、本人は俺の幸運全振りなステータスを知ってまた運命を感じているようだった。

　エルステのバイタリティといえば、恋愛への興味関心を示すステータス。

　それが１００ともなれば、初対面の異性にいきなりハグというのも頷うなずける。

　だがバイタリティ高めの女の子っていうのは、エルステに頼らずとも恋人がいるケースが多い。それだけ恋愛に積極的ってことだから。

　けれどあのときの花楽は、こうつぶやいていた──「ようやく見つけました」と。

「なんで高等部の校舎にいたんだ？」

　俺が質問する順番になったので、訊きいてみた。

「先輩を──運命の人を探していたんです」

　返ってきたのは、予想していたとおりの答え。

　中学生である花楽は、運命の人を求めて高等部の校舎まで足を運んでいたのだ。

「よくやるなあ。相性度95％以上の相手なんて足で探して見つかるものでもないだろ」

「だからずっと、ずっと探していたんです。エルステを使い始めてから三年間、恋をするなら運命の出会いベルが鳴ったその人にしよう──って」

「え？　じゃあそれまで誰にも恋をしなかったっていうのか？」

「ええ、もちろんですとも」

　誇らしげに言いながら、俺の腕に頬ほおずりしてくる花楽。

　たぶん俺と出会うまでにもそれなりに相性度の高い相手はいたのだろう。だけど運命の出会いベルが鳴るほどじゃなかった。三年間ベターではなくベストを追い求めたからこそ、「ようやく見つけました」なのか。

　さすがバイタリティ全振り。恋愛に対する熱意が人並み外れている。

「わたくし、エルステが流は行やる前は恋のキューピッドなんて呼ばれていたんですよ」

「恋のキューピッド？」

「はいっ。どんな恋のお悩みも、わたくしに相談していただければ最良最速で解決。仲のいいクラスメイトから他校の生徒まで、成就させた恋の数はちょっとしたものです」

「でもエルステが流行る前って、花か楽らは小学生とかだろ？」

「あ、いま子供の恋愛と甘く見ましたね？　確かに大人の恋愛と性質は違いますが、子供は子供で真剣なんですよ？　そしてそれなりに難しいものなのです」

　語る花楽の様子は得意気げだった。

　きっと小学生の頃から恋バナとかが大好きな女の子だったのだろう。

「ですが、エルステが流行ったことでわたくしもお役御免となりました」

「あー、そうか。エルステがあれば相性のいい相手も診断してくれるし、恋愛アドバイスとかの機能もあるからな」

　意中の男の子との相性が悪く、しかし諦められない女の子がいたとしよう。

　努力で相性度を上げることはできる。多くはステータスをもとに診断されるため、そちらのほうを改善すればいいわけだ。

　たとえば防御力の高い相手は異性に対する警戒心が強かったりするので、恋愛に対してガツガツした姿勢を見せすぎると引かれてしまう。よってバイタリティが高すぎると相性度が低く、そういった場合には意識してバイタリティを下げる必要がある。

　具体的にどうすればいいのかといえば、ダイエットのようなものだ。

　バイタリティが高すぎるのならば、恋愛方面への興味関心を抑える。それ関係の会話を避けたり、関連するアプリの使用頻度を抑えたりとか。

　逆にバイタリティを高くしたいなら、もっと恋愛への興味関心を高めればいい。ステータスを下げるのがダイエットなら、こちらはトレーニングと言える。

「そういえばこんな話知ってるか？　『俺は相性度95％以上の女性とじゃなきゃ結婚しない！』っていう男性に、努力でステータスを調整して、相性度も上げて、結婚を認めさせたっていう女性の話」

「あ、それネットニュースで見ました。玉たまの輿こしだったんですよね」

　ステータスがそうであるように、相性度も絶対不変というわけではない。

　エルステはそういった相性度改善のためのアドバイスもしてくれる。

　……まあ、１％なんていう最底辺な数値だとさすがに匙さじを投げられるが。

「その後の結婚生活で相性度が下がって離婚したなんて話も聞かないですし、すごいですよね」

「だな。つまり恋のキューピッドである花楽も、玉の輿のアドバイスまでしてのける神アプリには勝てなかったと」

「そうなんですよ。悔しいですが、縁結びの実力はエルステのほうが遥はるかに上です」

「言うほど悔しそうでもないな」

「はい。実はそんなに悔しくありません。むしろリスペクトしています」

「スマホアプリをリスペクトって」

　俺が笑うと、花か楽らは大おお真面目まじめな様子で返す。

「いえいえ。エルステ、いやエルステ先生の実力は本当にすごいですよ」

「まあ花楽の言うとおり、ステータスも相性診断も的確だけど」

「それも確かにすごいですが、一番すごいのはきっかけを与えてくれるところです」

「きっかけ？」

「恋をするきっかけです」

　言いながら、花楽はスマホを操作する。

　エルステを開き俺との相性度をチェックすると、97％の数値が表示される。さらに運命の出会いベルの音も鳴った。いままで機会がなかったので初めて知ったが、相性度が維持されていればいつでも再生することが可能らしい。

「誰も彼もが恋愛に対して積極的になれるわけではありません。でもエルステを使っていれば、それだけで恋をする──一歩を踏み出せるきっかけになるんです。あまりよくない言い方をすれば『口実』とも言えますね」

「口実……恋をする口実？」

「はい。愛とか恋とかあなたのこととか、よくわからないけど、とりあえずエルステが相性抜群と言っているから恋をしてみます──みたいな。ちょうど、わたくしたちみたいな」

　それは花楽にとっておかしなことではない。むしろ喜ばしいことなのだと。

「エルステが流は行やる前は、女子も男子も草食系とか、若者の恋愛離れとか、さんざん言われてたもんな」

「エルステはそういった人たちに恋の素晴らしさを教えてくれるツールです。開発者の方には頭が上がりません」

　開発者、か。

　あの事実を花楽に教えたら、どんな顔をするだろう。

　そんな悪戯いたずら心が芽生えかけた、そのときだった。




「──翔しようちゃん？」




　聞き慣れた声。しかし聞き慣れない声音。

　駅周辺の繁華街まで来ていた。人通りもそれなりな、その往来で。

「翔しようちゃん……え？　その子、誰？」

　火ひ澄ずみ凛り珠ずが、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった様子で立っていた。

　視線の先には、俺と──俺と腕を組んで歩く、花か楽らの姿がある。

「翔ちゃん、とは？　先輩のことですよね？　お知り合いですか？」

「あー……うん。俺の幼なじみ」

「なんと」

　花楽は俺から離れることなく、幼なじみと紹介した凛珠をまじまじ眺める。

「……さすがは幸運全振り。ちゃん付けで呼んでくれる可愛かわいい幼なじみがいるだなんて、予想外でした。ですが負けません。先輩、少し失礼します」

「え？　おい、花楽？」

　花楽は俺から離れ、凛珠に歩み寄っていく。

　正面に立ち、きちんと目を合わせてからお辞儀をした。

「はじめまして。わたくし、中等部二年の大おお町まち花楽といいます」

「ちゅ、中学生……！　年下、翔ちゃんが年下と……!?」

「はい。年下で後輩で下級生です。ちなみに──」

　言いながらスマホを操作し、自分の顔の横に持ってくる。

　花楽の指が画面に触れると、運命の出会いベルの音が再生された。

「エルステの相性度は97％、いわゆる運命のお相手です」

「で、デスティニィイイイイ!?」

　凛珠は両手で頬ほおを覆い、ムンクの絵画みたいに叫んだ。

　夕方の繁華街で叫んだ。なぜか運命を英訳して叫んだ。すごく周りの人に見られた。

「……凛珠。恥ずかしい」

「愉快な人ですね」

　俺が注意し、花楽は率直な第一印象を述べた。

　凛珠は頭をぶんぶん振ってから、大声で言い放つ。

「私！　私は火澄凛珠です！　翔ちゃんの幼なじみ！」

「凛珠先輩。いえ、先輩という呼び名はできれば翔さんだけの特別な呼称にしたいので、ここはあえて凛珠さんとお呼びしましょう。今後もよろしくお願いしますね」

「こ、今後も？」

「ええ。だって、わたくしが先輩とお付き合いすることになったら、必然的に幼なじみである凛珠さんと接する機会も増えるでしょうから」

「なっ──」

「幼なじみということは、ご自宅が近いのでしょう？　ご近所付き合いは大切ですよね」

　俺は二人のやり取りをそばで見守りながら、戦慄する。

　花か楽ら……こいつ、明らかに凛り珠ずを挑発してやがる！

　おそらくは凛珠の俺に対する感情を察したか。初対面の先輩に対し臆すことなく立ち向かう姿勢は、勇敢な戦士のようでもある。

　……そういえば、バイタリティが高めだと、狙っている相手に恋人がいてもガンガンくる傾向が強いんだっけ。略奪愛肯定派というか、「そんなの奪えばいいじゃん」的な。

　凛珠にとっては強敵だろう。それも初めて出現した、恋こい敵がたきという名の強敵だ。

　俺が期待するのは、凛珠がこの強敵を前に屈する展開だが──。

「認めませぇ────ん！」

　凛珠は先程の「デスティニィイイイイ!?」を上回る声量で叫んだ。買い物帰りの親子連れにぎょっとされた。

「絶対に、認めません！　認めないったら認めません！　翔しようちゃん！　それ見たことか、だよ！」

「え、なんの話？」

「今朝の話！　翔ちゃんってば女の子に免疫ないんだから、初対面でいきなりお付き合いとか言い出す子に騙だまされるかもって言ったでしょう!?」

「それはちゃんと凛珠と練習しただろ？　あの練習の甲か斐いあって、俺は花楽の好意が本物かどうか判断することができた。本物だった。ありがとう」

「経緯はわかりませんが、わたくしからもお礼を。ありがとうございます凛珠さん」

「そんな感謝いらないよぉ！　小さな感謝が大きなお世話！」

　ふざけて返したら花楽も乗ってくれた。やはりこいつとは相性がいい。

「とにかく！　運命の人なんて私は認めません！　翔ちゃんは幸運全振りになって舞い上がってるだけなんだから！」

「でも相性度は見てのとおりですよ？　失礼ですが、凛珠さんと先輩の相性度は？」

「うっ……」

　威勢のよかった凛珠が口ごもる。

　俺は後ろから、花楽にそっと耳打ちして教えてやった。「えぇ……」と困惑された。

「それは、なんというか……ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「ううう……わ、私のことはどうでもいいの！　いまは翔ちゃんとあなたのこと！」

　俺との相性度の低さを同情され、いよいよテンパってきた凛珠が花楽を指差す。

「翔ちゃんとあなたが相性いいなんて嘘うそ！　だってあなたには欠点があるもの！」

「むっ。聞き捨てなりません。わたくしのどこに至らぬ点があると？」

「おっぱい！」

　──よく通るいい声だった。

　コンビニから出てきた大学生くらいのお兄さんがビクッと反応した。すいません。

「エルステには胸の大きさの好みとかも設定できるんだよ!?　あなたのそれは明らかに翔しようちゃんの設定したサイズに該当しない！　はい論破！」

「ちょちょちょちょお──っ!?　なんでおまえがそんなこと知ってんだよ!?」

「幼なじみ特権！」

「幼なじみのプライベートを侵害するだけの権利かよ！」

　こいつには気になっている女の子の前で胸の好みを暴露される男子高校生の気持ちがわからないのか!?　というかこの話題はさすがに花か楽らに失礼すぎる！

　引かれたりはしていないだろうか、と花楽の表情を窺うかがってみたのだが。

　その口元は、なぜか不敵に笑んでいた。

「フッ──つまり、その欠点を補って余りあるほどの相性度、ということでは？」

　凛り珠ずに比べればずいぶん慎つつましい自分の胸を撫なでながら、余裕の微笑。

　こいつ──胸の大きさをいじられても平気な人だ！

「むしろこれから育ったらさらに相性度が上がりそうですよね」

「なっ……なんてポジティブシンキンッ！」

「仮に凛珠さんの胸がもっと小さかったら……」

「はい、やめっ！　もしもの話はやめよう！　私は平和が好きだから！」

　平和はいい。言い争いは見たいものではない。

「とにもかくにも、私は二人のお付き合いを認めません！　幼なじみとして、翔ちゃんをロリコンにするわけにはいかないのです！」

「高一男子が中二女子と交際するのはロリコンではないと思います」

「同意」

「同意しないで！　じゃあテスト！　テストをしよう！」

　凛珠はそんな突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。

「あなたが翔ちゃんに相応ふさわしいかどうか……幼なじみである私が審査します！」

「おもしろいですね。いったいどんなテストを？」

「女の子として、どちらがより翔ちゃんをドキドキさせられるかの勝負だよ！　幼なじみを超えられないようじゃ、彼女の資格はありません！」

「いいでしょう。たかが幼なじみ程度、わたくしの後輩力でねじ伏せてみせます」

　凛珠の荒こう唐とう無む稽けいな提案に、なぜか花楽も乗り気で。

　一人の男子を取り合うような形で、二人の女子の対決が始まった。

　間違いなくモテ期は来ていると実感する瞬間だった。





　　　　　◇　◇　◇






　対決のテーマは『デート』。

　それぞれ好きな場所を選び、そこに俺を連れて行ってアプローチを行う。

　そしてどちらがよりドキドキしたか、俺がジャッジするという流れだ。

　先行は凛り珠ず。連れて来られた場所が──

「……寂さびれた公園、だな」

　住宅地の近くにあるものの、遊具などは一切なく、広さも車四台分ほど。しかも行くにはけっこう長い階段を上る必要があり、人があまり寄り付かないためか雑草も目立つ。

　利点といえば、二人きりになるにはもってこいというくらいか。

　俺と凛珠は、唯一の公園デートらしい部分ともいえるベンチに並んで座る。

　花か楽らは少し離れた場所に立って待機しているが、俺たちのほうを気にする素振りはなく、スマホをいじっていた。

「さて、翔しようちゃん」

　あらたまって凛珠が言う。

　横目でチラチラとこちらを窺うかがいながら。

「どうかな？」

「どう……とは？」

「何かこう、感じるものがあるでしょう？」

　寂れた公園で、幼なじみの凛珠と、並んで座る。

　テーマはデートだ。その点を加味すると、なるほどこれは──

「特に何も感じないな」

「ええ!?　な、なんで!?」

「なんでと言われても」

　デートらしい箇所が一点もない。

　いや恋人同士が二人きりで過ごせればなんだってデート、とはよく言うが、それは幸せの絶頂にある二人が言ってこそ説得力があるもので、一般論ではない。

　俺の反応が予想外だったのか、凛珠は慌てた様子で距離を詰めてくる。

「ほらほら！　狭いベンチで隣同士！　お互いの体温が感じられる急接近だよ!?　ドキドキしたりしないの!?」

「うーん、ドキドキするかどうかって訊きかれたら……別に……」

　お互いの肩が触れ、確かに凛珠の体温が感じられたが……うん。普通。

　だって、慣れてるし。

　凛珠のこういったスキンシップは初めてではない。

　たぶん隣に座っているのが花楽だったら違ったのだろう。幼なじみ特有の『慣れ』が、ドキドキ感を損ねている。

　付け加えて言うなら、今はこうやって自分から身を寄せているけど、どうせ俺のほうから手を触れてみたりしたらヘタレて逃げ出すんだろうなあ……みたいなガッカリ感も手伝っていたり。

「な、なら！」

　凛り珠ずは立ち上がり、俺の目の前に移動する。

「失礼します！」

　腰を九十度曲げてお辞儀。

　続いてなんと、俺の膝ひざの上に乗っかってきた。

　こ、こいつ──俺を椅子代わりに!?

　日頃から挑発的な言動を繰り返している凛珠だが、ここまで攻めた行動は珍しい。

　俺はすぐ目の前にある凛珠の後頭部を眺めながら、胸の高鳴りを実感する。

　というか、この距離はヤバイ。

　女の子特有の甘い香りがダイレクトに嗅きゆう覚かくを刺激するし、制服はもう夏服だから生地が薄いし、生地が薄いイコール肌のぬくもりを感じやすいということだし、このまま抱きしめたら凛珠はもう逃げようがないよなとか──あ、ブラ紐ひも。

「どう？　これならさすがの翔しようちゃんでも──」

　俺がブラウス越しに透けて見えるブラ紐に目を奪われているときだった。

　凛珠が後ろを振り向いてきた。

　二人の距離はほぼゼロであり、凛珠が振り向けば当然、すぐそこに俺の顔がある。

　つまり、キスができそうなくらいの至近距離で見つめ合ってしまったわけだ。

「り、凛珠」

「あぴゃあ！」

　何気なく名前を呼ぶと、凛珠は変な声を出しながら飛とび退のいた。

　そのまま全速力で駆け、反目していたはずの花か楽らの背に隠れる。

　お、おう……まあそうだよな。そうなるよな。

　勝負を放り出して家まで逃げなかったのが予想外といえば予想外だが、凛珠はいつもどおりの攻撃力全振りヘタレ女子だった。

「前座は終わりましたでしょうか？」

　花楽はまったく余裕の表情で俺、そして背後の凛珠に問う。

「先輩の表情から察するに、判定は聞くまでもないといった感じですが……」

「そ、そんなことない！　そんなことないよね！　ね、翔ちゃん！」

　同調を求められても困る。

　本音を言うと、膝の上に座られたのは少し……いやかなりドキドキしたが……なんでだろう。

　なんとなく、その事実を口にするのは気恥ずかしかった。

「と、ところで花か楽ら。さっきからずっとスマホ見てたみたいだけど」

　答えに詰まった俺は、はぐらかすように尋ねる。

「凛り珠ずさんを打ち負かすため、情報という武器を調達していました。これです」

　花楽は先程からずっといじっていたスマホの画面を見せてくる。

　そこに表示されていたのは『男心をくすぐる∞のテクニック』という文字。

「相手の特徴や二人の関係性、望む効果やシチュエーション、現在の位置情報などを入力することで、最適なアプローチの仕方を提案してくれる恋愛系アプリです」

「そんなアプリがあるのか」

「はい。アプリはエルステだけではありません。自分で言うのもなんですが、恋愛関連の使えるアプリについてはちょっとした情報通ですので」

「そ、そんなのずるい！」

「ずるくないですよ。誰だって、デート前にはいろいろ下調べをするものです。ねえ凛珠さん。ノープランでデートに行くほどの愚策はありませんよね？」

「ぐぬぬ……」

　対決テーマが『デート』である以上、花楽の主張は理にかなっている。

　凛珠は悔しそうに歯は噛がみし、自信満々の花楽と睨にらみ合う。

「わたくしと先輩に相応ふさわしいデートプランは決まりました。不ふ肖しようこの大おお町まち花楽が、先輩に至福のひとときをご提供しましょう」
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「ここです」

　花楽の先導で連れて来られた場所。

　再び駅前の繁華街に戻り、大型ショッピングモール内で目にしたその店は──

「ランジェリーショップ!?」

　女性向けの下着屋さんだった。

　おしゃれな雰囲気全開の、女性向けの下着屋さんだった。

　花楽は俺の腕を掴つかみ、ぐいぐいと引っ張ってくる。

「さあ入りましょう先輩」

「力強っ!?　待った、待った花楽！　それはまずいだろ！」

「なぜです？」

「なぜって……こういう女性向けのお店に、男が入るのは……」

「そんなことはありませんよ。ほら、店内を見てください」

　花か楽らに促され、俺は店内に視線をやる。

　見ているだけで顔が赤くなるような光景だ。棚や壁にはいろんな色の下着が所狭しと並んでいるし、お店のスタッフさんはこれまたおしゃれで綺き麗れいなお姉さんたちばかり。

　下着を選んでいるお客さんだって──あれ？

　多くは二十代くらいの女性客だ。

　しかしながら、何人か男性の姿もある。それぞれ他の女性客に付き添っているようだ。

「なんで──」

「簡単な理屈です。みんな彼に選んでもらっているんですよ」

「選ぶ!?　自分が穿はいたり付けたりするものを、男に!?」

「自分が穿いたり付けたりするものではありますが、その前に『見てもらうもの』でもありますから」

　つまり、店内の男性は他の女性客の付き添いで来た彼氏。

　つまり、ランジェリーショップに男性がいる理由とは──彼女が付ける下着を一緒に選ぶため。

　つまり、花楽は自分たちもこれをやろうと言っているわけだ。

「もうおわかりですね？　これがわたくしの提供するデートプランです。先輩、ぜひともわたくしの新しい下着を選んでください」

「そんなの──」

「だ、ダメェ────ッ！」

　俺が拒否するより先に、後ろの凛り珠ずが顔を真っ赤にして叫んだ。

「不健全！　こんなお店に入るだなんて、翔しようちゃんの教育上よろしくないよ！」

「お母さんみたいなことを。男の子はいつか母親の手から離れていくものです」

「茶ちや化かさないで！　だいたいあなたも中学生でしょ？　こういうお店はまだ早い！　悪いこと言わないからデパートの婦人服売り場で我慢しよ？　うん、名案！」

「女子力が足りませんね凛珠さん。最近の女子中学生ともなれば、これくらいのお店コンビニ感覚で入れます。それとも、凛珠さんはこういうお店に一人で入れない人ですか？」

「う、うぐぅ！」

　途端に言い淀よどむ凛珠。どうやら図星らしい。

「私のことはいいの！　とにかくこういう場所はダメ！」

「対決を持ちかけたのは凛珠さんであり、好きな場所を選ぶというルールを定めたのも凛珠さんです。ここはダメ、というようなルールは設定していませんし、お店自体も男性の入店を禁じていません。その主張は些いささか身勝手すぎるのでは？」

「う、ううう……」

「ふっ、論破ですね」

　強いな、花か楽ら……いや、凛り珠ずが弱すぎるだけかもだけど。

　邪魔者を言い負かした花楽は、しかし俺を上目遣いに見ながら、

「でも先輩がどうしても入りたくない……というなら考え直しますが、どうします？」

　と確認してくる徹底さ。

　凛珠を論破した上でこう訊きいてくるのは挑発以外のなにものでもない。

　ならば答えなど決まっている。

　俺は息を吸い、覚悟を決めた。

「よし、入ろう」

「しょ、翔しようちゃん!?」

「止めてくれるな凛珠。これはあくまでも公平な勝負のためなんだ」

「絶対に嘘うそだ！　翔ちゃんがキメ顔するときはだいたい嘘ついてるときだもん！」

　にやにやしないようにと表情筋を引き締めていたのだが、バレていたらしい。

　いやまあ、正直に言うとちょっと期待もあったり。『彼女（候補）の下着を選ぶ』とか、一度は体験してみたいし。うん、花楽の企画力のすごさに文句を言ってくれ！

「決まりですね。では、参りましょう」

　俺は花楽に手を引かれる形で店内へ。凛珠は店の外に置いていく。

　中の様子は店外からでも窺うかがえたが、実際に入ると予想以上に緊張する。

　あっちを見ても下着、こっちを見ても下着。

　赤とか青とか、ブラとかショーツとか、チェックとかボーダーとか花柄とか。

　……こんなの、健全な男子高校生ならドキドキするなって言うほうが無理だろ。もう場所選びの時点で勝敗決したよ。

　それでも俺は、醜態を晒さらさぬよう姿勢を正し、まっすぐ前だけを見る。

「先輩、もっと目移りしてくれていいんですよ？」

「いや、やや、そそそんな挙動不審な客になるわけには」

「安心してください。いまでも十二分に挙動不審です」

　微笑する花楽は、俺の心を見透かしているようだった。

　それにしてもこいつ、いままで恋はしていないと言っていたが、この積極性はなんなんだ。緊張もしていないし、どう見ても百ひやく戦せん錬れん磨まのそれだぞ。虚偽の報告だったのか。

　……いや、バイタリティ１００のステータスを思えば、これが普通なのかもしれない。

　攻撃力高めの女子とバイタリティ高めの女子は似て非なるものだ。

　積極的という意味では両者とも同じだが、その方向性は大きく違う。

　エルステの攻撃力とはあくまでも『好きな人』に対する積極性であり、発揮されるのは好きな人ができた後。一いち途ずにその人を追い求め続ける。

　対して、バイタリティが示す積極性は『異性』または『恋愛そのもの』に対してのものであり、特定の個人に限定しない。だから必ずしも一いち途ずとは言えないし、交際経験がなくても異性や恋愛話に免疫があるから、初めてのお付き合いでも躓つまずくことが少ない。

　凛り珠ずは攻撃力が高いがバイタリティが低いため、反応がウブなのだ。

　一方、バイタリティ全振りの花か楽らは異性との交流で恥ずかしがることも稀まれなのだろう。

　しかし凛珠と違って攻撃力はゼロ。

　ということは、あれ？

　つまり──

「あ、これなんてどうでしょう？」

　考え事をしていると、花楽が下着を一つ選んで見せてきた。

　考えていたことが一瞬で吹っ飛んだ。

　花楽が選んだのは、清純なイメージの白。しかし総レースのそれは明らかなセクシー系で、女子中学生が身につけるには大胆すぎる代しろ物ものだった。

「先輩は何色が好きですか？　わたくしは明るい色が好きです。ちなみに現在の色は、形のいいライトイエロー。果物のレモンみたいな色なんですよ」

「なぜ下着の色の表現に『形のいい』なんてものを選んだ」

「いろいろ想像できるかなと」

　想像できたよ！　というか店に入ってから想像しっぱなしだよ！

　花楽が店に並ぶアレとかコレとかを着けたらこんなかな……って！

「上う手まく想像できないなら、実際に見比べてみます？」

　制服の襟部分に指を引っ掛け、胸元に隙間を作ろうとする花楽。

　畳み掛けるような挑発に、俺は悟られぬようこっそり深呼吸する。

　すぅ……はぁー……よしっ。

「不要だ。想像力には自信がある。どちらも甲乙つけがたいと言わせてもらおう」

「先輩。言い方と言葉選びはかっこよさげですが、言っている内容はまったく格かつ好こよくないですからね？」

　あ、ダメだ。変に取り繕おうとして思い切り失敗した。

　俺は顔面を手で覆い、赤くなった顔を隠す。恥ずかしさのあまり、そうせざるをえなかった。

「無理して格好つけなくていいですって。むしろそういうウブな反応、わたくし的には大好物です」

「そ、そうか？」

「はい。きゅんきゅんします」

「きゅんきゅんって……」

「わたくし、わかりやすいイケメンタイプよりも先輩みたいな可愛かわいいところがあるほうが好みなので。ステータスだけでは謎でしたが、わたくしと先輩が相性度97％なのに少し納得がいきました」

　面と向かって好みと言われるのは嬉うれしいが、なにかと格かつ好こつけたがる男子高校生のプライド的には素直に喜びがたい。

「あ、先輩っ。あちらにもいいものがありそうですよ。行きましょう」

　花か楽らは照れまくっている俺の手を引き、さらに店の奥へと誘導する。

　店内はそれほど広くなく、にもかかわらず品数が豊富なので、通路の幅は一人分くらいしかない。必然的に、陳列されている下着と俺の距離はより近くなり、進む足をためらわせた。

「ほらほら先輩、そんなところで立ち止まらず。もっとこっちに来てください」

「いや、ここ狭くて──」

「ほら、お次はこれなんてどうですか？」

　花楽と密着するように隣り合う店内最さい奥おうで、新たな下着が指し示された。

　今度の色は女の子らしいピンク。

　なのだが、なぜか穴が開いていた。

　ブラにもショーツにも穴が開いていた。

　クエスチョン。先生、なぜ女の子の下着に穴が開いているんですか？

「……いいんですよ？　わたくしがアレを着けているところを想像してくれても。むしろ大いに想像していただきたいところで」

　石像のように硬直する俺。そんな俺の肩に寄りかかりながら言う花楽。

　男子高校生の想像力は無限の力を秘めているな、なんてことを思った。

「おおおお、おまえには早い！　十年……いや、七年か八年くらい早い！」

「けっこう具体的にシミュレーションして割り出したっぽい年数ですね」

　はい！

　花楽のスタイルは中二という事実を差し引いても平均よりはやや下って感じだし、かといって今後が絶望的かといえばそうとも思えないし、仮に成長するとしたら──とか！

「ええい、もう！　とにかく新しい下着を決めればいいんだろ！　ならこれ！」

　これ以上、心をかき乱されるわけにはいかない！

　切せつ羽ぱ詰つまった俺は、近場にあった手頃な下着を手に取る。

　ブラとショーツがセットになっていたそれは穴こそ開いていなかったが、どう見てもセクシー系な黒の下着だった。あ、ショーツのサイドが紐ひもだこれ。

「思っていたよりもアダルトですね」

「し、しまったぁ────っ！」

　そもそもこの辺一帯セクシーランジェリーのコーナーじゃんか！

　初めてのデート、初めての彼女の下着選びで、なんてもの選んでんの俺!?

「でも、悪くありません」

　後悔する俺だったが、花か楽らは頬ほおをうっすら染めながら、その下着を受け取った。

「色は大胆ですが、わざとらしく大きなリボンが付いているところとか、ちぐはぐな感じがしていいデザインだと思います。これにしますね」

「へ？　い、いいのそれで？」

「テキトーとはいえ、先輩が選んでくれたことに変わりはありませんから」

　そう言って、セクシーランジェリーを宝物のように胸に当てる花楽。

　思いのほか喜んでくれている……ようだ。

　てっきり軽蔑されると思ったのに、

「ふふっ。ありがとうございますね、先輩」

　そんな風に感謝されては「やっぱり違うの！」とも言えなかった。
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「それでは先輩！　判定をどうぞ！」

「……大おお町まち花楽さんの勝利です」

　店を後にした俺たちは、ショッピングモールの外で勝負の判定を下す。

　結果はまあ、いま言ったとおり。

　なんというか、圧勝でございました。

「翔しようちゃんのばかぁ────っ！」

　敗北を突きつけられた凛り珠ずはそんな捨すて台詞ぜりふを叫び、駆け出していった。

　花楽はそんな凛珠の背中を見ながら、額の汗を拭ぬぐうポーズ。

「ふう、厳しい戦いでした」

「やりきったスポーツマンみたいに清すが々すがしい顔してんな、おまえ」

「では先輩。戦勝の喜びを分かち合うため、デートの続きとまいりましょう」

「え？　もういい時間だと思うけど、まだ続けるのか？」

「恋人同士のデートなんですよ？　むしろこれからの時間こそが本番です」

　まだ恋人同士ではないのだが。

　いや交際を認めなかった凛珠が去ったのだから、もう恋人同士か？

　時刻は午後六時。

　日はまだ落ちていないが、さすがにそろそろ暗くなるよな。

　花楽って物腰や言葉遣いがお嬢様っぽいけど、門限とか大丈夫なんだろうか？

　そんなことを考えながらしばらく歩いていると──

「あの……花か楽らさん？」

「なんですか、先輩？」

「あんまりこのへんを歩くのは感心しないなー……と、年上の男からご意見を」

「頂ちよう戴だいしました。しかし、なぜでしょう？　理由を求めます」

「理由って」

　繁華街からは少し外れたところに来ていた。

　このあたりに立ち並ぶ建物は、一見するとマンションとかお城とか？

　だがそのマンションとかお城っぽい建物はどれも看板付きで……要するに。

　ラブホテルだこれ。

「なぜですか？　ほらほら先輩、無知なわたくしにぜひとも教えてください」

　嬉き々きとした様子で答えをせがんでくる花楽。

　何が無知だよ。こいつ、絶対わかっててやってる。

　そうは思っても言い出せないでいるチキンな俺。

　自分でも顔が赤くなっているのがわかる。

　そうしていたら──

「ふふふ……あはははっ！」

　さっきまでにまにましていた花楽が、突然笑いだした。

「ごめんなさい。本音を言うと、先輩の反応が楽しくて、ついふざけてしまいました」

「お、おまえやっぱり」

「ご安心ください。わたくし、先輩が思っているほど子供じゃありませんので」

　どういう意味での安心なんだ、それは。とも訊きけず。

　花楽は心底楽しそうに、そして心底幸せそうに、俺に抱きついてくる。

「男の人と過ごしてこんなにも楽しいと感じられたのは、生まれて初めてです」

「花楽──」

「本当に、探し続けてよかった。巡り会えてよかったです」

　俺は花楽に言葉をかけようとして、しかし。

「エルステは偉大です。先輩は本当に、相性度97％の──運命の人」

　何を言おうとしたか、その一言で忘れてしまった。

　俺は、花楽の目を見る。

　でも花楽は、俺を見ていなかった。

　視線はこちらを向いているのに、俺のことを見ていない。

　最初に会ったときからずっと、花楽は友とも柳やなぎ翔しようではなく『運命の人』を見ていた。

　不意にその事実に気付かされた。

　……ああ。

　さっきランジェリーショップで覚えた違和感は、これだったんだ。

　バイタリティ全振りである花か楽らは相性抜群の『異性』を求めている。

　それは、攻撃力全振りの凛り珠ずが俺という『個人』を求めているのとは意味が違った。

　最大の違いは──俺でなくてもいい、ということ。

　花楽が見ているのはエルステの相性度であり、そしてその数値が高い異性。

　エルステの信頼度は疑うべくもない。

　だが、はたしてそれは──本当の恋と呼べるのか？

　もし俺より相性度の高い相手が現れたら、花楽はどうするんだ？

「で、真面目まじめな話この後どうします？　先輩が興味おありなら下見だけでも──」

「……花楽。ちょっとこっち来い」

「え？」

　衝動的に、花楽の手を引いた。

　このままじゃいけないと思った。

　一度花楽を落ち着かせ、考え直させる必要がある。

「ちょ、ちょっとセンパ──」

「あんまり調子に乗るなよ」

　狭く薄暗い路地裏に、花楽を連れ込む。

　そのまま小さな身体を壁に押しやり、距離を詰めた。

　腕を伸ばして退路を塞ふさぎ、緊張感を演出する。よく言う壁ドンだ。

「安い言葉で男をそんな風に挑発するな」

「え？　ええ？　何を──」

「言ってわからないようなら」

　外界から隔絶された路地裏。隣の建物はラブホテル。夜も間近な時間。人目はなし。

　女子なら危機感を覚えてしかるべきシチュエーションで、俺は顔を近づける。

「本気で食っちまうぞ」

　──花楽を落ち着かせ、考え直させる必要がある。そのためにはどうするべきか？

　ヒントは俺の幼なじみにあった。

　凛珠と同様に、ヘタレさせてしまえばいいのだ。

　花楽のステータスはバイタリティ１００。しかし、防御力は０。つまり積極的ではあるが打たれ弱い。こうやって挑発し返してやれば、逆に尻込みしてしまうはずだ。

　日頃から頭を悩まされている幼なじみと欠点が同じ。だからこそ気づけた。

　強引かもしれない。誤解されるかもしれない。あるいは幻滅されるかも。

　それでもいい。

　とにかく花楽には一度冷静に──

「っ、はいっ」

　冷静に考えて──うん？

「ま、まだ早いと、思っていましたけど。先輩が、望むなら……っ！」

　……お、おい。

　なんかこの子、おもむろに胸元のスクールリボンをほどき始めたんだけど。

　上から順番に二つほどボタンを外して、下着がチラッと見えてるんだけど。

「ちょ、ちょちょちょ！　なにやってんだ花か楽ら！」

「あ、すいません。別にここで、という話ではありませんよね。入れるところはすぐ近くにあるわけですし」

「いやそうじゃなくて！」

「安心してください先輩！　花楽は初めてです！」

「そりゃそうだろうけどね!?」

「そして先ほど選んでいただいた下着も身につけています！　ほら！」

「こんなところで見せるな！」

　予想に反し、花楽は俺の挑発に乗ってきた。

　恥ずかしさはあるようで顔は赤くなっているが、その表情に不安や戸惑いはなく、なんというか「期待しています！」「楽しみです！」といった感情が伝わってくる笑顔だった。












　な、なんで……花か楽らは凛り珠ずと同じで防御力が０のはずだ。なんでヘタレない!?

　あれ？　いや、そうか違うぞ！　俺の勘違いだ！

　エルステの防御力は、異性への警戒心を表すステータス。防御力の低い女の子は、言ってしまえば『ちょろい』。男の挑発にもなびきやすいし、さらに花楽はバイタリティが高いから、こういうこと──エロいことにも興味津々なんだ！

　要するに、逆効果。

　凛珠のヘタレ癖は、防御力が０だからというよりはバイタリティが０だから。

　謎が解けてスッキリしたところで、さて花楽がやる気になっている現状をどうしよう。

「──謎が解けたよ、翔しようちゃん！」

　俺が困惑していると、聞き慣れた幼なじみの声が。

　往来から路地裏の俺たちを覗のぞく、凛珠の姿があった。

　凛珠は俺と花楽──ラブホテルの脇で壁ドンする俺と、制服脱ぎかけの花楽を見て声を上げる。

「こんなところで何やってるのぉ!?」

「誤解だぁ！」

「誤解じゃありません！　わたくしは今日ようやく、運命の人と結ばれるんです！」

「っ！　やっぱりだ！　戻ってきて正解だった！」

　大胆発言をする花楽に、しかし凛珠は怯ひるまない。

　俺でも見たことのないような強い眼まな差ざしで、暴走する花楽と向き合う。

「凛珠さんは先刻、わたくしとの勝負に負けたじゃないですか！　なのにまた邪魔しに来るだなんて、往おう生じよう際ぎわが悪いにもほどがあります！」

「確かに私は負けたよ。それでもやっぱり、あなたと翔ちゃんの交際を認めるわけにはいかないって思い直したの。あとになって、重要なことに気づいたから」

　だから舞い戻ってきて、俺たちを探し回っていたのか。よく見ると凛珠の額には汗が浮かんでいる。きっと繁華街を中心に大捜索していたのだろう。

「不愉快なことを言う人ですね。いったいなんなんですか？　その重要なこととは」

「……あなたは翔ちゃんを見ていない」

「は？」

「あなたが見ているのは、翔ちゃんじゃなくてエルステの相性度だけ！　翔ちゃんじゃなくて、相性度が示す恋に恋してるんだよ！」

　凛珠が言い放ち──花楽は何を思ったか、俺の身体に縋すがり付いてきた。

　その姿は、怖いものを前にした子供のようにも見える。

「い、意味がわかりません。わたくしはちゃんと先輩をお慕いしています」

「それは翔ちゃんが運命の人だからでしょ？　ただエルステの相性度が高いから──」

「それの何がいけないんですか？　エルステの相性診断は絶対です。それをきっかけにした恋が恋と言えないとでも？」

「出会いのきっかけとしてならいいよ。相性度が高いからっていう理由で知り合って、そこからその人のことを好きになるんなら。でも、あなたは違う」

「なっ、何を根拠に！」

「じゃあ訊きくけど！　翔しようちゃんとの相性度、97％って言ったよね？　もしこの場に98％以上の人が現れたら、あなたはどうするの？」

「…………っ！」

　花か楽らが口ごもる。

　俺の腕を掴つかむその手は、微かすかに震えていた。

「きっと、あなたは一いち途ずに翔ちゃんを想おもうことができなくなる。そういう風に思ったから、私は戻ってきたの。幼なじみのおせっかいだけど……翔ちゃんには、翔ちゃんのことを一途に想ってくれる人と付き合ってほしいから」

「凛り珠ず……」

　俺は、かけるべき言葉を見失った。

　胸中にある感情は、ただただ「すごい」だった。

　この幼なじみは、俺とまったく同じことを思い、指摘したのである。

　そしてその指摘は花楽にとっても正せい鵠こくを射たものだったらしく、結果がこの閉へい口こうだ。

　やがて花楽は俺から手を離し、制服のボタンも留とめ直す。

「……すいません先輩。少し、考える時間をください」

　俯うつむいて言う花楽。

　横顔からは、酷ひどくショックを受けている様子が窺うかがえた。

　俺の返答を待たず、走り出す。

　咄とつ嗟さに追いかけようとして──すぐに思いとどまった。

「あの……ごめんね、翔ちゃん。私、余計なこと……」

「いや、いいんだよ。ちょうど俺も、花楽に同じこと言おうとしてたから。きっとあいつも俺と同じで……運命の相手と出会えて舞い上がってたんだ」

　頭が冷えた。

　これでよかったんだ。

　相性度が高いとはいえ、それだけに依存した恋愛は危うい。

　少なくとも花楽に限って言えば、いつまでも「もし、もっと相性度の高い人が現れたら──」という仮定がつきまとう。

　俺だって、数値だけ見られてもっと相性度の高い奴やつに乗り換えられるのは嫌だ。

　でもそれ以上に、花楽だってそんなことはしたくないだろう。

「……けっきょく、凛り珠ずの言うとおりだったのかもな」

「え？」

「恋愛初心者の俺には、彼女っていうか……男女交際なんて早かったのかもしれない」

　運命の出会いに舞い上がらず、もっと冷静に花か楽らを見ることができていれば。

　あいつは走り去ることなんてなく、笑ってデートを終えられたのかもしれない。

　つまり相性度に依存しすぎていたのは、俺も同じ。

　花楽はああ言っていたが、答えを待つだけでなく、俺自身もきちんと考え直そう。

　花楽のことが好きなのかどうか、付き合いたいのかどうか。

　答えが出るまでにどれだけの時間がかかるのか、恋愛初心者の俺にはまったく見当がつかなかった。
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　そして、翌日のことである。

「おはようございます。先輩、凛珠さん」

　凛珠と一緒に登校した俺は、文ふみ樹き坂ざか学園の校門で待ち構えていた花楽と出会った。

「昨日は見苦しいところをお見せしました。さっそくですが、昨日の凛珠さんの質問に対して回答を」

「もう!?」

　隣で驚く凛珠。俺も同じ気持ちだった。

　正直、このまま喧けん嘩か別れみたいになることも覚悟していたのだが、まさか一日で答えを用意してくるとは。俺のほうは深夜までうだうだ悩んでけっきょく寝落ちしたというのに。

　花楽は俺と正面から向き合い、深呼吸をしてから言葉を紡ぐ。

「先輩よりも相性度の高い相手が現れたらどうするのか。きっとわたくしは、その人とお付き合いしたくなると思います。だって、わたくしが探していたのは先輩ではなく運命の人なのですから」

「花楽……」

「凛珠さんのご指摘はごもっともでした。ですので、一晩考えた上で結論を出しました。ごめんなさい。交際の申し込みは、撤回させていただきます」

　ああ。

　……これって要するにフラれたんだろうか？

　面と向かって言われると予想以上のダメージがある。

　俺は傷心した様子を見せないよう努力し、花楽に伝えるべき言葉を選ぶ。

「そしてあらためて、意思表明をします」

　しかし花か楽らの答えには続きがあった。

「い、意思表明？」

「先輩への交際のお申し込みは撤回しましたが……先輩のことは諦めません。いつか必ず、再告白をします。具体的には、わたくしと先輩の相性度が１００％になったら」

　耳を疑うような宣言。

　告白は取り消すが……いつかまた告白するって？　なんだそれ？

「お二人もご存ぞん知じでしょう？　エルステの相性度は１００％が最高値です。つまりそれ以上の相手はいないということです。わたくしにつきまとう不安は『もし先輩以上の相手が現れたらどうしよう』というものですから、相性マックスならその心配もありません」

「た、確かにそうだ」

「はいっ！　それなら自信を持って先輩に恋できます！」

　そう言った花楽の笑顔が──やばい可愛かわいい。

　いやもう運命の相手、それも相性度98％以上の相手なんてそうそう現れるわけないんだから、心配とか気にせずこのまま俺たち付き合っちゃえばいいのでは？　むしろ俺から告白をすればそれで幸せになれるのでは？　と思わされた。

　花楽だって、俺が諸もろ々もろ了承済みなら受け入れてくれるはず──

「や、ダメでしょ！」

　異を唱えたのが凛り珠ずだった。

　花楽の発言が予想外すぎたのか、俺以上に混乱した様子で身振り手振りを繰り返す。

　しまいには大の字のポーズで俺の前に立ち塞ふさがったりして。親衛隊か何かかおまえは。

「なぜですか？　エルステの相性度は上げることができます。知ってますよね？」

「知ってるけれども！」

「しかも凛珠さんから、先輩はもっとバストの大きい方が好みという情報も入手していますので。案外あと数センチ成長するだけで１００％になるんじゃないかと愚考します」

「だ、ダメ！　ダメです！　今後あなたは牛乳を飲むことを禁止します！」

「なるほど、牛乳がいいと。その豊かさを見るに、風評はあながち間違いではないのですね。そういえば先輩、気になる男の人に揉もんでもらうのも近道だと──」

　そんな感じで。

　幼なじみと後輩の言い争いは、朝の予鈴が鳴るまで続いた。












[image: ]




　花か楽らと知り合ってから一週間ほどが経たった。

　まあ数日程度で相性度が変動するわけもなく、エルステでトークしたり一緒に下校したり放課後に街をぶらついたりと、極めて健全な友達付き合いで親交を深めている。

　凛り珠ずはそんな俺たちのやり取りを見てやきもきしているようだが、別段俺への態度が変わったわけではない。事あるごとに挑発してくるし、俺がデレればヘタレるし、スタンス的にも俺と花楽の交際は認めないと断言していた。

「もし俺と花楽の相性度が１００％になったら？」と訊きいてみても「あー……うん。そのときは……うん……あれだよ……」と曖あい昧まいな返事。

　なんともいえない人間関係だ。

「友とも柳やなぎ。次、教室移動だよ」

「ん？　ああ」

　なんてことを考えていたのが授業の間の休み時間。

　友人の梶かじに言われて次は教室移動だと思いだした。教材を用意して教室を出る。

　梶と談笑しながら呑のん気きに廊下を歩いていると、




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




　ポケットに入れていた俺のスマホから、鐘の音が。

　相性度抜群の相手が近くにいると教えてくれる、運命の出会いベルだ。

　運命の相手が近くにいたとしても、自動で鳴るのは最初に会った一回きり。だから近くに花か楽らがいるってわけでもないだろう。鐘の音の音声だけならいつでも再生できるから、ポケットの中で誤ってタップでもされたか。

　と思ったら違った。

　まったく同じ鐘の音が、廊下をすれ違った女子生徒のスマホからも鳴っていた。

「あ、運命の人だ」

　一見では、ぼんやりした雰囲気の少女だと思った。

　しかしすぐに、いや違う、と認識を改める。

　何かを見据えるような強い眼まな差ざし。とにかく姿勢が良く、身長はそれほど高くないのに大きく見える。髪型はサイドテールの形で肩に垂らし、その髪の先にはそこそこのサイズの胸があった。

　目が合うと、目が離せなくなる。

　それどころか、身動きが取れなくなる。

　あまりの美貌に見とれてしまったとかそういうのじゃない。

　単純に、眼がん力りきがすごい。女子高生が放つ鋭さじゃない。

　何者なんだ──と、俺が言葉も出せずにいると、

「クラスと名前は？」

　少女が訊きいてきた。

「……一組の友とも柳やなぎ翔しよう」

「そう。わたしは佐さ伯えき裕ゆう子こ。五組」

　少女はそれだけを言い、俺から視線を外す。

「次、教室移動だから。また放課後にでも」

　背中を向けながらそう言い、立ち去っていく。

　同級生の女の子を『格かつ好こいい』と思ったのは、これが初めてだった。
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　教室移動の途中という冴さえないタイミングで、俺は二度目の運命の出会いを果たした。

　まさかこんな短期間で二人も運命の相手が現れるとは思わなかった。これが幸運値１００のご利り益やくなのか。本格的にモテ期の到来って感じじゃないか。

　しかも、困ったことというべきか、なんというべきか……。

　二人目の運命の相手、佐さ伯えき裕ゆう子こと俺の相性度は、98％だった。

　え、花か楽らより高いじゃん。どうすりゃいいのこれ。

　とにかく、彼女とはもう一度会わなければならない。

　すべての授業が終わり、放課後を迎えた頃。俺は五組に向かった。

　佐伯もちょうど教室から出てきたところで、俺は声をかけようとするが、

「じっくり話したいから、こっち」

　挨あい拶さつもなしに、いきなり手を引かれた。

　これがまた強い。手を引く力もそうだが、握る力が男子の握力かってレベルだ。

　移動しながら話しかけても佐伯はろくに答えてくれず、俺はかなり強引な形で、学園の中庭へと連れてこられた。

　園芸部が手入れをしている花壇に囲まれたそこは、カップルがイチャつくにはもってこいの場所といえる。

　だが佐伯の放つ厳格とした雰囲気はこの場に似つかわしくなく、これから決闘でも申し込まれるんじゃないかと身構えそうになった。

「うん。よし。ここで話そう、ダーリン」

「ダーリン!?」

　リアルで初めて聞いたぞ、そんな呼び名！

「おかしかった？　なら旦だん那な様とか」

「いや普通に名前で呼べよ！　友とも柳やなぎで──」

「名字呼びは他人行儀な感じがして嫌。じゃあ翔しようくんで」

「あ、そう。じゃあ俺は……ええと、佐伯」

「──名字は嫌と言ったけど？」

　その一言と共に、とんでもない威圧感が飛んできた。

「ゆ、裕子……さん」

「──さん？」

「ゆ、裕子！」

「うん。それでいいぞ」

　佐伯──もとい、裕子はそう言って、ベンチに腰を下ろす。

　俺もその隣に座り、横目で見る。

　なんださっきの威圧感は……こいつ本当に女子高生か？　実は女子高生のフリしてる殺し屋かボディガードなんじゃないのか？

「さっそくだけど、翔しようくん」

「お、おう」

「わたしと婚約して」

　俺が気け圧おされていると──冗談みたいな告白をされた。

　本当に、冗談かと思った。

　花か楽らみたいに出会っていきなり交際を求められるならまだしも……婚約って。

「は、はあああ!?」

「反応遅いぞ。翔くんはマイペースな人？」

「おまえがハイペースなだけでいたって普通の人だよ！」

「そうだね。唐突さは否いなめなかった。でも冗談とかではないから」

　射抜くような視線。

　釘くぎ付づけにされた俺は、裕ゆう子この言動の意味を考える。

　いや考えたってわかるかい。初手・求婚なんて。

　唯一わかることは──彼女の要求が本当に冗談ではないということ。

　裕子は大おお真面目まじめに、俺との婚約を望んでいる。

　今日初めて知り合った男と、本気で婚約を望んでいる。

「……詳しく聞いていいか？　なんでいきなり婚約なのか」

「わたし、まだ誕生日じゃないから。十五歳じゃ結婚できない」

「いや『なぜ結婚じゃないんですか？』って意味でなく。『なぜ交際からじゃないんですか？』って訊ききたかったんだけど」

「なんだ。答えは、遊びで男女交際する気はないから。付き合うんなら結婚前提」

「ああよかったまともな答えだ。でも、だからって──」

「じゃあもっともらしい理由をもう一つ。家庭の事情」

　裕子は声の調子を変えず、淡々と説明を続ける。

「わたしの家は武術の名門で、けっこう大きな道場をやってる。で、わたしはその跡継ぎになるのが決定しているんだけど、親が厳しくて。学生の内に結婚相手を見つけなさいってうるさいの。だから、これ」

　そう言って裕子が取り出したのは、カバーも何も付けていないスマートフォン。

　画面に表示されているアプリは、やはりエルステだった。

「わたし自身は、恋愛とかぜんぜん興味なくて。でも、エルステの相性診断って信頼度抜群なんでしょ？　だったらとりあえずこれを使い続けて、相性度が高い人に決めようって考えたの。便利な世の中になったものじゃ」

　老人みたいなことを言う裕子。しかし、理屈はわかった。

　結婚相手が欲しいからエルステで探す。それ自体はなんらおかしな使い方ではない。おかしな使い方ではないのだが──

「相性度98％なら、少なくとも不幸せにはならないと思う。最悪、仮面夫婦でもいいし。どう？」

「どうもこうも……女子高生のやることじゃないだろ、それ」

　どちらかと言うと、どうしても結婚したい中年女性のやることだ。

　女子高生なら、まず探すべきは『恋人』だろう。

　でもまあ、目的が男女交際ではなく結婚なら仕方ないのか……？　いやいや、そもそも女子高生で婚約相手を探してるっていうのがおかしいんだって。

「だいたいなんだよ、武術の名門って」

「流派の名前は佐さ伯えき夜や人じん流。強いよ」

「漫画みたいだな……その佐伯夜人流っていうのを継ぐんなら、結婚相手には強さも求められるんじゃないのか？　言っておくが俺、格闘技はおろかスポーツもそこそこのインドア系だぞ」

「自惚うぬぼれるなよ少年」

「えぇ……」

　同い年、むしろ数ヶ月差で年下なのに少年とか言われた。

「跡継ぎになるのは、あくまでもわたし。婿入りするあなたには強さを求めない。どんな職業に就いていたっていいし、なんなら穀ごく潰つぶしでも。最低限、犯罪者でなければ」

「ハードル低いな……」

「あと大事なのは、生殖能力。結婚相手を見つけるのが家を継ぐ条件にされているのも、将来子孫を残せなかったら家系が途絶えて困るって理由」

　そこで初めて、裕ゆう子こが俺から視線を外した。

　その鋭い眼光で次にどこを射抜くのかと思えば……見たのは俺の股こ間かん、である。

「不安なら検査する？」

「誰もそんな心配してない！」

　恥ずかしがる素振りすら見せずに男の股間を凝視するとか、なんなんだこいつ！　同学年の女子に生殖能力の心配されたのなんて初めてだよ！

　俺の反応を見て、裕子はため息をつく。

「答えをいますぐに、っていうのは難しそうだね。男の子なのに情けないぞ」

「初対面の相手に婚約求められて即答できる男子高校生なんていねえよ」

「ま、いっか。焦らなくても」

　本当に焦っていない風に言い、裕子は立ち上がった。

「また今度お話ししよう、翔しようくん少年。あと、宣戦布告」

「な、なんだよ」

「近い内に必ず『はい』と言わせてみせるから」

　焦っていない──というか。

　余裕なんだ。

　俺を婚約者にするという絶対的な自信がある。

　その自信の源がなんなのか、俺は訊きけず……去っていく裕ゆう子こを見送るしかなかった。
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「──で、なんでそれをわたくしに相談しますか!?　恋こい敵がたきなんですけど！」

　翌日の昼休み。

　花か楽らが「一緒にランチしましょう！」とやってきたので、俺はこれ幸いと裕子の件を相談してみることにした。そしたら怒られた。

「いやあ、だっておまえ話しやすいし」

「そりゃ相性度97％ですから！」

「それにほら、エルステが流は行やる前はよく恋愛相談受けてたんだろ？」

「確かに、こういう話は大得意ですけれども……」

　場所は奇くしくもというか、昨日裕子と話した中庭。

　弁当は持参していたのだが、花楽がぜひ手作りのおかずを食べてほしいというので少しいただいた。「あ～ん」を求められたりもしたが周りに他の生徒もいたため恥ずかしくてできず、裕子の話をしたのは矛先を変える意味もあったり。

「あ～！　っていうかなんですか、相性度98％って！　わたくしより１％高いじゃないですか！」

「それなんだよ。相性度至上主義な花楽としては、俺にもっと相性度の高い相手が現れるのってどうなんだ？　身を引くとか考える？」

「わけないじゃないですか！　１％なんて誤差です誤差！」

　愚問ですと言わんばかりに対抗心を燃やす花楽。一度告白された身としては、素直に嬉うれしい。

「そういう先輩はどうなんですか？　相性度を１００％にしようと頑張っている健けな気げな後輩を見限って、新しい女に乗り換えやがりますか？」

「いや、俺的にも１％くらい誤差っていうか……花楽の乱暴な言葉ってなんか新鮮だな」

「もう、茶化さないでください！」

　花楽はしばらく懊おう悩のうした後、猛然とした勢いで弁当を食べ進めた。

　パパッと完食し、弁当箱も片付けて立ち上がる。

「データが足りません。敵情視察に参りましょう」

「え、いま？」

「お昼休み！　何気ない日常の場面でこそ、人の本質というものは見えてくるのです！」

　俺の腕を引っ張り、裕ゆう子このところへ誘う花か楽ら。

　裕子がどこで昼食を取っているかは知らないが、とりあえず可能性の高い場所は五組の教室だろうか。そう思い、高等部の校舎に向かう。

　目的の人物はすぐに見つかった。

「……どなたですか、と訊きくまでもありませんよね？」

「ああ。あれが裕子だ」

　教室の入り口から、こっそり中を窺うかがう俺たち。

　裕子は教室のほぼ中央の席に座り、机の上に弁当箱を広げていた。

　写真を見たわけでもない花楽が一発で裕子に気づけた理由は、その存在感にある。

　圧倒的だった。

　背筋を伸ばして座るその姿勢。ご飯やおかずを口に運ぶ上品な箸はし捌さばき。気け高だかい狼おおかみのような視線はただ弁当のみを見つめていて、食事という行為に集中しきっていた。

「すごい。隙がない。幼少期から徹底的にマナーを教え込まれた名門貴族のお嬢様って感じの人ですね」

「俺もまだ少し会話しただけだから、驚いてる。あの席の周りだけ別世界みたいだ」

　非常に声がかけづらい。覗のぞき見しているだけなのに緊張してしまう。

　周りのクラスメイトたちはそんな裕子のことをどう思っているのか。とりあえず一緒にお昼を食べたり、話しかけようとしたりする生徒はいないようだ。

　俺と花楽が息を呑のんで観察している間に、裕子は昼食を終えた。

　手際よく弁当箱を片付け、残った昼休みの時間で何をするのか見守る。

　結論から言えば、何もしなかった。

　裕子は同じ席に座ったまま、ただ前だけを見つめる。それだけで。

　フッ──と。

　まるでそこから消えてしまったかのように、気配が薄くなった。

「そ、存在感が急に希薄に!?　なんですか先輩、なんですかあれ!?」

「お、俺が知るかよ！」

「精神統一らしいよ、あれ」

　混乱する俺と花楽の後ろから、聞き慣れた男子の声が。

　振り返ると、そこには友人の梶かじが立っていた。

「梶。おまえ、なんでここに」

「昨日、友とも柳やなぎから新しい運命の人とやらの話を聞いただろ？　あ、あの人かなって噂うわさを聞いたことがあったんで、五組の知り合いに詳しく教えてもらったんだ」

「あなたが梶かじさん。先輩のご友人だそうで」

「大おお町まちちゃんだね。ファースト運命の人って聞いているよ。というより第一夫人？」

「そんな、第一夫人だなんて恥ずかしいです。いえ、第二夫人なんて作らせませんけど。とと、ご挨あい拶さつが遅れました。大町花か楽らです。以後お見知りおきを」

「梶君きみ尋ひろです。よろしく」

　平和的な挨拶を交わす初対面同士。俺はそれよりも、話の続きを聞きたい。

「で、梶。精神統一ってなんだよ」

「比ひ喩ゆとかじゃなく、そのままの意味だよ。彼女、食後はいつもああなんだって」

「食後に精神統一する女子とか初めて見たぞ……」

　というかそもそも精神統一ってなんだ。やり方とか知らんがああいうものなのか？

　戸惑う俺に、梶は新情報を提供してくる。

「彼女、周囲からは『強キャラぼっち』って呼ばれてるらしい」

「なんだそれ」

「どうにも彼女は、高校生活を精神修養の一環と捉えているらしくてね。あえて友達を作らず、そしてああいう風に変わったことをし、周囲から奇異の目で見られるようにする。常人なら不登校になってもおかしくないその環境下で、精神力を鍛えているんだとか」

「すげえ……修行僧でもそんな発想にはいたらねえよ……」

「わたくしにはとても真ま似ねできません……しかし見ていると、ぼっちの前に強キャラと付くのもわかる気がします。あのぼっちっぷり、いえ孤高っぷりには気け高だかさすら感じます」

　花楽の感慨には大いに共感できる。

　あの裕ゆう子こに「また一人でお昼休み過ごしてるの？　寂しいヤツ～」とかちょっかい出せる猛も者さはいないだろう。誰だってむき出しの刃物に触れようとはしない。

　悪い言い方をすれば、避けられている。

　しかし裕子はその境遇を受け入れ──いや、むしろ故意に作り上げて、自らの精神を鍛えている。うん、まとめてみても意味わからん。実はただの馬鹿なんじゃないのかあいつ。

　そんな失礼なことを考えていたら、突然の鋭い視線。

　裕子がこちらを見ていた。

　思わず声が出なくなる。身動きも封じられる。それはすぐ近くにいた花楽と梶も同じようで、三人揃そろって棒立ちのまま、裕子がこっちに近づいてくるのを見守った。

　そして、目の前に立たれる。

　裕子はすぐには何も言わず、スマホを取り出して操作した。

　見せてきた画面はエルステのマイページ、ステータス画面だ。

「ちなみに、わたしのステータスはメンタル１００。他が０」

　口頭で説明され、俺たちもそれぞれの目で確認する。

「め、メンタル全振り……!?」

「武術家らしくて気に入ってるぞ」

　こいつも凛り珠ずや花か楽らと同じ全振り女子だったのかよ！

　いや、そんなことよりも……え？

　ここでいきなりステータスを開示してメンタル全振りをアピールとか、もしかして俺たちの話が聞こえてたのか？　声が届く距離じゃなかったし、観察していても聞こえているような素振りはなかったのに。

　知れば知るほど只ただ者ものじゃない、こいつ。

　驚嘆する俺たち三人を前に、裕ゆう子こは花楽のほうを見つめた。

「あ、わ、わたくしは──」

「もうすぐお昼休みが終わるから、戻ったほうがいいよ。ここから中等部の校舎まで地味に遠いから」

　それだけ忠告して。

　裕子は、席に戻っていった。

　……時計を確認する。昼休みが終わろうとしていた。裕子の言うとおり、中等部の花楽は急いで戻らないと午後の授業に間に合わないだろう。

「きょ、強敵です……っ！」

　花楽は新たな恋こい敵がたきを畏い怖ふし、駆け足で中等部の校舎へと戻っていった。
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　放課後になった。

　買い物の用事があった俺は、一人で考え事もしたくてすぐに学園を出た。

　考え事の内容はもちろん、新たに現れた運命の相手のことである。

　女子高生離れした裕子のキャラクターに圧倒されまくりの俺だったが、それはそれとして、彼女が『エルステが認めた運命の相手』としてどうなのか、と考えてみる。

　正直、悪い感じはしなかった。

　嘘うそだ。むしろはっきり言って、惹ひかれていた。

　裕子の自信に満ち溢あふれた言動。周囲を圧倒するほどの強烈な存在感。

　抱いだいた感情は素直に『格かつ好こいい』だった。

　花楽のように『可愛かわいい』という方向性ではないが、惹かれるという意味では同じ。

　彼女の一挙手一投足に、ときめきを感じてならない。

　もっと彼女のことを知りたい。

　自分でもよくわからないのだが、これは恋なんだろうか。だとしたら自分は変人が好きなんだろうか。そうではない、と思うが自信がない。

「もしかして……俺ってかなり『ちょろい』んじゃ？」

　一週間前は花か楽ら相手に運命感じてたのに、いまは裕ゆう子こ相手にも運命を感じている。

　エルステの相性度はあくまでもきっかけだ。しかし花楽も裕子もどちらもしっかり気になってしまっているあたり、やはり神アプリの力は侮あなどれない。

　断じて俺が惚ほれっぽいわけではない。ほ、本当だって。それ以前は凛り珠ず以外に恋したことなんてなかったんだから。

　い、いや、俺がちょろいかどうかはこの際どうでもいい。

　重要なのは、俺が花楽と裕子のどちらにより惹ひかれているかだ。

　相性度的には裕子が１％優勢だが、俺の気持ち的には……ええと……ううん……。

　買い物を済ませても答えは出ず、不意にスマホが震える。

　画面を確認すると、裕子からエルステでメッセージが来ていた。

『なんで翔しようくんがわたしと婚約しなかったのか、わかったぞ』

　唐突な一言に、探偵アニメのスタンプが添えられていた。「謎はすべて解けた！」的な。

　なんて返そうか考えていると、矢や継つぎ早ばやに次のメッセージが。

『相性度が拮きつ抗こうしている恋こい敵がたきがいるっていうのは、盲点だった。他にも親しい女の子がいるって話だし。それなら迷って即答できなくても仕方がない』

　即答できなかったのはそういう理由ではないのだが。

　そう返そうと思って、しかしそれよりも先に疑問が浮かんでくる。

『待て。おまえ、それ誰から聞いた』

『梶かじ君きみ尋ひろくん。事情通っぽかったから、いろいろ教えてもらった』

　昼休み一緒にいたからか。裕子は梶が俺の友人だと見抜き、花楽との関係性などを聞き出したらしい。ぼっちのくせに行動力のある奴やつめ。

『というわけで、提案です』

　メッセージの後、「ひらめいた！」というセリフが付いたアニメキャラのスタンプ。

　……意外にアニメ好きなのか？　そしてやたらスタンプを使いたがる女子なのか？

『わたしが望むのは早期決着。それに相応ふさわしい舞台を用意したから、そこに翔くんを招待します。もちろん、ゲストも呼んで。とりあえず一度、家に帰って』

　舞台……？　ゲスト……？

　俺は詳細を聞き出そうとメッセージを送ったが、既読スルーされた。

　よくわからんが、胸騒ぎがする。

　言われたとおり家に帰ろう。なるべく急いで。

　そうやって、早歩きで帰路につくと──

「しょ、翔しようちゃ～ん！」

　家の前に、三人の少女が待ち構えていた。

　裕ゆう子こと、花か楽らと、今こちらに駆け寄ってきた凛り珠ずだ。

　いったい何があったのか、凛珠は気が動転した様子で俺に縋すがり付いてくる。

「放課後になったらなんかいきなり、花楽ちゃんとそこの佐さ伯えきさんっていう人が来て！　なんか佐伯さんが翔ちゃんと相性度98％だとか言うし！　私はどうすればいいの!?」

「落ち着け凛珠。どうすればいいって訊きくんなら、まず落ち着いてくれ」

「うぐ、ううう」

　凛珠は半べそ状態だった。

　そういえば凛珠にはまだ裕子のこと言ってなかったっけ。花楽だけでも大騒ぎだったのに、運命の相手がもう一人現れたってなったら凛珠的には大事件だよなあ。

　いろいろフォローしてやる必要がありそうだが、いまは先ほどのメッセージの意味を問うほうが先だ。

「で……裕子に訊くべきだよな？　これ、どういう状況？」

「翔くんのこれまでの態度。プラス梶かじくんの情報。二つを合わせて考えて、この二人が障害になるだろうことがわかったから。先手を打たせてもらうことにした」

「先手って」

「先手必勝だぞ」

　不敵に笑む裕子。

　その隣にはむすっとした表情の花楽。

　彼女の足もとには、大きめのボストンバッグが置かれている。

「花楽、なんか荷物大きくないか？」

「お泊まりグッズです。わたくしたち、これからみんなでお泊まりするみたいですよ」

　……へ？

　言葉の意味が飲み込めないでいる俺に、裕子がこう続く。

「翔くんも家でいますぐ必要なものを揃そろえて。うち、男物の用意はないから」

「いや、話が見えないんだけど……？」

「翔くんをわたしの家に招待します。そして一泊してもらいます。そこの二人も一緒に」

　俺と凛珠と花楽が、裕子の家に泊まる。

　これから行うことはわかった。でもなんでそうなるのかがわからない。

　混乱の極みに達した俺に、裕子は堂々言い放つ。

「わたしがいかに『妻』として優れているか、それを翔くんに見てもらう」
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　最寄り駅から電車で、一つ隣の街へ。

　そこに裕ゆう子この自宅があった。

「でっか……」

　思わず口に出る。

　塀に囲まれた立派な日本家屋。庭には大きな木が生えているし、敷地に足を踏み入れるだけでも緊張してしまう。と思ったら玄関先に『うぇるかむ』と書かれたプレートを下げた犬の人形が置いてあったり。少し気持ちが楽になった。

「な、なんか流されるがまま来ちゃったけど、家の人とか大丈夫なの？」

「心配無用だぞ。家といってもここは別宅で、わたししか住んでないから」

「一人暮らしということですか？　この広い家で？」

「うん。花嫁修業の一環」

　凛り珠ずと花か楽らの質問に、裕子はあっさりと答える。

　花嫁修業のために一人暮らしか……確かに、この広い家に一人で住むとなれば、掃除のスキルは自然と身につきそうだ。

　感嘆する俺たちを尻目に、引き戸を開ける裕子。「どうぞ」と言われ、後に続く。

「お、お邪魔しまーす」

　三人揃そろって口にし、中に入る。

　どうしてこんなことになったのか──移動中、裕子はこう言っていた。




『──わたしの目的は翔しようくんとの婚約。はいと言わせること。エルステの相性度は申し分ないけど、翔くんは即答できないと言う。何な故ぜか。理由は二つ』

　電車内での会話だった。

　裕子は花楽と凛珠を順番に見て続ける。

『相性度が拮きつ抗こうしている後輩の女の子。相性度は壊かい滅めつ的だけど口うるさい幼なじみ。あなたたち二人の存在が、翔くんが決断できない理由その一』

『か、壊滅的……』

　事実を突きつけられた凛珠が落ち込んでいたが、裕子は構わず続ける。

『理由その二は、将来の結婚生活に不安があるから。わたしが本当に自分の妻として相応ふさわしい人物なのかどうか、エルステの相性度だけでは測りかねている。どう？』

『うん……うん？　一応、正解……なのか？』

　将来に不安があると言えばそのとおりだ。だってまだ高校生なわけだし。

　結婚相手に関しても、どうせなら料理が上う手まい人がいいよなあとか、そういう願望は人並みにある。パンに各種ジャム塗るくらいの朝食しか出せない凛珠を見るとそう思う。

『だからお泊まりなんだぞ。翔しようくんには実際に結婚生活を疑似体験してもらって、将来への不安をなくしてもらう。そして決断してもらう。わたしとの婚約を』

『……不可解です』

　異を唱えたのは花か楽らだ。

『それなら、先輩と二人きりでいいじゃないですか。わざわざ恋こい敵がたきであるわたくしたち二人を同行させる意味がわかりません』

『え？　え？　恋敵？　いや、うん。花楽ちゃんはそうかもしれないけど、私と翔ちゃんは別にそういうのじゃ……いやあの、幼なじみとしては婚約とかそういうのはまだ早』

　凛り珠ずが小声で何か言っているが、突っ込まないでおいてやろう。

『大おお町まちさんだっけ。ううん、好敵手と見込んで花楽ちゃんと呼ぶ』

『望むところです。わたくしも裕ゆう子こさんと呼ばせていただきます』

『人生経験が足りないＪＣちゃんに教えてあげる』

『ほんの二年差で何を』

　花楽の返しにも動じず、裕子はその鋭い眼光で恋敵と定めた二人を射抜く。

『──ライバルは避けるものではなく、正面から叩たたき潰つぶすものだぞ』

　宣戦布告。

　裕子が俺との擬似結婚生活に二人を帯たい同どうさせる理由は、すぐそばで自らの力を見せつけ、相手の戦意を削そぐため──言葉どおり、正面から打ち負かすためだったのだ。

　戦慄する花楽と凛珠。

　周囲の乗客からは「修羅場？」「修羅場かな」という囁ささやきが聞こえてきた。




　──そんな経緯があって、現在。

　裕子宅にお邪魔した俺たちは、卓袱ちやぶ台だいと座布団、箪たん笥すとテレビくらいしか置いていない和室へと案内された。

「さすが、敵を自陣に招き入れるだけあって片付いていますね」

「うわあ、広い畳部屋だあ。ねえ翔ちゃん、町内の自治会館思い出さない？　昔二人で百人一首の大会出たよね？」

「ああ、懐かしいなアレ。小三とかそれくらいの頃だったか」

「むむ。幼なじみ特有の『アレ懐かしいよね』トークは反則ですよ凛珠さん」

「ええ!?　な、なんのことー？」

　来客三人がやり取りをしている間も、テキパキともてなしの準備をする裕子。

　卓袱台の周りには綺き麗れいに座布団が並べられ、居間でお茶とお茶菓子の用意をし、これも素早く各人の前に並べる。この日本茶がまたとてつもなくおいしかった。

「さて」

　湯ゆ呑のみをトンッと置いて、裕ゆう子こが切り出す。

「翔しようくんと二人にはこのまま自分の家と思ってくつろいでもらって、その間わたしは夕食の準備をするから」

「いや、そこまでいたれりつくせりなのは悪いし、俺も手伝うよ」

「それじゃわたしの妻つま力ぢからの証明にならない」

「初めて聞いた、そんな単語……」

「男の子の心を掴つかむならまず胃袋を掴め、と先人は言いました。というわけで、翔くんにはわたしの手料理を味わってもらうぞ」

　いまからこの技を受けてもらう、みたいな目つきで言われた。

　いったいどんな代しろ物ものを食べさせられるのかと息を呑むと、

「ちょっと待って」

　凛り珠ずが待ったをかけた。

　毅き然ぜんとした表情で裕子と向き合い、自らの意見を口にする。

「ここまで流されっぱなしで来ちゃったけど、このまま傍観者ではいられないよ」

「凛珠？」

「翔ちゃん、結婚詐欺って言葉知ってる？」

　また突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出したな、この幼なじみ……。

「いくらお家うちの事情だからって、高校生の内から婚約だなんておかしい。ただでさえ、翔ちゃんには恋人だってまだ早いのに。幼なじみとして、これ以上は見過ごせないよ」

「前半部分は大いに賛同できるが、後半部分は大きなお世話だ」

　とにかく、ただやられるだけの噛かませ犬に収まる気はないらしい。

　それは花か楽らも同じようで、二人とも裕子の威圧感に真っ向から立ち向かっている。

「ならどうする？　翔くんを連れ帰る？」

「ううん、テストをします！」

　裕子の問いに、凛珠は威勢よく返した。

「あなたが真に翔ちゃんの胃袋を掴めるか、手料理対決だよ！　私とあなたの料理を翔ちゃんに食べ比べてもらって、どっちがおいしいか決めてもらう！　もしあなたの手料理が私のに劣るようなら、翔ちゃんとの婚約は諦めてもらうから！」

「それだけ言うってことは、凛珠ちゃんは料理が得意なんだ？」

「えっ」

　瞬間、凛珠の表情が固まった。

　正座して裕子にビシッと人差し指を突きつけたポーズで固まっていた。

　俺は内心、あちゃーと思う。

　凛珠の料理の腕前は……はっきり言ってダメダメだ。

　得意料理を訊きけばいろいろ答えるが、実際は全部チルド食品か冷凍食品。パッケージ裏の作り方や電子レンジがないと、まずまともなものが作れない。

　言葉に詰まった凛り珠ずは何を思ったか、隣に座る花か楽らの手を握った。

「花楽ちゃん！　手を組もう！　休戦協定！　共同戦線！」

「考えなしに攻め込んだ愚将ですか凛珠さん！　それにあの、正直に申し上げまして、わたくしも料理はそんなに……」

　自信なく言う花楽。今日のお昼は手製のおかずを振る舞ってくれたのに。味はちゃんとおいしかったが、どうやらあれはそう簡単に作れるものではないらしい。

　裕ゆう子こはそんなライバル二人を前に、ため息をつく。

「──料理のさしすせそ。『せ』は醤しよう油ゆ」

「「……っ！」」

　凛珠と花楽が揃そろって凍りつく。それはまるで呪文のようだった。

　ひそひそ話で「し、知ってましたか凛珠さん？」「ううん。砂糖、塩、お酢、ソースまでは知ってたけど……」「ですよね。普通そうです」という会話が聞こえてきた。いや『そ』は味み噌そだよ。やる前から決着ついた感あるよ二人。

「い、いえ！　まだです！　わたくしにはこれがあります！」

　てっきり戦意喪失するかと思われた二人だったが、花楽の起死回生発言。

　取り出して見せたのは、スマートフォンだ。

「ええと、花楽？　さしすせその『す』はスマホじゃなくてお酢だぞ？」

「何を馬鹿なことを。お忘れですか先輩？　わたくしはありとあらゆる恋愛系アプリに精通しています。中にはそう、新婚さん向け料理アプリなんかもあるのです！　未いまだ恋人気分で夫婦になりきれない二人。初うい々ういしい旦だん那な様を喜ばせるための料理は何か……とか！」

「す、すごい！　すごいひみつアプリだよ花楽えもん！」

　打って変わって自信満々な花楽。それを持ち上げる凛珠。

　確かにそんなアプリがあるのかという驚きはあるが、それ以上に迷タッグ感が強いぞこの二人。

「では凛珠さん。さっそく買い出しに参りましょう」

「食材ならうちのものを使ってくれていいけど」

「敵の用意した武器を使うほど迂う闊かつではありません。料理は食材調達からです」

「一理あるね」

「というわけで、いって参ります」

「いってきます！」

　そう言って、意気揚々と出かけていく二人。

　見送った俺と裕子は、顔を見合わせる。

「……想おもい人と恋こい敵がたきを二人きりにしてしまうあたり、迂う闊かつだね後輩ちゃん」

「それな」

　とにもかくにも留守番となった俺たち。

　これが狩りなら、競争相手のいなくなった裕ゆう子こは誰にも邪魔されることなく獲物である俺を追い詰められるが──そう思うと、変に緊張してきた。

「さて翔しようくん」

　あらたまって名前を呼ばれ、俺は背筋を伸ばす。

「せっかく二人きりになったわけだし、夫婦らしいことをするぞ」

　大げさな宣言。

　裕子は座布団の上で正座する俺を残し、和室を離れる。

　しばらくして戻ってきた裕子は、制服の上から新たにエプロンをかけていた。しかも可愛かわいらしいアニメキャラがプリントされたエプロンだ。

「……アニメ好きなの？」

「日本人の必修文化だぞ」

　キリッとした顔つきで言う裕子。うん。アニメ好きらしい。

　武術家といっても趣味は意外と普通なんだな……と、少し距離が近くなった気がしたり。それが妙に嬉うれしく思えてしまったり。

　やっぱり、徐々に惹ひかれ始めているんだろうか。

　俺がそんな風に考えていると、裕子もまた座布団の上に正座する。

「先に下ごしらえを始めててもいいんだけど、勝負である以上それはフェアじゃない気がするから。というわけで、こっちゃこい」

　こちらを見ながら膝ひざの上をぽんぽんと叩たたく。

「えっと……それはいったいどういう意図が？」

「膝枕して耳掃除する」

　膝枕に……耳掃除……だと……っ!?

　そんなの凛り珠ずにだってやられたことない。普通は恋人同士が、いや恋人同士でもやるだろうか？　やるなら夫婦──そうか、だから夫婦らしいことなのか。

「電車で移動してるとき、汚れてるのが見えて気になったから」

「え、マジで」

「少しだけどね。大丈夫。経験はないけど、やさしくするから」

　また微妙に緊張してしまう言葉遣いを……。

　俺は姿勢良くたたまれた裕子の膝を見て、ごくりと喉のどを鳴らす。

　スカートから覗のぞく太ももは見るからに柔らかそうで、吸い寄せられそうになった。

　というか事実吸い寄せられた。気づけば裕子のそばまで移動していた。

「じゃあ……お願いします」

「うん。お願いされた」

　横になり、裕ゆう子この膝ひざに頭を乗せる。

　極上枕のような沈む柔らかさではない。

　だがそれとはまた別の、女の子の柔らかさが。

　なんか甘い匂いとすべすべした肌触りが付随する、新タイプの心地よさが。

　あ、これいい──と思っている隙に、それは来た。

「ふぁふ！」

　思わず声を上げてしまう。

　裕子の持つ耳かきが、俺の耳を刺激した感触だった。

　小さな先端が、こちょこちょとくすぐるように俺の耳を侵略していく。

「翔しようくん」

「な、なんだよっ」

　微笑とともに名前を呼ばれ、動揺しながら返してしまう。

「なんでもない。ちょっと可愛かわいいなって思っただけ」

　……恥ずかしい。

　初めて女の子に膝枕されて、続けざまに耳掃除されて、変な声まで上げてしまって。

　もうなんか、裸を見られたような気分だ。

「ほれほれ、ういやつめ」

「く、くぅう」

　あっ。だめっ。これきもちいい。

　裕子も楽しんでいるのか、声を弾ませながら耳かきを動かす。

「わたしと婚約してくれたら、これを毎日やってあげるぞ」

「ま、毎日……！」

　甘かん美びな囁ささやきに、俺は妄想を掻かき立てられる。

　この至福を毎日味わえるなら、もう婚約でもなんでもしちゃっていいんじゃないか。

「なんならここで同どう棲せいしてもいいし」

「ど、同棲……！」

「学校でしてあげてもいい」

「学校でも……！」

「通い妻的に翔くんの家に行ってしてもいい」

「俺の家で……！」

　あ、だめ。あまりの気持ちよさで語ご彙い力が失われている。オウム返ししかできない。

　どうかこの時間が長く続きますように──とか、幸せの絶頂にいるカップルみたいなことを願い、俺は裕ゆう子こにすべてを委ねた。

　しかし、耳掃除がそんなに長く続くわけもなく。

　反対側の耳もあっさり終えて、裕子は手を止めた。

　耳かきを持っていた右手は動きを止めた。だが今度は空いていた左手で、俺の頭を撫なでてきた。無論、膝ひざ枕まくらを続けたまま。

「……なあ。もう耳掃除は終わったんだよな？」

「ううん。まだ終わってないよ」

「そのわりには耳かき持った手が動いてないみたいだけど」

「気のせいだぞ」

「なんで耳掃除なのに頭を撫でられているのかもわからないんだけど」

「気にしなくていいぞ」

　……じゃあ、気にしないでおこう。

　そんな風に考えてしまうくらい、心地よかった。

　実のところ俺はもう狩られてしまったのかもしれない。だとしても悔いはない。それくらいの気持ちで、俺は裕子の膝の上を堪たん能のうし続けた。

「……なんか、いいね」

「え？」

　しばらくそうしていると、裕子がふとつぶやいた。

「こういうの、よくわからないけど、すごくいい。初めて味わう感覚」

　なんだか妙に納得している様子で、俺を見下ろし微笑ほほえんでいる。

「わたしにとっての相性度の高い相手って、わたしよりも強い男の子か、婚約に即答してくれるくらい決断力のある男の子だと思ってた。でも翔しようくんはどちらでもなかった」

「そりゃ申し訳ない」

「だから少しだけ不思議だったんだけど、いまようやく納得できた」

「納得って……俺との相性度が高い理由に？」

「うん」

　いったいなんだろう、それは。

「翔くんには、母性をくすぐられる」

「母性って……俺が？」

「うん。わたし自身は、強く在りたいと思っているから。伴はん侶りよとなる男性には、無意識に翔くんみたいな逆のタイプを求めていたのかもしれない。なんて、自己分析だけど」

「そりゃ俺は武術やってるおまえよりは弱いかもだが」

「翔くんはわたしの日常になってくれるかもしれない男の子だぞ」

「非日常の戦いに疲れた戦士みたいなこと言うな」

「ふふっ。最初は眉まゆ唾つばものだったけど、エルステもなかなか侮あなどれないね」

　いまいち噛かみ合わない会話の中で、俺は瞼まぶたを閉じる。

　直前に見た裕ゆう子この表情……笑っている顔はしっかり可愛かわいいな、などと思いながら。

　俺は数十分ほど、膝ひざ枕まくらの安眠効果を思い知ることとなった。





　　　　　◇　◇　◇






　目覚める頃には、凛り珠ずと花か楽らが買い物から帰ってきた。

　いい時間だったのでさっそく料理対決へと移行する。

　図式は裕子ｖｓ．凛珠・花楽組。

　料理上手を自称する裕子に対し、料理下手を自認する凛珠と花楽。しかし凛珠たちは二人で協力することができ、さらに花楽には新婚さん向け料理アプリなるものがある。

　戦力差は五分五分と思えたが──

「では翔しようくん、判定を」

「……佐さ伯えき裕子さんの勝利です」

　食卓にて、俺は判定を下した。

　凛珠と花楽は揃そろって「なんで──っ!?」と声を荒らげる。

「なんでもなにも……格が違う」

「勝敗の決め手はなんでしたか？」と問われたらそうコメントする。

　凛珠と花楽が作った料理が不ま味ずすぎたとかそういうわけじゃない。

　カット済みの食材をオイスターソースで味付けした肉野菜炒いためや、トマト缶を使ったコンソメスープは食べ合わせはともかくきちんと美お味いしかった。生活の助けになるよう味以外にもいろいろ工夫がされていたようで、そこも好印象だ。

　だけど裕子が作ったこの料理。

　焼き魚とか、野菜の煮物とか、お吸い物とか、普段料理をしない俺では名前が浮かんでこないでもやたら美う味まい謎の小鉢とか、どれも絶品だった。

　味という観点で、埋めようのない差があったのだ。

「で、でも！　料理に大事なのはまごころだっていうよ！」

「そうですよ！　それにほら、これを見てください！」

　判定に納得いかず食い下がる二人。花楽は俺にスマホの画面を見せてくる。

　それは例の新婚さん向け料理アプリの画面で、今回の料理にかかった材料費が表示されていた。

「素晴らしく節約できているでしょう！　もしこれが我が家の食費で、自分のお嫁さんが計算しながら作ってくれたのだとしたら！　ほら家計に優しい！　ポイントアップ！」

「主張したいことはわかるがいま競ってるのってそういうのじゃないような……」

「評価されない項目を評価してこその男気ってものでしょう！」

　相当悔しいのか、わけのわからないことを言い出す花か楽ら。

　まるでデート対決で花楽に負かされたときの凛り珠ずを見ているようだ。

「凛珠さん情報で先輩の好みも把握して！　わたくしたちにはレベルが高いからと皮むきなどが難しい一部食材は簡便食品で代用して！　無駄なゴミも極力出さないよう心がけたというのに！」

「そうだよ！　水洗い不用で簡単便利なんだよ！」

　花楽と凛珠の主張はなおも続く。

　言いたいことはわかるが、そういうことじゃないんだ。

「まごころ、節約、時短……あなたたちの工夫は、新妻としては立派かもしれない」

　俺の意見を代弁するかのように、裕ゆう子こが言う。

「だけど、『美味』という絶対的暴力の前には、素人しろうとの工夫など塵ちりも同然」

「「……っ！」」

　絶句する凛珠と花楽。

　美味を暴力と表現するのはどうかと思うが、概おおむね同意する。

　裕子の手料理には、相手が何をどう工夫したとしても「こっち」と言わせてしまう美お味いしさがあった。

　だからやっぱり、俺は判定を覆さない。

「この佐さ伯えき裕子に付け焼き刃の技など通用しない。覚えておくといいぞ」

　裕子はドヤ顔で決きめ台詞ぜりふを口にし、凛珠と花楽は揃そろって膝ひざを折った。

　ずーんと沈んだ面おも持もちで「負けました……」と一言。

　敗北を認めたようである。

「勝利。さ、これで敵は倒した。翔しようくん、いまなら返事が言えるよね？」

「返事って……婚約についてだよな？」

「もちろん」

　裕子の料理は文句なしに美う味まかった。これが毎日食べられるのだとしたら、とても魅力的な話ではある。

　惨敗を喫した以上、凛珠も花楽も、もはやダメとは言いづらいだろう。俺が決断してしまえば、いよいよ念願の恋人が──

「い、いや！　待って！　やっぱりダメだよ！」

　逡しゆん巡じゆんする俺を前に立ち上がったのが、凛珠だった。

　瞳には闘志とでも呼ぶべき炎が見える。凛珠の心はまだ折れていないのか。

「勝負には負けたよ。裕子ちゃんの妻つま力ぢからには、私たちじゃ太た刀ち打うちできない」

「凛り珠ずまで使うのかよ、その謎パワーワード」

「でも！　裕ゆう子こちゃんには大事なものが欠けてる！」

　食って掛かる凛珠に、裕子は威圧感を強め立ち向かった。

「なに？　その欠けてるものって」

「翔しようちゃんへの愛情だよ！　あなたが見ているのはエルステの相性度だけ！　翔ちゃんを見ていない！」

　……うん？

　なんか、どこかで聞いたようなセリフだな。

　同じことを思ったらしい花か楽らが、俺に目め配くばせしてくる。

　ああ、そうだ。いまの、前に凛珠が花楽にした指摘とまったく一緒なんだ。

「裕子ちゃんが翔ちゃんを婚約者に選んだのって、エルステで相性度が高いってだけの理由でしょう？　そんなの、真に翔ちゃんを愛してるとは言えない！　夫への愛が足りない妻なんて、妻とは言えないよ！」

「……確かに、わたしが翔くんを選んだのはエルステがあったから。もし相性度が低かったら、こうやって家に招くこともなかったと思う」

「ほら！　つまり極論、相手は翔ちゃんじゃなくてもよかったってことだよ！　もしもこの先、翔ちゃんより相性度の高い相手が現れたとしたら──」

「それでもわたしは、翔くんを愛するぞ」

　裕子のきっぱりとした返しに、凛珠は「……え？」と凍りつく。

「たとえ相性度99％とか１００％の相手が他に現れたとしても、わたしは翔くんを選ぶ。今後翔くんとの相性度が下がったとしても心変わりはしない。それが翔くんに婚約を申し込んだわたしなりの礼儀であり、覚悟」

　凛珠は花楽のときと同じ論調で攻めれば、裕子が考えをあらためると思ったのだろう。

　しかし裕子には決意があった。

　その決意は凛珠の言葉で揺らぐものではなかった。

　意志の宿った眼まな差ざしで、俺を見る。

　眼光はやはり鋭いのに──なぜかそのときだけは、優しく感じられて。

　ドキッとしてしまった。

　心の奥底に、一歩踏み込まれたような感覚がある。

「選んだからには本気で愛するぞ。あくまでも翔くんが婚約してくれるなら、だけど」

　本気の目だ。

　裕子は本気で、俺との婚約を望んでいる。

　きっかけは確かにエルステだ。最初は誰でもよかったのかもしれない。

　だけど選んだからには全力で。俺一人に狙いを定めて。心変わりもしないと約束して。

　求めているものこそ『婚約』という一足飛びな結果ではあるが──

　だからこそ、裕ゆう子こは他の誰よりも真剣に恋愛をしているのかもしれない。

「俺は……」

「しょ、翔しようちゃん……」

　裕子を見る。すぐ隣には、不安な気持ちを隠そうともしない凛り珠ずの顔。

　婚約者候補と幼なじみ、二人を同時に視界に収めた俺の、返答は──

「…………」

『はい』と言おうとした。

　俺だって遊びでいろんな女の子と付き合うつもりはない。付き合うからには将来結婚したい女の子と。そう思っている。いますぐ結婚するわけじゃないんだし、なら、と。

　だから『はい』と言おうとした。

　花か楽らには悪いが現段階でどちらに惹ひかれているかと言えば裕子のほうだ。胃袋を掴つかまれたわけではないと思うが、いまならそう思えてしまう。

　凛珠だって、俺が婚約を決めれば無謀な初恋は諦めるはず。ここで決断すれば、当初の予定どおりのベストな結果が訪れるんだ。

　しっかり考えた上で『はい』と言おうとしてるってのに。

「あー……ごめん。やっぱり、いますぐ返事はできない」

　実際に口から出た言葉は、俺の考えと食い違うものだった。

　あれ、なんで……と思う間に、

「そっか。ま、そうだよね」

　裕子からはさっぱりした反応が返ってくる。

「別にいいよ。手応えは感じたから」

「い、いいのか？」

「よくはないけど、しょうがない。それはそれとして、わたしたちもごはん食べちゃおう。ちゃんと凛珠ちゃんと花楽ちゃんの分も作ってるから、味わうといいぞ」

　切り替えも早く、裕子は台所に戻り、あらためて食事の支度を始めた。

　これは勝者の余裕……なのだろうか？

　結局、俺は答えを保留にしたまま、三人の女の子たちと再び食卓につくのだった。
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　食後、俺たちは順番にお風呂をいただいた。

　他よ所その家のお風呂に入るなんてずいぶんと久しぶりだったが、考え事を抱えていたためか変に緊張することもなくゆっくりできた。

　風呂から出ると、先に入浴を済ませていた花か楽らが「あ、先輩！　聞いてくださいよ！　凛り珠ずさんってば『背中流しに行こうかな……』とかハレンチなこと考えてたんですよ！」と騒いでいた。

　それに対し、凛珠は「ご、誤解だって！　ただ子供の頃、うんと小さい頃に一緒に入ったなあ……って思い出してただけで！」と反論していたが。うん。どちらにせよ、いまの凛珠なら俺が「おう。頼む」とか言えば赤面して撤退するだろう。

　凛珠と花楽はそれぞれ持参したパジャマ姿。色は凛珠がピンクで、花楽が黄色だった。

　裕ゆう子こはどうかといえば、和室のイメージにあった浴衣ゆかたタイプの寝巻き姿である。色は薄紅で、綺き麗れいな花柄。パジャマ女子の色気とはまた違う、大和やまと撫子なでしこ的な奥ゆかしさを感じる。

　少しだけ歓談した後、俺たちは男女で部屋を分けて就寝することになった。

　四人でお泊まり、なんて言われたときはどうなることかと思ったが……料理対決以降は、平和的に親しん睦ぼくを深められたな。

　裕子も凛珠と花楽を威圧しなくなったし、二人もまた対抗心をなくしたようだ。

　花楽が話し始めた恋バナでは男一人の俺が疎外感を感じるくらい盛り上がっていたっけ。小学生時代、恋のキューピッドとして活躍していた頃にこんな相談を受けたとかそんな内容で。裕子が精神修養のために行っているぼっち活動も、学校外ではお休みらしい。

　そんなこんなで男部屋。

　俺は一人、ふかふかの布団に入る。

　すぐには寝付けず、見慣れぬ天井を眺めながら、ふと考えてみた。

　あのときのことを。

　……なんで「はい」と言えなかったのだろう？

　やっぱり内心ビビっていたのだろうか。

　軽はずみな気持ちで婚約なんてして、責任を果たせなかったらどうしようとか。

　裕子の妻つま力ぢからとやらがすごいのは認めるとして、俺はそれに釣り合うだけの男になれるだろうかとか。

　あれだけの覚悟を見せられたら、こちらも相応の覚悟を持って応えなければならない。

　そう、覚悟が足りなかった。だから婚約すると言えなかった。

「……違う。そうじゃない」

　正確には、それだけじゃない。

　あのとき俺の頭をよぎったのは、花楽の存在だ。

　裕子より一週間先に出会い、俺との相性度を１００％にすると宣言した後輩。

　あいつは俺に自信を持って恋するために、この一週間で様々な努力を続けてきた。

　エルステで頻繁にトークしたり、お互いの自撮り写真を交換したり、今日の昼は弁当だって作ってくれて。先ほどの料理対決も、花楽なりに必死に頑張ってくれていた。












　俺はそんな花か楽らの気持ちが嬉うれしいし、無む下げにしたくない。

　さっきは裕ゆう子このほうが一歩リードしている、なんて思ってしまったがやっぱり違う。

　拮きつ抗こうしているんだ。

　二人のことを、同じくらい意識してしまっている。

　つまりはあれです、俺の優柔不断。

「くあああ……なんかごめん。決断できなくてごめんなさい」

　罪悪感に苛さいなまれて、独り言で謝る。

　正直、こんなに悩むとは思わなかった。

　ダブルヒロインもののラブコメ小説とかを読んでいるときは「なにうじうじ悩んでんだよ。さっさとどっちか決めろよ」と主人公にやきもきしたりするが、いざ自分が同じような立場に立ってみるとよくわかる。そんなに簡単なものじゃないって。

「……裕子には悪いけど、やっぱすぐに返事するのは無理だなこれ」

　もっとじっくり、時間をかけて考えよう。

　いくらエルステが信頼度抜群だからって、まさか相性度が１％勝っているから裕子、なんて決断はできない。高校生で婚約は重いので花楽、なんて理由をつけた選択もダメだ。

　俺自身がどちらと付き合いたいのか。

　俺自身の気持ちにはっきり決着をつけてから、二人に返事をしよう。

　二人の運命の相手になった男として、せめて誠実でありたいと思うから。

「でも裕子は返事を急いでる感じなんだよなあ。学生の間に結婚相手を見つけるって言ってたけど、具体的にどれくらいまで待っててくれるんだろう──」

　また別のことで悩む、そのときだった。

　不意に物音がして、首を回す。

　和室の出入り口である襖ふすまが開いていた。

　そしてそこには、浴衣ゆかた姿の裕子が立っていた。

「まだ起きてたんだ」

「そ、そっちこそ」

　独り言全開で悩んでいただけに、内心めっちゃびっくりした。

「うん。夜はまだ長いから。でも、好都合だぞ」

　そう言って、裕子は素早くこちらに近づいてくる。

　俺は布団から出て身を起こそうとするが、それよりも早く。

　裕子が俺の腰の上あたりに移動し、座った。

　違う、乗っかられた。

「あの……裕子さん？」

「なに？」

「いや、なにって……なんで馬乗りになってんの？　てか何しに来たの？」

「夜よ這ばい」

　……なに言ってんだ、こいつ？

「ごめん。意味がわからない。もう一回言って」

「エッチしに来た」

「いっ!?」

　羞しゆう恥ちも動揺もないクールな容よう貌ぼう、クールな語調で、とんでもない言葉を口にした。

　俺は当然、反応に困る。

　数秒見つめ合っていたら、

「翔しようくんはもっと別の表現じゃないと伝わらない人？　それともわかっていながら知らないフリしてもっといやらしい単語を言わせようとする人？」

　違う。

　あまりの衝撃に固まってしまって、声が出ないだけだ。

「じゃあ──既成事実を作りに来た。これでどう？」

　既成事実。

　聞く機会なんてほとんどない単語だが、意味はわかる。

　主に男女の関係を強引に求める際、用いるもので──

「い、いやいやいや！　おかしいおかしい！　なんでそうなる!?」

「なんでって、翔くんはわたしの目的を忘れたの？」

「婚約だろ覚えてるよ！　それがなんで夜這いに繋つながるんだよ！」

「既成事実を作ってしまえば、翔くんも決断しやすくなると思って」

　努めて……なのかどうかはわからないが、裕ゆう子こは冷静に説明する。

「わたしの目的は高校生らしい健全な男女交際じゃない。だからこういう手段も取れるんだよ。そう──できちゃった婚という奥おう義ぎが」

「そんな嫌な奥義聞いたことねえよ！　世せ間けん体てい最悪だろ！」

「わたしは気にしない」

「メンタルが強すぎる！」

　だんだん掴つかめてきた。こいつがいったい何を考え、こんな行動に出たのかが。

　男女の既成事実といえば、ずばり女性の妊娠だ。

　新しい命を授かるというのは素晴らしいことだが、それが婚前の男女、しかも恋人ですらない間柄に起こってしまったなら、世間的にも倫理的にも大問題となる。

　必然的に、男女は新しい命を守るため結婚という選択を迫られるだろう──本人たちの望む、望まないにかかわらず。

　既成事実とは、つまるところ結婚のための口実。

　否いな。この場合は、強制的に俺に婚約させるための奥おう義ぎ……脅迫手段なのだ！

　社会的責任からはまだまだ縁遠い未成年の男子高校生として、窮地に立たされていると理解した俺。四しの五ごの言ってられないので無理やり裕ゆう子こから離れようとしたが、

「なんだこれ、まったく動かない……!?」

　俺は布団の上で仰あお向むけになったまま、身動きが取れなくなっていた。

　裕子が馬乗りになっているからか？　感じる重さは大したことないのに、腰の辺りがベルトで縛りつけられているようだ。

「佐さ伯えき夜や人じん流〝真ま芯しん封じ〟。翔しようくんの身体の芯を捉えて体重をかけてるから、ちょっとやそっとの力じゃ動かせない」

「こんなことに武術を活いかすな！」

　理屈はよくわからないが、俺が動けないのは裕子が使っている技のせいらしい。

　かろうじて動かせるのは腕と足と、あとは首から上。

　なら、残された手段はもう言葉での説得しかない。

「おまえ、食事のとき俺が返事できないって言ったら納得してたじゃねえか！　あれはポーズだったとでも言うのかよ！」

「ポーズだぞ」

「素直か！　でもだからって、なんでいきなりこんな、強引に……っ」

「ライバルがいるから」

　俺の疑問に、裕子は張り詰めた表情で返した。

　それはまるで、恋に悩む乙女──ではなく。

　難敵にどう対抗しようかと思案する、武人のようだった。

「あの二人は強い。翔くんが迷うのもわかる。だからわたしは全力で、翔くんが迷っている隙を突く。どんな勝負であれ、決して手を抜くなというのが佐伯夜人流の教えだから」

　こいつは恋愛を戦国時代の戦いくさかなにかと勘違いしているんじゃないか。

　馬鹿馬鹿しくもそんな風に思う、一方で。

　そんな風に思えてしまうくらい本気なのだと、わからされてしまった。

「絶対後悔するぞ」

「わたし自身が選んだ道だよ。後悔なんてしない」

　佐伯夜人流を継ぐために俺という婚約者を手に入れる。

　恋こい敵がたきに負けぬよう先手必勝で勝負を決める。

　挑むからには全力で、婚前交渉という手段も辞さない。

　全部、本気すぎるからこその行動なのだ。

　じゃあ俺は、そんな裕子の本気にどう応える？

　自問して導き出した答えは……って。

　いや、ないないないないない！　やっぱりない！

　そりゃ裕ゆう子こには惹ひかれているし、行為そのものにもめっちゃ興味はあるけれども！

　俺はまだ高校生なわけで、裕子の人生を背負えるだけの甲か斐い性しようなんて持っちゃいない！

　だからやるべきことは一つ、この状況を全力で回避する！

　指針を決めた俺は、

「……ああ、わかったよ。なら、どうなっても知らねえぞ！」

　左右の腕を伸ばし、裕子の両肩を掴つかんだ。

　そして、掴んだ浴衣ゆかたを思いっきり下のほうに引っ張る。

「あっ──」

　これから行為に及ぶということで帯を緩めていたのか、浴衣は驚くほどあっさりはだけ、裕子の上半身が晒さらされた。

　武人なんて形容をしたのが申し訳ないくらい綺き麗れいな肌に、そして胸元を覆う純白の下着に、目が釘くぎ付づけになった。一瞬、流されてもいいんじゃないかと思ってしまうくらいに。

　事故じゃない。狙ってやった。

　この状況を回避するには、裕子の弱点を突くしかないと考えたからだ。

「そっちがその気なら、本気で襲うからな」

　裕子の弱点──それは、メンタル以外のステータスの低さ。

　以前、花か楽らが暴走気味に俺に迫ったときは、凛り珠ずのステータスを参考に共通点を見み出いだし、こちらがデレれば逆にヘタレて落ち着くだろうと考えた。

　結果はまあ、花楽のバイタリティの高さが思いのほか強力だったために失敗。

　しかし今回、裕子を相手にした場合はどうか。

　裕子のステータスは、凛珠と同じくバイタリティが０である。

　つまり夜よ這ばいなんか仕掛けてはいるものの、内心はかなり無理をしている。バイタリティが低い＝ウブだから、本当は恥ずかしくて仕方がないはず。

　そう、逆にこちら側から襲いかかればヘタレてしまうほどに……！

　ほらほらどうだ、男に浴衣を脱がされたんだぞ？

　どこかの幼なじみのように、いますぐにでも赤面して逃げ出すはず──

「うん。その気になってくれたみたいで嬉うれしいぞ」

　あ、あれぇー？

　なぜか裕子は眉一つ動かしていなかった。

　上半身下着姿で、目の前の男に「襲うぞ」とまで言われたのに無表情だった。

　馬鹿な、確かに裕子のバイタリティは０のはず……ハッ！

　そ、そうか、全振り現象！

　裕子はバイタリティを始め、ほとんどのステータスが０だが、代わりにメンタルが１００。

　メンタルとはすなわち精神力のこと。浮気や嫉しつ妬とへの耐性の強さを表し、この数値が高い者はちょっとやそっとじゃ動じない。たとえ、男に服を脱がされたとしても。

　要はこれ、裕ゆう子この強すぎるメンタルが、羞しゆう恥ち心しんを捻ねじ伏せているんだ。

　最高値のステータスが最低値のステータスを補うという、「防御力が低くても回避力が高いから当たらなければ意味がない」みたいな状況。

　弱点が弱点になっていない。俺の目もく論ろ見みは完全に外れてしまった。

　じゃあどうする？

　いっそこのまま流れに身を任せるか？

　花か楽らのときは凛り珠ずが助けに入ってくれたが、今度ばかりはそうはいかない。あいつは寝付きがいいんだ。

　それにしてもなんなんだよ、メンタル全振り。他のステの低さを補うとか強すぎだろ。

　メンタル強いだけで完璧超人みたいじゃないか──と、そこまで考えて。

「──一年」

　咄とつ嗟さに思いついた案を、口に出していた。

「一年間でいいから、待ってくれないか」

「何を？　もしかして、婚約の返事？」

「ああ。俺、他にも気になっている子がいて……こんな風に迫られても、まだ迷ってる。いや迷っているからこそ、こんな形で選びたくないんだ」

　思いついたのだ。

　ステータスの低さに付け込むのではなく、ステータスの高さに付け込めないか、と。

　エルステのメンタルは、しばしば『許容力』とも言い表される。彼氏や彼女の浮気にどれだけ寛容になれるか。裏切られたとしてもどれだけ相手を許すことができるか。数値が高ければ高いほど、良い仲が続きやすいと言われている。

　そんなステータスが高い相手に最も有効な説得とは、実に簡単なことだった。

　嘘うそ偽りなく本音を言う。

　正面から向き合い、自分の気持ちを相手に伝える。

「相手に不誠実だと思うから。きちんと悩み抜いて、答えを決めたい」

　メンタルの高い裕子ならば、俺の言葉を受け止めてくれるはず。

　そう思い、小細工抜きで頼み込んでみた。

　猶予をくれ、と。

　裕子は家庭の事情もあって答えを急いでいる。「知ったこっちゃない」と言われればそれまでだが──

「それって、凛珠ちゃんと花楽ちゃんの二人のこと？」

「え？　いや花か楽らのことで、凛り珠ずはただの幼なじみだけど」

「……そう」

　俺が何気なく返した後、裕ゆう子こはふうとため息をつく。

　そしてすぐ、さっぱりとした顔で俺を見て、

「わかった。待つ」

　短くそう言った。

　俺の上からも離れ、布団の横に立ってこちらを見下ろしてくる。

「一年といわず、卒業までは待つ。どれだけ迷ったって、最後にわたしの隣に立っていれば、わたしはそれでいい。もちろん、わたしがそうさせる」

　浮かべる表情は、やけに自信に満ちたものだった。

　なんとなく、強敵を前にして喜んでいるバトルマニアみたいな印象を抱く。

「絶対だぞ」

　それを最後に、裕子は部屋から出ていった。

　俺は結局、布団から一歩も動くことができないまま。

　裕子のはだけた浴衣ゆかた姿を思い浮かべ……悶もん々もんとした一夜を過ごすのだった。
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　翌朝。

　寝坊せず起きられた俺たちは、四人で裕子の作った朝食を囲んだ。

　裕子は昨夜の件については一切触れず、また俺も話題にしなかったため、凛珠と花楽は何も知らないまま、ただおいしすぎる朝食を堪たん能のうした。

　そして約束の一泊が終わり──

「また来るといいぞ。家では一人だし、学校ではぼっちだしで、わりと寂しいから」

「じゃあ学校で精神修養とかやめとけよ」

「翔しようくんが婚約者になってくれるんなら、考えておく」

　悪戯いたずらじみた発言に、俺は何も言い返せなかった。

　この先の裕子との付き合い方に不安を抱えたまま歩く、帰り道。

　花楽とは最寄り駅で別れ、いまは凛珠と一緒に自宅を目指していた。

「ねえ、翔ちゃん」

「んー？」

「花楽ちゃんと裕子ちゃんのこと……どうするの？　どっちかと付き合うの？」

「ん……」

　不意に投げかけられる、真剣な質問。

　即答などできるはずもなく、俺はしばらく「ううん……」と唸うなりながら歩いた。

　すると業を煮やしたのかどうかは知らないが、人通りのなくなったタイミングで、凛り珠ずが俺の腕に抱きついてきた。

「り、凛珠？」

「あのね。聞いて」

　豊満すぎる胸の谷間にギュッと俺の腕を挟み込み、上目遣いで顔を覗のぞいてくる。

　何かを訴えかけるような強い眼まな差ざしに、俺は息を吸うのを忘れそうになった。

「翔しようちゃんにはやっぱり、練習が必要だと思う。だから私が──」

「凛珠が、お試し彼女にでもなってくれるのか？」

「へ？」

　あっ、と思った。

「息を吸おう」と思って、つい息を吸うようにデレてしまった。

　凛珠が言わんとすることを先回りして、それじゃいつもどおりの結果になるとわかっていたのに。条件反射とは恐ろしいものである。

「な、なななな！　なななな！　なってあげてもいいけどぉ！」

　あれ、ヘタレない!?

　喋しやべり方からしてかなり動揺しているようではあるが、これはひょっとしてこのまま話を進めてみてもいいやつか!?

　俺は好奇心に駆られ、もっと踏み込んでみようと決意する。

「凛珠……」

　真面目まじめな顔つきで凛珠を見つめた。

　結果は、

「やっぱりウソ────ッ！　ジョーダァァ────ンッ！」

　耐えられなかったらしい。

　凛珠は俺から離れ、陸上部も真っ青の美しいフォームで家まで走り去ってしまった。

「……なにやってんだ俺」

　いまは花か楽らと裕ゆう子このことで頭を悩ませているってのに、凛珠にあんなこと言って。

　冗談でもなんでもなく、真面目に俺にはお試し彼女が必要なのかもしれない。恋愛の伝道師的な存在とでも言うべきか。

　経験が足りていれば、もっとスマートに事を運べるんだろうか……なんて思いながら。

　俺は一人、とぼとぼと家路についた。
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　暦は八月。夏休みに突入していた。

「寝すぎた」

　時刻は十二時手前。俺は自室のベッドで気だるい身体を起こす。

　幼なじみとはいえ、凛り珠ずも毎朝起こしに来てくれるわけじゃない。だから学校も約束もない日はわりとこんなものだ。とはいえ今日はさすがに寝坊しすぎたけど。

　俺はスマホの通知だけ確認して、部屋を出る。

　自室のある二階から洗面所のある一階へ。顔を洗ってリビングに向かうと、

「しょ、翔しようク～ン！」

　なにやら焦げ臭いニオイとともに、情けない声が聞こえてきた。

　台所に立っていたのは、エプロン姿の女性。

　一部を手の込んでいそうな編み込みにした、背中まで届くロングヘア。見た目の印象は母性的で、スタイルもいい。今年で二十四歳だが最近女子高生に見間違えられたらしく、エルステで俺にやたらテンションの高いメッセージを送りつけてきたりもした。

「ああ、帰ってたのか亮りよう子こ姉ねえ。なにやってんの」

　友とも柳やなぎ亮子。

　八歳離れた俺の姉である。

「うわわわ、ホットケーキ、ホットケーキを作ろうとしていまして。そしたらホットが」

「ケーキにならなかったと」

「そう！　ホットなだけの物体Ｘに！」

　コンロを見る。フライパンの上では真っ黒い何かが異臭を放っていた。

　ははあ、なるほど。ホットケーキを焦がしてしまったんだな。

　亮子姉の料理スキルははっきり言って凛り珠ずよりも低い。職業柄チャレンジ精神が旺盛なためか、やたらとアレンジを利かせようとするのが原因だ。

　ま、とりあえず。こういう場合の後処理は、できた弟の役目だろう。

　さっそく朝から一仕事することになったが、おかげでいい感じに目が覚めたのだった。





　　　　　◇　◇　◇






　焦げ付いたホットケーキの救出と供く養よう、新たなホットケーキ作り、洗い物など、諸もろ々もろ終わらせてから自分の着替えを済ませ、ようやくの朝食となる。もう昼だけど。

　リビングのソファに座り、俺は亮子姉と一緒にホットケーキを食べていた。

「え!?　翔しようクンが幸運全振り!?　しかも運命の相手が二人も!?」

　相談するつもりで切り出した話題に、亮子姉は見事に食いついた。

　こういう風に面と向かって話すのは久しぶりだ。

　なにせ亮子姉は大学在学中からある企業に勤め、卒業した現在は立派な社会人。ずっと前から一人暮らしをしているので、会うのはこうやってたまに実家に帰ってきたときだけ。

　亮子姉は感慨深そうに「そっか～」と頷うなずく。

「翔クンにもついに春が来たんだね～。それもエルステがもたらしてくれた春だなんて、お姉ちゃん感激だなあ。このお仕事やっててよかったよ。うんうん」

「自分のことみたいに喜ぶなよ。亮子姉は相変わらずそういう浮いた話ないの？」

「お姉ちゃん仕事楽しいからなあ」

　強がりの常じよう套とう句くみたいだが、亮子姉に限っていえば本心だ。

「いやでも、やっぱもったいない話だと思うけどね俺は。エルステの生みの親が、エルステを使って恋の一つもしないなんて」

　亮子姉の職業は、ざっくり言えばプログラマーだ。

　主な仕事はアプリ開発で──まあ、いまさらっと言ったとおり。

　現在大流行中のスマホアプリ『L-Status』は、この友とも柳やなぎ亮りよう子この手によって開発されたものである。

「クリエイターの仕事は創造し、発信すること。別に私が役立てなくても世の中のみんなの役に立ってくれればそれでいいのです」

「そういうもんかね」

「そういうもん。だからお姉ちゃん嬉うれしいよ。弟クンに春が訪れて」

「いまのところ、花粉が飛びまくってそうな慌ただしい春だけど」

「ぼやかないぼやかない。春は慌ただしくてあたりまえ。恋もそう」

「仕事が恋人とか言う姉に言われてもなあ」

「もう。そういう風にお姉ちゃんいじりする弟は可愛かわいくないよ。それに何度も言ってるけど、エルステは私一人で生み出せたものじゃないし。ね、発案者さん？」

「…………っ」

　それを言われると、少し胸がちくりとする。

　個人的に、あまり直視したくない事実というか。

「私がエルステの生みの親だとしたら、翔しようクンは私にひらめきを与えてくれた神様みたいなもの。あのときの翔クンの一言がなかったら、エルステも生まれなかったんだから」

　──あれは三年前のことだ。

　凛り珠ずと離れ離れになって間もない中学一年生のとき。

　当時すでにアプリ開発の仕事をしていた亮子姉ねえは、新しいアプリの構想に悩んでいた。

　そんなとき、俺が些さ細さいな助言をしたのだ。

　いや本当に、「こういうアプリあったらいいよね」程度の些細な助言。

　だが亮子姉はそのワンアイデアで凄すさまじいひらめきを得たらしく、見事社会現象を巻き起こすほどの大流行アプリを生み出した。

　それ以来、亮子姉はときどき俺のことをエルステの発案者、真の創造主などと呼んでからかってくる。

　俺はそれを誇らしく──思ったりはしていない。

　だって、あのときは凛珠に会えない不満を募らせ願望を口にしただけだし、アイデアを提供したつもりなど欠片かけらもなかった。俺的にはただの愚痴まじりの日常会話だったのだ。

　すごいのはやはり、アプリそのものを完成させた亮子姉。

　……あとは、まあ、本音を言うと。

　後ろめたさというか……エルステを世に送り出してしまった重責を負いたくない、という気持ちがあったりもする。

「翔クン、露骨に元気がなくなったねえ」

「あー！　亮子姉の無神経。俺もいろいろ思うところがあるんだよ」

「大人の観点で言えば、それは気にしなくていいことです。実際、翔しようクンの意見には大助かりだったんだよ。たとえば初期案の名前、『Love-Status』だと男子が使うには恥ずかしいとか、お姉ちゃん的には盲点だったから」

「そういうこと言ってくれるのは嬉うれしいけどさあ」

「その様子だと、やっぱり凛り珠ずちゃんとかにも教えてない？」

「教えたところでどうにかなるものでもないし……」

　凛珠は俺がエルステの発案者であることや、亮りよう子こ姉ねえが開発者であることは知らない。亮子姉の職業についても、大おお雑ざつ把ぱに「なんかＩＴ系」くらいの認識のはずだ。

「そっかー。よし！　話を戻そう！　話を戻してお姉ちゃんと恋バナしよ──っ！」

　亮子姉は元気よく言い、二枚目のホットケーキにメープルシロップをかけた。

「──話をまとめると、運命の相手は二人。バイタリティ全振りの後輩系カノジョ、大おお町まち花か楽らちゃん。メンタル全振りの武人系カノジョ、佐さ伯えき裕ゆう子こちゃん。翔クンはこの二人の間で揺れ動いてるわけだ」

「うん」

「同じ時期に出会って、両方に迫られて、しかも片方は結婚前提とか、少女漫画の主人公みたいなシチュエーションだねえ」

「少女漫画には詳しくないのでコメントしにくいッス」

「翔クン的には、どちらか一方と付き合いたいってことでいいんだよね？」

「そう」

　心情的には、なるべく早く。特に裕子には答えを待たせているわけだし。

　なにより俺が早く彼女を作らないと、いつまで経たっても凛珠が初恋を捨てられない。

「好感度的にはどっちも同じくらい好きで、甲乙つけがたいと。ふむふむ。確かにこれは難しい問題だね。特にどちらを選んでもほぼ確実に恋が実るという点が大きい」

「花楽の場合は一度告白が撤回されてるわけだから、相性度が１００にならなきゃ付き合わない、とか言われそうではあるけど」

「それ、たぶん翔クンの側から告白すれば、前言撤回して97％のままでも恋人になりたいって言うと思うよ」

「え、そうかな？」

「その子、バイタリティ１００で防御力０なんでしょ？　言っちゃなんだけど、そのステータスの組み合わせって最上級に『ちょろい』から」

「ああ……うん。妙に納得できたわ」

「だからこの恋はあと、翔クンの選択しだい！　ここはセーブポイントだよ！」

「マジですか姉様。あとでロードして戻ってきてもいい？」

「残念ながら、人生にはソフトリセットもクイックロードもないの……」

　儚はかなげな表情で目線を下げる亮りよう子こ姉ねえ。我が姉ながらノリがいい。

「でも、アプリならある！　というわけで翔しようクン！　スマホ貸して」

「えっ」

　お小遣いちょーだい、みたいな子供っぽい仕草で手のひらを出してくる姉。

　俺は躊ちゆう躇ちよしたものの、亮子姉なら変なことはしないだろうとスマホを差し出す。

　しばらく操作してから、再び俺に。

「はい、インストール完了」

「いったい何を？」

「ホーム画面を見てみて」

　言われて見てみると、そこには初めて見るアプリアイコンがあった。

　ひらがなで大きく『ゆ』と書かれたそのアプリは、『ゆかりさん（β）』とある。

「……ベータ版の（β）？」

「いま試験運用中でね～。できたてほやほやの新アプリなんだよー」

「どんなアプリなのさ」

「ふふっ。いま流は行やりのＡＩってやつですよ。簡単に説明すると、恋愛専門のお悩み相談アプリ。相談内容を文章か、もしくは声に出して直接伝えると、超高性能ＡＩのゆかりさんがナイスなアドバイスをくれるの」

「なにそれすごい。え、中の人がいるわけではなく？」

「正真正銘、肉体を持たない人工知能です。名前は『縁もゆかりもありますように』って意味を込めてのゆかりさん。物は試しって言うし、さっそく使ってみて」

　自信満々の姉の姿は、まるで図画工作の授業で名作を作り上げた小学生を見ているようだ。今年で二十四歳なのに。

　ともあれ、俺は『ゆ』のアイコンをタップ。

　ゆかりさん（β）は特にエラーが出ることもなく起動した。

「あ、エルステと連携させると翔クンの交友関係を読み取って精度が増すから試してみて。そしたら相談で花か楽らちゃんとか裕ゆう子こちゃんの名前を出しても大丈夫」

　指示通りエルステとの連携を済ませる。

　さて、いよいよ相談という段階まで来たのだが、すぐそばに亮子姉がいる状態で恋愛の悩みを口に出すのは恥ずかしい。ということで、文章化に挑戦してみる。

　内容はだいたいこんな感じだ──『花楽と裕子、どちらか一方と付き合いたいのですが、どちらにも惹ひかれていて困っています。正直、どっちも好きです。どうすればいいでしょうか？』と。

　亮子姉の言葉を信じるなら、二人が相性抜群なことなどはエルステから読み取ってくれるのだろう。それらを踏まえ、はたしてＡＩのゆかりさんはどんな答えを導き出すのか。

　しばらくすると、『ゆかりさんからお返事が届きました』との通知。『文面を表示する』か『音声で再生する』か選べるようなので、俺は『音声で再生する』を選ぶ。




『あなたに欠けているのは〝決め手〟です。どちらを選ぶか、自分を納得させるだけの決め手を見つける必要があります。夏休みですし、二人を誘って三人で海などどうでしょう？　真夏の海の開放感は優柔不断なあなたにきっと転機をもたらしてくれるでしょう。情けない姿を晒さらして二人まとめてフラれるのもありです。グッドラック二股野郎』




　自動読み上げソフトみたいな音声で、淡々とした罵ば倒とう付きのアドバイスを頂ちよう戴だいした。

「ゆかりさんは誰もが認める恋愛マスターなんだけど、ちょっぴり毒舌って設定なの」

「いる？　その設定いる？」

「群ぐん雄ゆう割かつ拠きよのアプリ戦国時代、なにかしら変なことをしないと注目されないから……」

　ただの恋愛アドバイスアプリでは企画が通らなかったとかなんとか。

　毒舌はこの際どうでもいいとして、海か。

　確かにいいかもしれない。ゆかりさんの言う〝決め手〟を得るためにはもってこいのイベントだ。

　あるいはこのイベントで、優柔不断な俺も花か楽らと裕ゆう子こ、どちらのほうが好きかをはっきり自覚することができるかも。

　あと単純に、うん。夏といえば水着だし。二人の水着姿が見てみたい。うん。

「よし！　亮りよう子こ姉ねえ！　俺、ゆかりさんのアドバイスどおり二人を海に誘ってみるよ！」

「よく言った弟よ！　ならばお姉ちゃんが軍資金をあげよう！」

　亮子姉はどこからともなく万札を取り出し、切り札みたいに翳かざして見せる。

「なっ……いいんですかお姉様！　正直なところ小遣いピンチだから助かるけど！」

「ゆかりさんはまだ試験運用中って言ったでしょ？　新アプリのモニターをやってくれるバイト料だと思えばいいよ。そのかわり、結果はきちんと姉に報告するように」

「了解しました！　ありがとう亮子姉！」

　俺は姉に最大限の感謝を伝え、この夏で必ず恋を進展させてみせると心に誓った。





　　　　　◇　◇　◇






　というわけで数日後。俺たちは近場の海水浴場までやってきた。

　ひょっとしたら断られるかもと思ったが、花楽も裕子も俺が誘うと快くＯＫしてくれた。いや男から女の子を海に誘うのって「水着が見たい！」って下心があるみたいで内心ビクビクしていたんですよハイ。

　空は快晴。日差しもきつい真夏日だ。

　俺は海の家を借りて早々に着替えを済ませたが、女子はまだ時間がかかっているらしい。先にレンタルしたビーチパラソルや持参したレジャーシートを広げておく。

　周囲は家族連れから、恋人同士・友達同士で来てるっぽい若者たちまで様々だ。人が少なくて快適というわけでもなければ激混みというわけでもない、いい塩あん梅ばい。

「お待たせしました、先輩！」

　海を眺めながら待っていたら、背後から声をかけられた。

　胸が高鳴るのを実感しながら、不自然でない速度で振り向く。

　そこに、天使が立っていた。

　そんな比ひ喩ゆをしてしまうくらい、花か楽らの水着姿は魅力的だった。

　ふわっとしたフリル付きのビキニである。柄は……ハイビスカスだろうか？　赤、ピンク、黄、白などいろんな色の花がちりばめられたデザインは、可愛かわいくも少し大人っぽい。

「どうですか？　わたくしの水着は。我ながら可愛いものを選べたと思います。なんて、自画自賛ですが」

「お、おう」

「テーマは『ちょっとの背伸びを忘れずに』。成長具合はまだまだ先輩にご満足いただける域に達していませんが、ワンピースは個人的には逃げだと思っていますので」

「お、おう」

「先輩？　アシカの真ま似ねですか」

「お、おう」しか言えなくなっている俺に、花楽は適切なツッコミを寄よ越こしてくる。

　落ち着け俺。こういうときはまず褒ほめろ。

「や、うん。すごく可愛らしくて……似合ってると思う」

「あっ……ふふっ！　ありがとうございます！」

　嬉うれしそうに感謝を伝えられたが、目が合わせられなかった。

　格かつ好こ悪いくらい照れまくってしまっていた。

「ええと、他の二人は一緒じゃないのか？」

　照れ隠しのつもりで話題を切り替える。

　三人とも一緒に着替え始めたはずだが、他二名の姿はまだなかった。

「着替えはすぐに、というかもう終わっていると思いますけど、どうやら心の準備に時間がかかっているようで」

「心の準備？」

「女の子が男の子にとっておきの水着姿を晒さらすんです。察してあげてください」

　……水着で人前に出るための心の準備、的な解釈でいいんだろうか？

　いやいやどんな大胆なやつを着るつもりだよ。

　期待が高まる俺の隣に、花か楽らがすとんと腰を下ろす。

「というわけで、少しの間ですが二人きりです。浜辺でトークといきましょう！」

「そうだな。話しながら気長に待つか」

「はいじゃあまずは質問です。先輩、正直に答えてくださいね？」

「うん？」

「なんで凛り珠ずさんを呼んだんですか？」

　さらっと言われたが──その語気は、少しだけ怒りを孕はらんでいるような気がした。

「な、なんでって、なんでだよ」

「訊きいているのはわたくしです」

「質問の意図がわからないんだけど」

「そうですか。ではわたくしがなぜこんな質問をするに至ったか、ご説明しましょう」

　錯覚ではない。

　花楽は、漫画なら「ぷんぷん」なんて擬音が似合いそうな顔で続ける。

「先輩はわたくしと裕ゆう子こさんの二人を海に誘いました。これはずばり、相性度が拮きつ抗こうしているわたくしたち二人を並べて、本命を決めようとしているのでは？」

「ぎくぅ！」

「いえ、いいんですよ？　天てん秤びんにかけられること自体は望むところです。ただでさえわたくしは相性度が１％負けていますし、ぶっちゃけこの海で先輩ともっと仲良くなって逆転を狙っていたりもします」

　言いながら身を寄せてくる花楽。

　お互いの肩と腕、露出した肌同士が触れ、やけに緊張してしまう。

「告白は撤回中の身ですが、その間に裕子さんを選ばれてしまっては困りますから。先輩が裕子さんを選ぶよりも先に、わたくしは先輩との相性度を１００％にしなければなりません。ですから、来きたる日まで先輩には優柔不断でいてもらいたいもので」

「あらためて考えると俺、けっこうな最低野郎なのか……？」

「そんなことはありませんよ。先輩はただモテているだけです。わたくしも裕子さんも、それを承知の上で先輩を攻略しようとしているだけです。いたって普通の三角関係です」

「そう言ってもらえると気が楽だけど」

「まあ先輩がどちらか一方を選ばず、二股コースを進むと言うなら、刺しますが」

「刺すの!?」

「ええ。背後からずぶりと。背中を。そして脊せき髄ずいを」

　花楽の包丁を前に持って突き出すジェスチャー。俺は愛あい憎ぞう渦巻くサスペンスドラマ的なシーンを想像してしまう。

「で、気になったのが凛珠さんです」

　はい、火ひ澄ずみ凛り珠ずさん。

　その名は間違いなく俺の幼なじみであり、現在着替え中の三人目の女の子──この海には、俺と花か楽らと裕ゆう子こと、そして凛珠の四人で来たのである。

　花楽や裕子と一緒に、俺が誘った。

「確認しますが、凛珠さんは先輩との相性度がたった１％、恋愛的には選択肢にも入っていないただの幼なじみですよね？」

「あ、ああ。そうだけど」

「なのに、恋人候補ともいえる運命の二人と一緒に海に誘うだなんて……これはもしかして、相性度とか度外視でハーレムを狙っているのでは？　とか邪推してしまったり」

「えっ。は、ハーレム!?」

　玉ぎよく座ざに座り、三人の女の子を侍はべらせる好こう色しよく王な俺を想像する。

　それははっきり言って憧れる絵え面づらではあるが──

「いやいやいや！　誤解だって！」

「じゃああらためて訊ききます。なぜ凛珠さんも誘ったんですか？」

「なぜって……」

　理由を問われている。ニュアンス的にはもっと厳しく、難なん詰きつされている。

　俺はしどろもどろしてしまうが、花楽が「なぜ？」と言いながら迫ってくるので、押し倒されるのを回避するためにも正直に答えるしかなかった。

「……と、友達枠」

「友達枠？」

「し、仕方ないだろ！　男一人で気になる女の子二人を海に誘うのが、照れくさかったんだよ！」

　恋愛経験のない男子が、まだ恋人でもない女子を海に誘う。それも二人も。

　とんでもない難易度だ。下心が見え見えすぎて「は？　キモ」とか言われても反論できない。こういうときは、下心を隠すために隠かくれ蓑みのを用意するものである。

　たとえば、仲のいい友達を一緒に誘ったりとか。

「初めは梶かじを誘おうとしたさ。そしたらあいつ、夏休みは旅に出るとか言うし。どこに行くんだって訊いたら『北。あるいは南』とかアバウトな答えが返ってくるし！」

　梶以外の男友達を誘おうにも「その女子二人はおまえの運命の相手なんだろ？　俺なんか眼中にないんだろ？　噛かませ犬じゃねえか。死ね！」と断られるのが目に見えている。

　だからまあ、友達枠として、二人とも親交のある凛珠を誘ったのだ。

「あー……はい。わかりました。もういいです先輩」

　花楽は諦めたようにため息をついて、俺から少し距離を取った。

　しばしの沈黙。

　やがてジト目で睨にらまれながら、

「……先輩ってシャイですよね」

「うっさいわ！」

　おっしゃるとおりですと思いながらも、恥ずかしくて言い返してしまう俺。

　そのとき、視界がいきなり真っ暗になった。

　続き、顔面に強い圧迫感。

　しかし後頭部には、極上とも言える柔らかな感触が。

「だ～れだ!?」

　女子が男子にする悪戯いたずらの定番ゼリフ。

　普通は両手で目元を隠すものだが、これは違う。腕を回して頭部全体を固めている。力を込めて頭を自分の胸に押し付けている！　照れているから力が入りすぎているのか？　けっこう痛いんですけど！

「ふふふ。正解するまで離さないよ？」

「違う！　これは『だ～れだ？』じゃない！　視界封じを合わせたヘッドロックだ！」

「えええ!?　そ、そんなつもりじゃ──あ」

　俺が相手の腕をタップしながら言うと、ヘッドロックは解除された。

　すぐに振り向く。

「────ッッッッッ!?」

　心臓が、止まるかと思った。

　そこにいたのは……水着姿の凛り珠ずだった。

　何の変哲もない真っ黒なビキニ。飾りも模様もない。だがそのシンプルさは「んなもん必要ねえんだよ！」と俺に訴えかけてくる。

　そう、凛珠の完成されたボディには凝った装飾など必要ない。シンプルイズベスト。濃いめの黒色は太陽の光を浴びて艶なまめかしい質感を放ち、露出した白い肌と相まって美しいコントラストを作り上げている。

　あと、立体感。

　たった一枚の布で支えられた二つの乳房は、激しく動いたら弾はじけてしまうんじゃないかと思うくらい大きかった。はちきれんばかり。先人がスイカとかメロンとかでたとえた気持ちがよくわかる。

「え、えとぉ……翔しようちゃん？　もしもし？」

　すぐ目の前にある、もうなんかわけわからんくらいエロい存在。

　すっかり慣れたと思っていた幼なじみの身体に、俺は言葉を失ってしまった。

　なぜって、いやもうアレだよ。いろいろ。

　恥ずかしさとか、興奮とか、感動とか、緊張とか、気まずさとか……うわあ、もう。

「…………（ぷいっ）」

「なんで目を背けるのぉ!?」

　最終的には「このまま凝視し続けるといけない」と理性さんに諭され、視線を外した。

　そんな様子をそばで眺めていた花か楽らは、むすっとした表情を浮かべる。

「突然ですが凛り珠ずさん、いまのわたくしは少し不機嫌です」

「花楽ちゃんもいきなりなに!?　海なんだよ！　もっとテンション上げていこうよ！」

「いやあ、テンションはちゃんと、っていうかめっちゃ上がってるんだけどさ」

　俺はぽりぽりと頬ほおを掻かきながら、またチラチラと凛珠の水着姿を見てしまう。

　鏡はないけどきっと顔も赤くなってるんだろうなあ──とか思っていたら、

「あ、もしかして……なんだけど。翔しようちゃん、照れてる？」

　こちらの胸の内に気づいたらしい凛珠が、問いかけてくる。

　答えられるはずもなく、俺は沈黙。それが答えになってしまった。

「……ふーん。そうなんだ。私の水着姿を見て、照れてるんだ。へえ……ふうん」

　凛珠は口角を上げ、妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「そうだよね。翔ちゃんに水着姿見せるのって小学校のとき以来だし。あの頃とはいろいろ変わってるから、そういう反応になっちゃうのも……仕方ない？」

　攻撃力全振り幼なじみ特有の、色っぽい声。

　凛珠はレジャーシートの上で前かがみになり、餌をねだる猫みたいに近づいてくる。

「し、仕方ないとか……俺に訊きかれても、困る」

「えー。答えてよ。ね、ほら。こっち見て……」

「っ……そ、そこまで言うならなあ！」

　攻められっぱなしではいられないと、俺はすぐそばに置いていたスマホを手に取る。

　ホーム画面のアイコンをタップして即座にカメラ起動。パシャッ、と音を鳴らす。

「な、なんで撮ったの!?」

「見ろって言ったのは凛珠だろ」

「撮影して保存しろとは言ってないよ!?」

　水着で大胆になっているのかとも思ったが、反撃されて怯ひるむのはいつもどおりだ。

　俺は凛珠の抗議を無視し、あらゆる角度から写真撮影を行う。

「無言でパシャるのやめ──ああ、えっと、やっぱやめないで……あああ～」

　気分はさながら女性グラビア誌のカメラマンだ。

　正面から、横から、上から見下ろすように、下から覗のぞき込むように、後ろから背中も、凛珠の全身を余すところなくカメラアプリに収めていく。なんだか楽しくなってきた。

　凛珠はしばらく耐えていたものの、頬の赤みは徐々に彩度を上げていき、限界を迎えたところですっくと立ち上がる。

「ちょっと準備運動ダッシュしてくる────っ！」

　そして、俺のカメラから逃げるように疾走。

　俺は砂浜を走る幼なじみの後ろ姿を撮り、今夏最大の達成感を得た。

「じー」

　そんな馬鹿なことをしていたら、後輩からの冷ややかな視線。

「……あの、花か楽らさんや」

「先輩がすっごく巨乳好きなのを肌で実感しました」

「や、そんな言うほどでは……」

「じゃあわたくしの目の前でいま撮った写真消してみてください」

「…………」

「さあ」

「……………………ご勘弁を」

「いまなら悔しさのあまりどんな過酷なバストアップトレーニングにも耐えられそうです」

　視線だけで汗が吹き出しそうだった。

　俺も凛り珠ずみたいに準備運動と称して逃げ出そうかな、なんて考えていると、

「お待たせ」

　目の前に着替えを終えた裕ゆう子こがやってきた、が。

　その格好は、一瞬「えっ」と思ってしまうような予想外のものだった。

　白い、薄手のパーカー姿である。

　裕子は上半身をパーカーで覆い、時間をかけて着替えたはずの水着を隠してしまっていた。しかしパーカーの裾から、すらりとした美脚が覗のぞく。下の水着の色が水色であることもかろうじて確認できた。というかこのチラリと下だけ見える感じは……いいな。

「ちょ、ちょっと裕子さん！」

　まさかチラリ最高ですとも言えない俺の横で、なぜか花楽が声を荒らげる。

「どうしちゃったんですか、そのパーカーは！　そんな枷かせみたいなものはいますぐ外してください！　本来のスペックを発揮してください！」

「いや、これはちょっとワケありで……なんで花楽ちゃんがそんなに必死なの」

「二人がかりでないと！　凛珠さんの圧倒的胸部戦力に対抗できないからですよぉ！」

　花楽は実力行使でパーカーを脱がせにかかるが、裕子は無駄のない動作でそれを回避する。佐さ伯えき夜や人じん流は砂地でも衰えないらしい。

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、

「では説明、もとい釈明を」

「なんかそんな大それた理由あんの？」

「端的に言って、思ったより恥ずかしかった」

　裕ゆう子こは周囲に目め配くばりし、俯うつむいてしまう。

　その頬ほおは凛り珠ずのようにあからさまではないものの、紅潮していた。

「恥ずかしいって、ひょっとして、水着になるのが？」

「うん」

「えええ……いや、おまえメンタル全振りじゃん。羞しゆう恥ち心しんとか平気な奴やつじゃん。夜よ這ばいまでかけてたのにいまさら、水着が恥ずかしいって」

「佐さ伯えき夜や人じん流は一対一を想定した武術だから。対複数だと弱い」

「対複数って……ああ、俺以外の不特定多数に見られるのが恥ずかしいってこと？」

「あたりだぞ」

　俺一人相手なら集中して精神力を保っていられるが、見ている人間がこうもたくさんだとダメらしい。意識しすぎな気もするが、思わぬ弱点だった。

「わたしもまだまだ修行が足りない」

　自らの羞恥心及び精神力と相談した結果が、この水着パーカーと。

　まあそれなら仕方ないか……と俺が思う横で、再び花か楽らが視線を送ってきていた。

「えっと、今度はどうした花楽？」

「……先輩。今の一連の会話で気になるワードがあったんですが、お気づきですか？」

「は？　いったいなんの──」

「翔しようちゃん」

　──背後からプレッシャー。

　底冷えするような声を幼なじみのものと認識しながら、同時に「なぜこんな威圧的な声色を？」と思い、ゆっくり振り向く。

　そこに、準備運動ダッシュを終えた凛珠が立っていた。

　なにやら怖い表情で、俺のことを見下ろしていた。

「夜這いって、なに？　裕子ちゃんと何があったの……？」

「…………あっ」

「説明してもらえるよね……？」

「では皆さん。海に来てさっそくですが、緊急会議を開きます」

　し、しまったぁ────っ！

　裕子の家にお泊まりした日の夜のことを、ついうっかり口に出してしまった。

　全員揃そろったが、海に入るよりも先に花楽議長のもと緊急会議が開かれることとなり、俺は先の夜よ這ばい発言の説明を余儀なくされた。
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　あの夜よ這ばいでは何もなかった。誓って何もなかった。

　そのことを俺、そして裕ゆう子こからもしっかり説明し、どうにか二人の怒りは収まった。

　が、花か楽らは「先輩には女の子の心をかき乱した罰を受けてもらいます」と言い、俺は女子三人の手によって砂浜に埋められてしまった。仰あお向むけに寝た状態で首から上だけを出し、残りは全部砂の中というよくやるアレだ。

「いい格好だね、翔しようくん」

「埋められるのはいいが、俺は裕子が喜き々きとして参加していることに納得がいかない」

　元はと言えばおまえのせいだろうに。

　でもまあ、三人とも楽しそうだからいいけど……それにしても、けっこうしっかり埋められてしまった。自力じゃ脱出できないぞこれ。

　このまま俺を置いて三人が泳ぎに行ったりしたら嫌だな、とか思っていると、

「写真を撮ろう！」

　凛り珠ずがスマートフォンを手に、そう提案してきた。

　埋められている俺にも見えるように画面を下げてくれる。

　画面上ではすでに、あるアプリが起動していた。名前は──

「『イチャ振りカメラ』じゃないですか！　そういえばいまイベントやってましたね！」

「なにそれ。カメラアプリ？」

「イチャ振りって、なんだかよくわからない単語だな」

「ご存じないお二人はとりあえずインストールしましょう！　おもしろいですよ！」

　花楽はそのアプリを知っているようで、俺と裕子にオススメしながら自身もスマホを取る。裕子も「おもしろそう」とアプリをダウンロードし始めた。

　俺の分は「翔ちゃんは埋まってるから、私が代わりにやってあげるね」と凛珠が代行してくれる。まだやるとも言ってないんだけどな……。

　にしても海がすぐそこにあるのに三人でスマホいじりって。梶かじがいたら「君たち何しに海に来たの？」と言われそうな絵え面づらだ。埋められてる俺が一番満喫してるんじゃないか？

「裕子ちゃんもインストール終わった？　じゃあ軽く説明するね」

　凛珠曰いわく、イチャ振りカメラとは『イチャイチャを無む茶ちや振りするカメラ』らしい。

『手を繋つないで！』とか『ぎゅっとして！』とかアプリがお題を出し、そのとおりの写真を撮るとイチャつき度合いを評価してくれるんだとか。まあ恋人向けのアプリだ。

「いまエルステとイチャ振りカメラで連動した企画をやっててね。お題に沿った写真を撮ってコンテストに出すと、賞金としてＬコインがもらえるんだよ」

　Ｌコインというのは、エルステで使えるアプリ内通貨のこと。トークで使えるスタンプはもちろん、音楽や電子書籍も買える。

　入賞が条件ではあるが、賞金総額はけっこうな大盤振る舞いのようだ。

「テーマは『海』で、お題は……げっ。すごいなこれ。百通りもあるぞ」

　俺は凛り珠ずにスマホを見せてもらいながら概要を確認する。

「『恋人同士のイチャイチャ写真』というのは、今回の企画に限らず、イチャ振りカメラの大前提です。と言っても、別に本当の恋人じゃなくても大丈夫ですけど」

「とりあえずイチャイチャしてるように見えればオーケーなわけか」

「そういうわけで翔しようちゃん！　せっかく海に来たんだし、私と一緒に写真撮ろ？」

「そういうことなら、まあ」

「もちろんわたくしもやります！　お相手はもちろん先輩ご指名ですからね！」

「うん。いや、それはいいんだけどさ。だったらまずここから出してほしいんだけど」

　俺は現在砂に埋まっていて身動きが取れないのです。

　そう目で訴えかけるのだが、

「ううん。翔くんはそのままでいい」

　前に躍り出たのは裕ゆう子こである。

　彼女は何を思ったか、俺の真横に横たわってきた。

「なっ──裕子ちゃん!?　いったい何を!?」

「先にお題を選ばせてもらった。先手必勝だぞ」

「それは先手必勝じゃなくて抜け駆けだよぉ！」

「っていうか、どんなお題を選んだんですか？」

　裕子がみんなにスマホを見せる。

　そこに示されているお題は『ビーチで仲良く添い寝』というもの。

　なるほど。俺が砂に埋もれて寝そべっている状態は好都合というわけか。

「さあ翔くん。一緒に寝よう」

「まさか海に入るよりも先に浜辺で寝ることになるとは……いやいいけどさ」

　俺は裕子の要求どおり、そのまま目を閉じる。

　しばらく待ってみるが……シャッター音、聞こえないな。

　薄目で横を確認すると、裕子は俺の寝顔を見ながら微笑ほほえんでいるようだった。

「……いや、おまえも寝ろよ。なにじっくり観察してんだよ」

「翔くんの寝顔が思ったより可愛かわいかったから、つい」

　ま、また返答に困ることを……っ。

　俺はなるべく自然に寝ている風を装っていたのだが、なんとなく裕子の意向に逆らいたくなって、変顔で瞼まぶたを閉じる。そばで見ていたっぽい花か楽らが吹き出す声が聞こえた。

「それは可愛くないぞ」

「いでで！　耳引っ張んな逃げられないんだから！」

　俺は観念し、再び自然体で寝たフリをする。

　裕ゆう子こは俺の寝顔を堪たん能のうしてから、片手でスマホを持ち上げた。

　試行錯誤して最良のアングルを探す。パシャパシャ、と何度かシャッター音が鳴った。

「こんなところかな。翔しようくん、もう起きていいぞ。そこからも脱出してよし」

「自力じゃ無理なんで掘り起こしてくれ」

　俺は「情けない」とからかわれながらも、裕子に掘り起こされようやくの自由を得る。

　そして一緒にいま撮った写真を確認するのだが、率直に言って、下手くそだった。

　何枚か俺の顔が見切れているものがあるのはまだいい。お題は『仲良く添い寝』なのに、なんでピースしてんだよ裕子。目もばっちり開いてるし。

「初めてやったけど、自撮りって難しい」

「わたくしが撮りましょうか？」

「でも恋人同士の添い寝を誰かに撮られるのって、盗撮っぽくない？」

「言われてみるとそんな気もします」

　ああ、変にこだわって失敗するタイプだこれ。

　ふと、そういえばさっきからおとなしいのがいるな、と気付く。

「凛り珠ずは……どうした？」

「ちょ、ちょっと待って！　いまどのお題にするか吟ぎん味みしてるから！」

　凛珠は裕子の撮影中もずっとスマホを操作していたようだった。百通りもあるお題からどれを選ぶか悩んでいる。かなり本気で入賞を狙っているらしい。

「ではお先に失礼します。先輩、次はわたくしとこの写真を撮りましょう」

　二の足を踏んでいる言い出しっぺに先んじて、花か楽らが手を挙げる。

　花楽が選んだお題は『海を眺めながら寄り添う二人』。

　俺はロマンチックな絵え面づらを想像する。ドラマとかでありそうなワンシーンだ。

「なんか、思ってたより普通の選んだな」

「あー。なんですか先輩、ひょっとして、もっと過激なやつを期待してました？」

「や、正直バイタリティ全振りな花楽なら、もっと攻めてくるかと」

「正直に言われるとヘコみますね……先輩の中のわたくしが、なんだかむっつりなキャラにされている気がしてなりません」

　だってこの中学生、本気でラブホテル入ろうとしてたし。と口には出さず。

「気のせい気のせい。ほら、写真撮るんだろ？」

「むう。あ、裕子さん。撮影お願いします」

「任された」

　花楽は裕子にスマホを託し、俺の手を引く。

　海に向かい、二人で砂浜に腰を下ろした。裕子は俺たちの背後に回る。

「先輩。手を重ねてください」

　二人の間隔はイメージより広い。

　花か楽らはお互いの間に手を置き、俺はその上に自らの掌てのひらを重ねた。

　反応してぴくりと動く小さな手。俺はやや緊張しながら、悟られないように尋ねる。

「こんなもんでいいのか？」

「はい。この距離感がいいんです」

　もっとこう、肩をぴとっ、みたいな構図をイメージしていたのだが。

　通の花楽に言わせれば、そういうわかりやすいイチャつき方は安易らしい。

　付かず離れず、初うい々ういしさが感じられて、なおかつ「付き合いたてかな？」とか見る者にいろいろと想像の余地を与えたいんだとか。

　しばらく背後でシャッター音が鳴り響き、そして撮影は終了した。

　互いの手を離した俺たちは裕ゆう子こが撮った写真を確認する。

　花楽の寸評は、

「……イマイチですね。ロケーションが悪いです。日中で混み合ってるから他の人たちも写っちゃってますし。バックも夕焼けならもっと雰囲気出るんですが」

　確かに。青空や海は綺き麗れいだが、こういうのは夕焼け空のほうがいい絵になる気がする。被写体である俺たち二人の距離感はいい感じだが、いかんせんギャラリーが多すぎた。まさか写真を撮りたいからと遠くに行ってもらうわけにもいかないだろうし。

　裕子、花楽と撮影を行ったが、イメージどおりの写真を撮るのって意外と難しい。

「こ、これだぁ────っ！」

　そんな風に思っていたら、凛り珠ずが突然叫んだ。

　スマホと、鞄かばんから何か小袋みたいなものを取り出して持ち、俺の手を掴つかむ。

「翔しようちゃん！　何も言わず、一緒にこっち来て！」

「え？　あ、おい──」

　そしてそのまま、どこかへと連行される。かなり強い力で。

　あまりの勢いに呆ぼう然ぜんとする花楽と裕子を置き去りに、俺たちはその場を離れていった。

　砂浜の上を歩いて、歩いて、歩いて……いやどこまで歩くんだこれ。

　いつの間にか、周囲の人影もまばらになってきた。海岸の端のほうまで来てるんじゃなかろうか。

　ついには岩場まで見えてきたところで、凛珠がようやく足を止める。

「けっこう遠くまで来ちゃったぞ。どうしたんだよいったい」

「ここで写真を撮るの！　ここでしか撮れない写真なの！」

「ここでしか？　いったいどんな──」

　俺の疑問に、凛珠は「黙ってこれを見ろ」と言わんばかりにスマホを翳かざしてきた。




『ひと気のないビーチ。海をバックに正面からハグ』




「は……はああ!?」

　正面からハグ!?　俺たちいま水着同士なのに!?

「これはあくまで入賞のため、Ｌコインのため……よしカモン！　翔しようちゃん！」

「か、カモンっておま」

　凛り珠ずは背筋をピンと伸ばし、両腕を大きく開いた。

　目の前には黒い布で覆われたでっかい双そう丘きゆう。もちろん赤面している幼なじみ。

　たぶん俺が抱きしめれば、凛珠も抱きしめ返してくるのだろう。

　わあい、グラマラスな水着幼なじみと簡単にハグができるぞ──っていやいやいや！

　マズいだろ！

　だって、水着なんだぞ!?　布面積が小さくて素肌がくっつくんだぞ!?

　たとえ本物の恋人同士だとしても水着でハグなんてしねえよ、どんな無む茶ちや振りだ！　あ、いや、イチャイチャを無茶振りするカメラだからおかしくはないのか……だとしても！

「そうだ、どう撮影するんだよ!?　ハグしながら自撮りはきついだろ！」

「スマホスタンド！　タイマー機能！　抜かりなしだよ！」

　凛珠は一緒に持ってきた小袋からアクリル製のスマホスタンドを取り出す。












　機敏な動きで近くの岩場にスマホを立て、俺の眼前に戻ってきた。

「はいタイマーセットした！　翔しようちゃん、あとはハグするだけだから！」

　再び両腕を広げて胸を張る。動作が大げさすぎて、揺れた。

　どうする──抱くか？　抱かざるべきか？

　なんて、選択肢を用意するまでもない。ムリムリムリ！　抱けるか！

　俺がはっきり拒否の意思を伝えようとすると、

「そっちから来ないなら……こっちから！」

　凛り珠ずは俺にとっては最悪のタイミングで、攻撃力全振りの真価を発揮した。

　躊ちゆう躇ちよするあまり棒立ちになっていた俺に、自ら抱きついてきたのである。

　がばっと。

　ハグされた。

　うわっ。




　うわぁああああああああ────っ！　やっばいなんだこれぇええ────っっ!?




　凛珠の身体の柔らかさが、温ぬくもりが、起伏が、正面から全部伝わってくる！

　認識するよりも先にまず飛び込んでくる、女の子の匂い。海の香りを凌りよう駕がするほど主張の激しいそれは、ダイレクトに鼻腔を刺激する。

　たわわな果実は俺の胸の中で形を変え、押し潰つぶしたビーズクッションみたいになっていた。水着越しだから感触は布なんだけど、弾力ははっきりお胸のそれだ。

　背中に回された腕は力強く、俺をがっしり抱きとめ離さない。限りなく隙間をなくそうと密着してくるため、下半身同士も触れる。むき出しの脚とか、むき出しじゃないけど腰とかも──ってやばいやばいヤバイ！

　俺は凛珠を引き離そうとするが──いや待てよ、と思い直す。

　これ、いけるんじゃないか？

　ここまで攻めてきた凛珠は未いまだかつてない。普段なら「ハグしちゃうぞ？」「いいぞ」「やっぱり冗談だぞ！」で終了する話だ。あれ、じゃあなんで実行に移せてるんだ？

　とにもかくにも大事なのは、凛珠がヘタレていないという事実。

　なら──このままハグしちゃってもいいんじゃないか？

　写真のためって口実もあることだし、許されるんじゃ？

　俺はごくりと息を呑のみ、決めた。

　抱く。

　抱きしめる。

　凛珠の無防備な背中に腕を回し、優しく包み込むように、そっと手を触れた。

「あっ……」

　小さな声。

　幼なじみの表情は、俺の胸に埋うずめられているので窺うかがえない。

　いい感じだ。すごくいい感じだ。

　写真に残すわけだし、入賞を狙うんならもっとこう恋人っぽく、アプリ名のとおりイチャイチャしてみよう。そう思った俺は、

「……凛り珠ずっ」

「────っ!?」

　たっぷり情感を込めた声で囁ささやいた。

　それがいけなかった。

「あっ────あっ、あっ、あっ、あぁあぁぁあぁぁあぁあぁああああぁあ～っ！」

　凛珠は地声を忘れた変な音を発し、バッと俺から離れてしまった。

　二歩分くらいの間隔を空けて、向かい合う。

　露出した顔を見て、察した。

　やっぱりダメだったと。

　凛珠は、それはもう見事に熟した赤面っぷりで、いつものヘタレた感じに戻っていた。

　ああ、と思う。

　かけるべき言葉が見つからず、俺は黙ったまま一歩、距離を詰める。

　すると凛珠は明後日あさつてのほうを見て、

「…………あっ、カニさんだ」

　意味不明な報告を告げた。

「カニさん追っかけてくるぅううううううううううううううううう！」

「えっ!?　あ、ちょ、凛珠ぅ────っ!?」

　ついには耐えきれなくなり、全速力で砂浜を駆け出してしまった。

　そんな猛ダッシュでなきゃ追いつけないほど速いカニはこの世にいねえ──なんてツッコミをする暇もなく。というか余裕がなく。

「……………………めっちゃよかった」

　俺はハグの余韻がすごすぎて、しばらくそこから動けなくなってしまうのだった。





　　　　　◇　◇　◇






　凛珠のスマホを回収し、一度花か楽らと裕ゆう子このもとに戻る。

　凛珠は戻っていなかった。迷子だ。

　仕方なく、俺と裕子が二手に分かれて捜すことに。

　留守番中の花か楽らを含め各おの々おの自分のスマホを持って出たので、誰が発見してもすぐに連絡が取れる。まだ一泳ぎもしてないんだから、ホントすぐ戻りたい。

　凛り珠ずは……たぶん、あまりにも恥ずかしくて自分の意思で戻ってこられないのだろう。

　俺は砂浜を歩きながら、なんで凛珠がハグできたのかを考える。

　あれは単純に、俺がまだデレていなかったからだ。タイミングの問題。俺がデレて抱き返したら、いつもどおり──いや、いつも以上にヘタレたし。

「……夢見るのも馬鹿らしいよな」

　愚痴と一緒にため息をこぼす。

　それにしても凛珠の奴やつ、どこに行ったんだ──と。

　周囲をきょろきょろしていたら、ふと、ある少女に目が留とまった。

　目が留まった──というか、釘くぎ付づけになる。

　自信に満ち溢あふれているようなキリッとした容よう貌ぼうに、しかしどこか愛あい嬌きようの感じられる笑顔。ショートカットの髪はクールな印象を放つものの、俺はそれよりもなぜかキュートさを感じてしまう。そんな格かつ好こ良さと可愛かわいさを両立させたようなずるい外見だった。

　着ているのは凛珠と同じ黒のビキニだが、下はデニムのショートパンツ。スタイルは抜群で出るとこも出ている。凛珠がグラビア体型だとしたらこちらはモデル体型か。

　彼女は動画観賞でもしているのか、手に持ったスマホを見てはにかんでいる。

　……可愛い。

　つい捜索の足を止めて、彼女をじっくり見てしまう。

　そんなときだった。




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




「えっ、ウソ」

　驚いたのは彼女だった。

　声には出さなかったものの、俺だって驚いている。

　俺と、俺が見ていた少女のスマホが、ほぼ同時に運命の出会いベルを奏かなでたのだ。

　画面をタップして、相性度を確認する。

　表示された数値は──99％。

　花楽や裕ゆう子こをも凌しのぐ、過去最高の99％。

　まさかここにきて、新たな運命の出会いを果たすだなんて。

「あーっと……君か。キミだよね？」

　彼女のほうから声をかけてきた。

　近づかれるとあらためて思ってしまう──可愛い。

　美人とも言えるし美少女とも言える。大人っぽさと子供っぽさが同居した容姿。たぶん同い年くらい。可愛かわいい。なんかもうそれしか言えないくらい、全部可愛い。

「あたし、石動いするぎルナ」

　あ、声も可愛い。

　言語能力が馬鹿になってしまったんじゃないかと不安を覚える。

　否定する意味も込めて、俺も名乗る。

「俺は、友とも柳やなぎ翔しよう」

「うん。はじめまして」

「はじめまして」

　よかった。ちゃんと名乗れた。挨あい拶さつも交わせた。

　その少女、石動ルナはしっかりと俺の目を見据えて──

「エルステはこう言ってるわけだし、とりあえずあたしたち、知り合っちゃおうか？」

　いきなり交際を求めるでも婚約を求めるでもなく、まずは知り合おうと。

　そう提案してきて──俺は、それに賛同した。

　正直に言う。

　俺は、この出会いに過去最大級のときめきを感じた。

　これこそが、俺の求めていた真の運命の出会いであるような気がした。
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　八月中旬、夏休みも中盤に差し掛かってきた頃。

　俺はある少女と会うために、地元から一駅の街を訪れていた。

　広いバスロータリーのおかげで見晴らしのいい駅前。

　約束していた少女はすでにそこにいた。待ち合わせ時間の二十分前に到着したのに先に待たれているとは、不覚である。

「おっす」

「おっ。やほー友とも柳やなぎくん。私服かっこいーね」

　声をかけた俺に柔らかな笑顔を返してくれたのは、石動いするぎルナである。

　数日前に海で出会った、相性度99％の運命の相手。

　開かい口こう一番で俺のなんてことはないラフな格好を褒ほめてくれた彼女は、出身校のものと思おぼしき制服姿だった。

「そっちは夏休みなのに制服？」

「今日はちょっと学校に用事があってねー。さて問題。あたしの学校はどこでしょう？」

「それって[image: ]あい女じよ……[image: ]あい坂さか女学院の制服だよな？」

「正解。ふーん。女子校の制服がわかっちゃうかー。そっかそっかー」

「ふ、普通に有名校だからだよ。制服人気も高いし」

「うん、あたしもこれお気に入り。校則は厳しいけどね。んじゃ、行こっか」

　再会の挨あい拶さつもそこそこに、俺たちは駅前から移動する。

　時刻はお昼前。お話は落ち着ける場所で、ということですぐ近くのファストフード店に入る。俺の地元にもあるハンバーガーショップだ。

　俺は五百円ちょいのセットを頼む。

　対して、石動は単品各百円の項目からチーズバーガーとソフトクリームとアイスコーヒーを注文。ポテトなしだが計三百円とリーズナブルだ。

「……奢おごってくれるって話だったけど、なんか無理させてないか？」

「気にしなくていいって。あたしはこの組み合わせが好きなの。題してルナちゃんセット」

　この三品は石動の定番らしい。というような話をしながら、席に着く。

「友柳くんこそ、もっと贅ぜい沢たくしてもよかったのにさ。あたしの奢りなんだから」

「自分で言うのもなんだが小市民だからさ、俺」

「あははっ。ホントに『自分で言うのもなんだが』だよ。あー、でもよくわかるかも。小市民っぽいよねー、友とも柳やなぎくん。うんうん」

「そこまで納得されるとヘコむんだが」

「若者なんだから大いにヘコめばいいと思うよ。あたしが慰めてあげるからさ。ふふっ、自分でヘコませて慰めるというマッチポンプで好感度アップ。友柳くんはちょろいな」

「聞こえてる聞こえてる。本人目の前にいる」

「ま、それは冗談として。奢おごりはぜんぜん気にしなくていいよ。なんせ友柳くんには大いに稼がせていただいたわけだし、ね？」

　アイスコーヒーを一口啜すすり、石動いするぎは嬉うれしそうにスマホを翳かざした。

　その画面に表示されているのは、俺と石動のツーショット写真である。

　顔を寄せて笑む、水着姿の二人。石動は自撮りなので腕を伸ばし、俺は写真に収まるようスマホを見せている。そこにはエルステの、相性度99％の画面が表示されていた。

　写真のタイトルは『運命的な出会い』。

　石動はこれでイチャ振りカメラのコンテストに応募し、見事入賞した。

「相性度99％なんて全国的に見ても超レアだからね。そりゃ入賞しますわ。まあ写真自体は普通だから最優秀賞じゃなくて特別賞だったけど」

　あの日、海で偶然出会った石動は、イチャ振りカメラの撮影に来ていたらしい。

　撮影場所を探していたら運良く俺と運命の出会いを果たし、そのまま適したお題を選んで撮影、応募、入賞──で、そのお礼として俺はハンバーガーをご馳ち走そうになっているわけである。

「本当は『海に来たけど彼氏にドタキャンされて一人黄昏たそがれる女』ってお題で撮ろうとしたんだけどね」

「それイチャイチャでもなんでもなくね？」

「ねー。たぶんお一人様でも参加できるようにって配慮したお題だったんじゃない？　あたしも友柳くんに出会わなきゃお一人様だったけど、このお題じゃ入賞できなかっただろうから助かっちゃった。やー、ありがたやありがたや」

　わざとらしく掌てのひらを擦こすり合わせる石動に「拝むな拝むな」と言う。

　そうすると石動は、微笑ほほえんでからちろりと舌を出した。

　……たびたびドキッとさせる仕草をするんだよな、こいつ。写真を撮ったときも「上う手まくツーショットを撮るために」ってナチュラルに密着してきたし。

「でさー。イチャ振りの応募作見てたら、ちょっと気になるのがあったんだよね」

「うん？」

「これ、友柳くんじゃない？」

　石動の見せてくれたスマホ画面には、見覚えのある写真が載っていた。

　イチャ振りカメラの投稿作を集めたページ。惜しくも入賞を逃した作品の一覧だったのだが、その中の一つに、後ろ姿の男女が並んで海を眺めているものがある。

　栗くり色いろのゆるふわな髪とちっちゃな背丈の少女、並ぶ男のほうは言うまでもない。花か楽らと俺の写真だった。

「ほら、エルステでちょっと話しただろ？　一緒に海に来てた後輩。そいつと一緒に撮った写真だよ」

「あと二人いるって言ってた運命のお相手ね。ほほう、この子が。ね、正面の写真とかないの？　あったら見せてよ」

　石動いするぎにせがまれ、俺は自分のスマホを操作する。

　画像フォルダから制服姿の花楽の写真を見せると、石動は「へー！　可愛かわいい！」とはしゃぐようなテンションで他の写真も見せてとせがんだ。

　流れでもう一人の運命の相手──裕ゆう子こと、あのとき一緒に海に来ていた凛り珠ずの写真も見せることになり、俺の交友関係は丸裸にされてしまう。

　海で出会ってから今日また会うまで、エルステで他にも運命の相手がいることや、俺のステータスが幸運全振りであること、交際や婚約を求められていることは伝えていたが、石動はどうやらそんな俺の境遇を全力で面白がっているようだった。

「幸運全振りで、同じ学園の後輩と同級生の二人に言い寄られて、その上あたしとも出会っちゃうなんて。ニクい男だなー、このこの」

「あー……うん。まあね」

「お？　『なんかあった？』って訊きくべき落ち込み方。なんかあった？」

「いや、まあ、実は花楽……その後輩にめっちゃ怒られてさ」

　石動があまりにも気さくで話しやすいので、つい話してしまう。

　俺は現在、花楽から「先輩とはしばらく口を利きたくありません」と言われてしまっている。

　それというのも、石動との出会いが原因だ。

　石動とは迷子の凛珠を捜している最中に出会ったが、あのあと俺は凛珠を捜すことを忘れ、石動と意気投合してしまったのである。

　しかもそのとき撮った写真がコンテストで入賞してしまったものだから、

『凛珠さんを捜すと言って出ておきながら、自分は新しい女の子と賞をもらうほどイチャイチャしてましたか。それはそれは、たいそう楽しかったんでしょうね。なんせ相性度がわたくしたちを超える99％ですものね』

　と花楽さんはさらにお怒りで。

　一方で裕子は、

『翔しようくん。浮気は男の甲か斐い性しようだぞ』

　と寛大なコメントを寄よ越こしてくれた。

　けっきょく裕ゆう子こに発見されて連れ戻されたらしい凛り珠ずは、自分で行方をくらましていたのもあってこの件には何も言わなかった。

　そのへんの事情を包み隠さず話すと、

「それは仕方ないよー。友とも柳やなぎくんが悪い！」

「で、ですよねー……」

　もっともな感想を言う石動いするぎ。いや、俺だって自分が悪いと思ってますとも。

　落ち込む俺に、しかし石動は楽しそうな笑顔で頬ほお杖づえをつく。

「愛想つかされちゃった友柳くんには同情するけど、あたしとしては嬉うれしいかな」

「なんで？」

「だって、アタックされた二人や迷子の幼なじみのことも忘れて、あたしとの時間に夢中になってくれてたってことなんでしょ？　友柳くん無意識かもしれないけど、遠回しにあたしと一緒だったのすごく楽しかったって言ってるよ？」

「んなっ!?」

　それは──ぶっちゃけ、そのとおりだった。

　石動と写真撮影していたときも、内心「凛珠見つかったかな」という心配はあった。「こんなことしてないで捜さないと」という気持ちもあった。

　だが「運命の出会いついでに写真撮ってほしいんだけど、いま大丈夫？」とお願いされ、足を止めてしまったのは他ならぬ俺だ。

　悪いと思いつつそうしてしまったのは、石動の言うとおり、あのひとときが楽しかったから。

　本心を見透かされると、なんだか無性に恥ずかしくなってくる。

「否定しないんだね」

「……まあ、うん。楽しかったのは否定しない」

「おお、素直」

「変に理由つけて誤ご魔ま化かすのも、放っておいた三人に悪い気がするし」

「そして律りち儀ぎだ。二股とかできなそうなタイプだね」

「どういう分析だよ」

　写真を撮り終わったらまた会う約束をして、石動とはすぐに別れたけど……やっぱり、三人には悪いことをしてしまった。あとであらためて謝っておこう。

　俺は反省しつつ、ハンバーガーにかぶりつく。

「ね、翔しようって呼んでいい？」

　ぎょっとした。

　石動は依然頬杖をついたまま、不意にそんなことを言ってきたのだ。

「い、いいけど……唐突だな」

「うん。唐突にね、あたしも名前で呼んでほしくなったから。はい、どうぞ」

「えっ。あっ──えっと、ルナ」

「おお～。あ、いいなコレ。ね！　もう一回！　もう一回呼んでみよう！」

　……あれ、なんだこれ。

　すげえ自然な流れで、お互いを呼び捨てにする関係になってしまった。

　それがものすごく嬉うれしい。

　俺は照れまくりながらも十数回は「ルナ」と呼ばされ、石動いするぎ──いや、ルナも十数回くらい「翔しよう」と呼んできた。

　特別なことはない。ただハンバーガー食べながら名前を呼び合っているだけ。

　ただそれだけなのに……なんか、すごくいいな。この時間。

　そんな風に思っていたら、ルナのスマホからピピピとアラーム音が鳴り出した。

「おっと、時間だ」

　アラームを止め、ルナが席を立つ。

「ごめんね。今日はこれから学校に行かなきゃいけないから」

「ああ。登校日とか？」

「ううん。演劇部の助すけっ人と。演技指導してって頼まれててね」

「演技指導って……え、そんなのできるの？」

「あたし、ちっちゃい頃に子役やっててさ。昔取った杵きね柄づかってやつ」

　さらっとすごい経歴を言う。確かに舞台やテレビ映えしそうな容姿ではあるが。

　俺はルナの子役時代を想像する一方で、今日はもうお別れなんだと思うと──胸がちくりと痛んだ。寂しい、と感じてしまっていた。

　そんな心境まで見透かされていたのかどうかは知らないが、ルナは俺に近づき、笑みをこぼす。

「ね、また会おうよ」

「おう。じゃあエルステで」

「うん。会いたくなったら連絡する。あ、もちろん翔から誘ってくれてもいいよ？　後輩ちゃんと仲直りするための相談とかも乗るからさ」

　振り返りながら、最後にはウインクなんてして。

「じゃねー」

　ルナは「バイバイ」と手を振りながら、一足先に店を出ていった。

　……次はルナちゃんセットにしてみよう。
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　あれから数日、暇さえあればルナのことを考えている自分がいる。

　ルナはエルステでも頻繁に絡んでくるタイプのようで、事あるごとにメッセージを飛ばしてきた。あの日別れた後も、演劇部の練習風景みたいな感じの写真を送ってきた。ボディラインのよくわかる練習着姿にドキドキさせられたりもした。

　寝る前にはルナとのトーク履歴を眺めて切れ味のある言葉選びやセンスのあるスタンプにフフッと笑ったり、ルナから送られてきた写真──特に海で撮ったツーショットを何度も繰り返し見たり、意味もなく99％の相性度を確認したり、運命の出会いベルを再生したり。

　虜とりこになっている気がした。

　虜になんて過去に一度もなったことはないが、そうなっている気がした。

　この感覚は、花か楽らや裕ゆう子こと接していたときには感じえなかったものだ。

　どちらかというと、そう──小六のとき、凛り珠ずへの恋心を初めて自覚したときの感覚に似ている……気がする。

　なんなんだろう。やはり相性度99％というのが大きいのだろうか。

　裕子とはたかが１％差、花楽とは２％差。

　誤差の範囲内とは思いつつも、ルナの99％は最高値の１００％に最も近い。

　この違いは、たかがと馬鹿にできるものではないのかも。

「……夏休みも佳境だなあ」

　自室のベッドの上。

　俺は壁のカレンダーを眺めながら、一人つぶやいた。

　ルナは他校生、それも女子校だ。

　夏休みが終わったら会える頻度も少なくなるよなあ、とか考えたら。

　衝動的に『明日会えないか？』と送っていた。

　すぐに『いいよー』と返ってきて、表情筋が緩む。

　俺ってこんなに積極的な奴やつだったろうか。ルナがそうさせているのだろうか。

　幸運全振りになってから約一ヶ月半。

　彼女を作ると息巻いていた俺の気持ちは、いまどこにあるのか。

　それを明日確かめよう──そう思いながら、眠りについた。
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「え、もう宿題終わってるの!?」

　いつかと同じハンバーガーショップ。いつかと同じ席。注文だけはいつかと違い、俺はルナと同じチーズバーガー、ソフトクリーム、アイスコーヒーの三品を並べていた。

　目の前に座るルナは白シャツにデニムというカジュアルなスタイル。[image: ]あい女じよの上品な制服姿とは印象が違い、親しみやすさが増した気がする。もともと話しやすいタイプだから、そんなに差はないが。

「『もう』ってほどじゃないだろ。夏休み半分以上終わってるんだし」

「やー、なんか意外だったからさ。そかそか、実は勤勉少年だったか」

「そういうルナはどうなんだよ」

「あたしはあと一割くらい残ってるかな。まあ心配ご無用的な。だから遊んでるんだし」

　駅で落ち合った俺たちは、夏休み中の学生らしい世間話をしながら昼食を取っていた。

　肩かた肘ひじ張ってどこか特別な場所に出かけるんじゃなく、駅前のファストフード店で駄だ弁べるだけ。そういうなんでもない時間が、本当に楽しい。

　俺はやっぱり、ルナに──

　予感が確信に変わりそうな、そんなとき。

「そういえば、後輩ちゃんとはあれから仲直りできた？」

　ルナがしてきたこの質問に、俺は顔をしかめてしまう。

「あんまり芳かんばしくなさそうな感じ？」

「……エルステでけっこうやり取りはしてるんだけどさ。夏休みってこともあって直じかに顔を合わせてなくて。実際のところどうなのかイマイチわかんないんだよ」

「ふーん。でも話を聞く限り心配なさそうだけど。エルステの相性度も下がったりしてないんでしょ？」

「ああ。って、そんな簡単に下がるもんでもないだろ、あれ」

「いやいや。本当に愛想つかされたんなら、わりとガクッと落ちたりするから。わかりやすい要因を挙げると、既読スルーとか」

「レスポンスは異常にいいな。ずっとスマホ持ってるんじゃないかってくらい」

「じゃあ大丈夫だ。むしろ愛されてるよ。『不機嫌なアイツも可愛かわいいな』くらいの心構えでいこう」

　花か楽らとは一応、エルステで話して仲直りはした。

　ただ、いま言ったとおり直接会ってはいないので本当に愛想つかされていないかどうかは自信がない。向こうから「会いましょう」とか言ってくることもないし……あれ？

　花楽のバイタリティは１００だ。恋愛に積極的で、俺との相性度も１００にすると決意表明していた。ならもっとあっちからアプローチがあってもいいのでは……？　それがないということは……？　つまり……？

「……やっぱ愛想つかされてるかも」

「しょげるな男の子。ってか翔しようも気にするねー。実は後輩ちゃんが本命だったり？」

「いや、俺は──」

　どう答えよう。

　一瞬悩んで言葉に詰まり、アイスコーヒーに口をつけた──そのとき。

「ぶっ!?」

　視界に飛び込んできた予想外の光景に、思わずむせた。

　慌てて口元を拭き、ルナに怪け訝げんな顔をされる。

「どしたの？」

「い、いや！　別にどうも！」

　取り繕い、即座にスマホを操作。エルステでルナにメッセージを送る。

　ルナもすぐ受信に気づいたようで、スマホを確認した。

『いる！』

『いるって何が？』

『ルナの後ろの席に花か楽らが！　あと裕ゆう子こと凛り珠ずも！』

『後輩ちゃんと同級生ちゃんと幼なじみちゃん？』

　ルナは振り返ったりはせず、「どれ」と言って取り出した手鏡で後ろを確認する。

　わりと近い位置のテーブル席に、不自然な格好をした三人組がいた。

　キャスケットを目ま深ぶかに被かぶり、薄茶色のサングラスをかけたグラマーは──たぶん凛珠。

　ベレー帽を被り、同じく薄茶色のサングラスをかけた小柄なのが──おそらく花楽。

　髪型をサイドではなくツインテールにし、なぜか眼帯を装着しているのが──裕子。

　変装していた。

　変装……なのだろうが、裕子のチョイスがおかしい。なんで眼帯なんだよ。なんかのアニメキャラのコスプレかよ。他の二人も止めろよ。おかげですぐ気づけたよ。

　ルナは笑いをこらえながら、スマホに文字を打ち込む。

『これは……浮気調査と見た！』

『浮気調査!?』

『彼氏候補が別の女と会ってるんだから、そりゃ覗のぞくでしょ』

『確かに！』

『はい平常心保ってー。なるべく気づかれないように頑張ろう。おもしろいから！』

　見られていると知りながら、ルナはこの状況を維持しようと提案する。

　俺としては気が気じゃない。や、別にやましい気持ちがあるわけじゃないが。浮気調査と言われても俺は三人と恋人関係ってわけじゃないんだし。非難される謂いわれはない。

　ごめんなさい嘘うそですめっちゃビクビクしてます。

　本人が告白を撤回したとはいえ花楽はまだ俺との交際を望んでいる。卒業まで待つとは言っていたが裕子だって婚約の返答待ち。凛珠はまあ置いておくとしても……俺はまだ、明確に『誰と付き合いたいか』というスタンスを表明していない。

　いわば考え中。保留状態。

　そんな状況下で四角関係が五角関係になりそうなんだから、そりゃ三人としては気になるだろう。こっそり覗のぞきたくもなるだろう。花か楽らあたりはついに愛想をつかして「やはり本命を決める気などなくハーレムが狙いだったんですね」と背中から刺しにいき流れで脊せき髄ずいをグワァーッとやりたくもなるだろう。俺は地獄に落ちるしかない。

　よし。ここはルナの言うとおり、気づかないフリをしよう。

　地獄には落ちたくないから、ハーレム狙いとか思われないように。ルナとはただの仲のいい友達として、一緒にお昼を食べているだけ。うん、それでいこう。

　平常心、平常心……。

　心の中でそう唱えていたら、ルナがおもむろにアイスコーヒーのカップの蓋ふたを開ける。

　何をするのかと思えば、ソフトクリームの上にコーヒーをかけ、即席のアフォガートを作り上げた。ほんのり茶色を帯びたバニラに、俺は目を奪われる。

「あ、それ美う味まそう」

「ふふーん。いいでしょ。真ま似ねしてもいいよ？」

　とルナは言うが、あいにく俺のソフトクリームは完食目前だ。

　悔しい思いで残りの一口を食べ終えると、

「ね、翔しよう」

「うん？」

「あ～ん」

　ルナはアフォガートを乗せたスプーンを俺に差し出してきた。

　定番のあのセリフを添えながら、もちろん口元に。

「どうしたの？　ほうら、あ～ん」

「い、いや……」

「うりうり、あ～ん」

　困惑する俺に対し、ルナは心底愉快げに笑う。

　なんでこんな、いきなり恋人っぽい真似を──と思い、すぐに気づいた。

　こいつ、後ろの三人の反応を期待してやがる！

「あ～ん」の傍かたわら、手鏡で背後の様子も窺うかがうルナ。

　実際後ろの三人はどうしているかといえば、ピリピリしたムードでこちらに視線を注いでいた。露骨に顔ごと向けていた。もうちょっと潜む努力をしろおまえら。

　俺は照れながらも、ルナの楽しそうな顔を曇らせたくないな、とか思ってしまい。

「あ、あ～ん……」

　応じた。

　うう、コーヒー味のアイスが冷たくておいしい。

「食べた食べた。可愛かわいい～」

「ペットに餌やるみたいに言うな」

「んじゃもう一口──あーっとルナちゃん手が滑ったー」

　間かん髪ぱつ入れずスプーンを差し出してきたルナだったが、アイスは勢い余って俺の唇に付いてしまう。すぐに拭ぬぐおうとしたが、

「そのままじっとして」

　それよりも先にルナが指を伸ばし、アイスを掬すくい取った。

　そして──ぺろり、と。

　わざわざ舌を出して、指についたアイスを舐なめ取った。

　一度俺の唇に付いたアイスを、なんの躊ちゆう躇ちよもなく舐め取った。

　衝撃のあまり心臓が跳ね上がる俺と──べこっ、という音。

　覗のぞき見中の三人組が、紙のカップを握り潰つぶした音だった。誰がやったのかと思えば凛り珠ずだった。花か楽らはストローをガチガチと噛かみ、こちらを睨にらんでいた。裕ゆう子こは不動のまま、無表情でこっちを見ていた。いつの間にか眼帯を外していた。潜む努力。

「ねーねー、翔しよう。照れ照れ中の友とも柳やなぎ翔くん」

「な、なんでしょうか」

「呼んでみただけー。翔も呼んでみただけして？」

「うっ……ルナ」

「なあに、翔？」

「よ、呼んでみただけ、です……」

　わからん。何をやらされているんだ俺は。

　わかっているのはものすごく恥ずかしいこと。ルナがものすごく楽しんでいること。それはもう愉悦を感じていると表現したいほどの楽しみっぷり。

「あたしたちってー、傍はたから見たらどんな関係に見えるのかなー？」

　わざとらしく声を張り上げて訊きくルナ。

　俺は答えるよりも先に、ルナの後ろのほうから凄すさまじい威圧感を感じて。

　そこでもう、耐えきれなくなった。

「ああもう！　俺が悪かったよ！　だからそこの三人、こそこそ見るのやめてくれ！」
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　五人で座れるテーブル席に移り、それぞれ顔を合わせる。

　覗き見がバレた三人は逃げるでもごまかすでもなく、堂々とそこに座った。

　軽く自己紹介した後、なんでこそこそしていたのか俺が尋ねると──

「翔しようくん。浮気は男の甲か斐い性しようだぞ」

　裕ゆう子こはいつか聞いたセリフをもう一度言い、ツインテールを元のサイドテールに戻す。

「先輩は幸運全振りなわけですから、気が多いのを咎とがめるつもりはありません。ですが些いささか彼女に夢中になりすぎているような気がしたので、こっそり偵察に来たんです」

　花か楽らは露骨に不機嫌な様子で、俺を牽けん制せいする。

「あたしに夢中になってたんだ、翔？」

　ルナはにやにやしながら、俺をからかうように見つめてくる。

「…………」

　凛り珠ずは……無言だと!?

　こういうとき一番に騒ぎそうな幼なじみが、俯うつむき気味にこちらを見てくるのがなんだか無性に怖い！　「なんか変なものでも食ったか!?」などと訊きける雰囲気でもなかった。

　ビクビクする俺を前に、花楽は「こほん」と口に出して咳せき払ばらいをする。

「それで、石動いするぎルナさん」

「なにかな、大おお町まち花楽ちゃん」

「この際ですからはっきりすっきり、ルナさんのスタンスをお聞きしたいんですが」

「スタンスって？」

「先輩を狙っているのかどうかです」

　恋に積極的な花楽らしい、ストレートな質問。

　俺はまだ心の準備ができていないのにそれを訊くのか──と身構えていたら、

「あ、ないない。あたしと翔は友達」

　あっさりと。

　驚くほどあっさりと、ルナは『否いな』の答えを返した。

　……「友達」の一言が、痛いくらい心に響く。

　自分でもどんな表情をしているかわからない俺を尻目に、びっくりしているのが花楽である。

「そうなんですか？」

「そりゃ、相性度99％には驚いたけどね。あいにくあたし、彼氏は募集していないのでして。でも友達なら大募集中だから。とりあえず三人とも、エルステのＩＤ教えてよ」

　と、さすがのコミュ力で三人とエルステのＩＤを交換するルナ。初対面の男と水着でツーショット写真を撮れる気さくさは女子が相手でも同じらしい。

「ねえ、ルナちゃん」

　ＩＤ交換を終えたところで、凛珠がルナに呼びかけた。

　凛珠にしては珍しい、低い声だ。何かを警戒するような、そんな声音。

「んー？　なにかな凛珠ちゃん」

「ルナちゃんのステータスって、どんなの？」

「エルステの？　気になる？」

「うん。翔しようちゃんと相性度99％って、純粋にすごいと思うから」

　凛り珠ずはルナの目を見て言う。親が子に進路を問うような、真剣な表情だった。

「確かに気になりますね。わたくしはバイタリティ全振りで97％、裕ゆう子こさんはメンタル全振りで98％、凛珠さんは攻撃力全振りで１％です。やっぱりルナさんもどれかのステータスが全振りなんですか？」

「案外、翔くんと同じ幸運全振りだったりして」

　花か楽らと裕子は雑談気分で凛珠の質問に乗じる。

　三者に視線と疑問を向けられ、しかしルナは顔の前で掌てのひらを合わせた。

「えーっと、ごめんね？」

　ぺこりと頭を下げながら、申し訳なさそうに。

「ちょっとそれは、事情があってお見せできないんだ。うん、訳ありでトップシークレット。でもそんなにおもしろい数字じゃないとだけお伝えするよ」

　エルステのステータスを開示したがらない奴やつはたまにいる。その数値から性格が推察できてしまうからだ。たとえば花楽みたいにバイタリティ高めの女子は、「恋愛にガツガツしてると思われたくない！」とよくステータスを隠したがる。

　でも、ルナの場合は何か別の理由がありそうだ。ステータスを隠したがるタイプには思えないし。気にはなるが、追及するのはやめよう。

「……そっか」

　質問した凛珠は雰囲気を変えぬまま、ただそれだけをつぶやいた。

　ますますもって凛珠らしくない。本当にどうした今日？

　幼なじみの言動を不審に思いつつ、その後はそのまま五人で歓談を楽しむ。

　花楽と裕子はすぐにルナと打ち解けたが、やはり凛珠だけはどこか様子が変で。

　俺から「どうした？」と声をかけてみても「うん」と上うわの空そらな感じで躱かわされてしまう。

　終始そんな感じで──夕方。

　自分の気持ちを確かめるとか決意していた俺だったが、花楽たちの乱入もあり、けっきょく普通に遊んで解散してしまった。

　家に帰り着いてすぐ、ポケットの中のスマホが震える。

　エルステだ。送信してきたのはつい先ほど、家の前で別れたばかりの凛珠。

『話したいことがあるから、あとで部屋に行ってもいい？』

　ほんの一分前まで一緒にいたのに？

　帰り道一緒だったんだからそのときにでも話せばよかったのに──と思いつつも、俺は『いいぞ』と返しておいた。
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　凛り珠ずが俺の部屋を訪れたのは、夕食と入浴を済ませ、あとはもう寝るだけとなった頃合いだった。

　部屋着姿で迎える俺に対し、凛珠はなぜか外行きの格好──昼間着ていた服とまったく同じものだった。まさか帰ってきてから着替えていないのか。

　服装も気になるが、それよりも気になるのは持参した荷物。

「……凛珠。なに持ってきたんだそれ？」

「資料」

　短く言い、ダブルクリップでまとめたコピー用紙の束を差し出してくる。

　目を通せと言わんばかりの様子に、俺は黙って視線をやった。

　それはどうやら、複数のウェブページを印刷したもののようだった。

　内容は……エルステの体験談をまとめたサイトの記事？　掲示板の書き込みや、ネットニュースなんかも混ざっている。それらのコメント欄なんかも。

「なんなんだこれ」

「注意喚起っていうか……あ、これ。これとか読んでみて」

　凛珠が選んだ一枚をじっくり読んでみる。

　それは、とある結婚詐欺事件についてのまとめだった。

　そろそろ結婚を、と考えていた資産家の令嬢が、一人の男性と運命の出会いを果たす。エルステの相性度は95％。男性はそれをきっかけとして、令嬢に結婚を申し込んだ。運命を感じた令嬢はこれに応え、二人はわずか一ヶ月ほどで夫婦になった。

　しかし男性の目的は令嬢の家の財産だった。男性は借金やら開業資金やら株やらいろいろと理由をつけて令嬢から金をむしり取り、最終的には行方をくらましたのである。しかも令嬢が最後に確認できた男性との相性度は、50％以下にまで下がっていたという。

　いったいどういうことなのか──答えはこうだ。

　男性は最初から、詐欺が目的で令嬢に近づいた。令嬢の好みや理想の男性像を事前にリサーチし、それに沿うよう自分のステータスを調整した。そして相性度を故意に上げることに成功し、令嬢との運命の出会いを偽装したのである。

『相手の好みの人間になる』──結婚詐欺の常じよう套とう手しゆ段だんだが、そこにエルステというツールを用いることで成功率を飛躍的に高めている。

　特にエルステの相性度が信奉され始めていた時期に起こった事件みたいだし、当時はそれなりに騒がれていたようだ。俺も微かすかだがそんなニュースを見た覚えがある。同時に、「そんなにステータスが変わるほど自分を偽れるもんかね」と思った記憶も。

　エルステのステータスはユーザーの人間性や性格をごまかしが利かないレベルで判定する。運命の出会いを偽装するほどのステータス調整なんて、言うほど簡単ではない。凄すご腕うでの俳優とか女優ならもしかしたら──と、それくらいの芸当だ。

　……一部始終を読み終え、俺は凛り珠ずに問う。

「凛珠さ。何が言いたいんだ、これ？」

「翔しようちゃんは騙だまされてると思う」

　凛珠は不安げな瞳で俺を見た。

　正座し、膝ひざの上で拳を握っている。

　らしくもない空気だ。

　なんか……嫌な空気だ。

「私も口じゃ上う手まく説明できない。だからこういう風に資料を用意したの」

「騙されてるって、誰にだよ」

「それは…………ルナちゃんにだよ」

　間を置いてから、凛珠はためらいがちにその名を口にした。

　石動いするぎルナが、俺を騙している。

　問うまでもなく、いま読んだこの資料のような形で。

「……馬鹿馬鹿しい。なんでそうなるわけ？　突とつ拍ぴよう子しがないにもほどがある。俺は資産家の娘でもないし。メリットないだろ。根拠は？」

　凛珠の思考がおかしい。落ち着いて、諭すように反論しよう。

　そう頭で考えていたはずなのに、自分でも不自然に思うくらい早口になってしまった。

　違う。ダメだ。言い直そう。俺が思って実行に移すよりも先に、

「私だって、よくわからない。でも……なんかこう、本能的に、ルナちゃんは花か楽らちゃんや裕ゆう子こちゃんとは『違う』って感覚があったの。翔ちゃんのことを見てないんじゃなくて……翔ちゃんのことを見てるんだけど、見方が違うっていうか」

　凛珠は己の見解を口にした。

　俺は口を噤つぐんで、耳を傾けてしまう。

　幼なじみの気持ちはなんとなく理解できたが……胸がざわざわした。

「それで、昔見たこのまとめサイトの記事とかを思い出して……こうなんじゃないかな、って気持ちが強まって、不安になって、居ても立ってもいられなくなって……」

「で、おまえはこれを俺に見せてどうしたいんだ？」

「か、考えてほしいの！　ルナちゃんがどういう子なのか、翔ちゃんのことどう思って接してるのか」

「ルナは俺のこと、友達だって言ってただろ？　花楽みたいに交際を求めたりもしていなければ、裕子みたいに婚約してほしいなんて話もない」

「だけど──翔しようちゃん自身は、ルナちゃんに惹ひかれてるでしょ？　たぶん、花か楽らちゃんや裕ゆう子こちゃんよりも」

　──なんで。

　この幼なじみはエスパーか何かなのか。そう思わずにはいられないほど、心中を見抜かれていた。

　俺は凛り珠ずの目を見る。

　その視線は勇ましくこちらを向いていたが、どこか「否定してほしい」と訴えているような気がした。

　でも、俺は否定も肯定もしない。凛珠の馬鹿な憶測に付き合うつもりもない。

　これはただの幼なじみの嫉しつ妬とだ。花楽や裕子に勝負を挑んだのと同じだ。雰囲気が違うのなんて気のせいだ。やれやれと諌いさめてやるのが正解のはずだ。

　だけど俺は、ただ一点、

「確かに、ルナがステータスを教えてくれなかったのは怪しいよな」

「っ！　翔ちゃ──」

「でも怪しいのなんてそこだけだろ」

　許せないことがあった。

「凛珠。俺はいま真面目まじめに怒ってる。おまえの勘は昔から驚くくらい当たるけど、それでも勘だけで人を疑うなんて最低だ」

「あっ……っ」

「俺のこと、幼なじみとして心配してくれるのは嬉うれしい。おせっかいでもありがたい。だけど友達を貶けなすようなのはダメだ」

　この疑いは、いくらなんでもやりすぎている。

　初恋を拗こじらせた幼なじみの可愛かわいい嫉妬、で済ませてはいけない。

　俺がルナに惹かれているかどうかなんて関係なく、ただそれだけが正しいはずだ。

「……今日はもう帰ってくれ。俺も忘れて寝る」

　凛珠は正座したまま肩を震わせ、床だけを見ていた。

　いつか見たことがある。一緒にふざけて、親に叱られたときの表情。

　こんな顔が見たかったわけじゃない。言い過ぎた。謝ろう。

　そんな考えが頭をよぎっても、怒りが「いや」と制止をかける。

　結局……俺はそれ以上、何も言葉をかけることができなかった。

「っ、ごめ、ん。ごめん、なさい……っ」

　──凛珠が謝りながら、泣いて部屋を出ていっても。
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　中学時代にちょっとしたトラウマがある。

　当時はまだエルステもリリースされたばかりで、流行の兆きざしを感じる程度だった。

　しかし俺の周囲ではその兆しを感じる者が多く、とりわけ俺に恋愛相談を持ちかけてきたクラスメイトの女の子は、誰よりもエルステにハマっていた。

　彼女は真剣に、こう相談してきた。

『意中の幼なじみと相性度が１％なんだけど諦めたほうがいい？』──と。

　俺は「ああこのアプリ、ポンコツだな」と思った。

　なにせその幼なじみ二人は傍はたから見てもすこぶる仲が良く、思春期を終えれば自動的にくっつくだろうと誰もが確信しているほどだった。

　そんな二人が相性度１％だなんて、普通はアプリの欠陥を疑う。ただでさえ、当時はエルステの信頼度なんてゼロに等しかったし。

　だから俺はこう言ったんだ。

『そんな数字に惑わされちゃダメだ。自分の気持ちを貫くべきだ』──と。

　彼女は俺の助言を受け入れ、相性度１％のまま告白に踏み切った。

　結果、結ばれた。

　結ばれはしたのだが、長続きしなかった。

　曰いわく、二人とも恋人づきあいを始めたことで「幼なじみのときには見えなかった、相手の嫌な面が見えてしまった」らしい。

　関係が変わることで相手の印象が変わる、スキがキライに変わる、よくある破局のパターン。そういう恋愛の『あるある』に、幼なじみの絆きずなは敗れ去ったのだ。

　別れた二人は、元どおりの仲良し幼なじみに戻れるはずもなく──二人とも揃そろって「こんなことなら付き合うんじゃなかった」と後悔した。

　俺があんな根性論でアドバイスしなければ。

　あの二人はいまも仲のいい幼なじみのまま、隣り合えていたのかもしれない。




『でも告白するって決めたのはその子でしょ。翔しようにそこまでの非はないよ』




　同じような慰めを、中学時代の友達にもされたような覚えがある。

　だけど俺の胸には罪悪感しかなく、だからこそ因果応報だと思った。

　高校生になり、凛り珠ずと再会したとき──まさか自分たちも相性度１％だとは。

　男女の幼なじみという関係は、恋愛に向かないのかもしれない。

　そんな馬鹿なことを思いながら、俺は決意した。

　この初恋は実らせてはいけない。

　幼なじみの絆を壊さないため、なにより凛珠を不幸にしないため。




『中学時代の友達の二の舞にならないように？　まあ、気持ちはわかるかな』




　だから俺は、幸運全振りになったのをきっかけに、新しい恋を探そうと躍起になった。

　相性度抜群の運命の相手と三人も出会えた。交際や婚約を求められたりもした。

　でも、友とも柳やなぎ翔って男は自分が思っていたよりもずっと優柔不断な奴やつで。

　現在に至るまで、明確な答えを出せずにいる。




『それってさ──あ、やめよ。ね、ここから先は会って話そうよ』




　わかった。

「……あれ？」

　気づけば俺は、スマホを握りながらエルステでそう送信していた。

　凛り珠ずを泣かせてしまった翌日、午前中、自室での出来事だった。

　なんでルナと会う約束してんだ、俺。

　発端はたしか、ルナからエルステで話しかけられたんだ。

　最初はそう、他た愛あいもない話題だった。だけどいつの間にか、いろいろ相談してしまっていた。誰にも話したことのない中学時代のトラウマや、凛珠への想おもいなんかも全部。

「話すつもりなんてなかったのに……」

　いっそ墓場まで持っていくつもりですらいたのに。

　それが無意識の内に──たぶん、誰かに話して楽になりたかったのかもしれない。

　特にルナは尋常じゃなく話しやすいから。つい、甘えてしまったのかも。

「情けねえ……はあ」

　俺は気持ちを切り替え、ルナと会うために着替えを始める。

　凛珠とは昨晩から会っていない。エルステにもメッセージはなし。

　朝に確認した相性度は、当然のごとく１％だった。
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「今日の翔しようは真剣ムードだし、静かなところがいいよね」

　いつもの駅で落ち合った俺とルナは、しかしいつものハンバーガーショップではなく、同じ駅前にあるカラオケ店に入った。

　三人くらいが適正人数だろう狭い個室に入り、ソファに並んで腰を落ち着ける。

「とりあえず一曲いっとく？　って、そんな気分でもないか」

　と言いながらリモコンをいじるルナの服装は、白ワンピースにデニムのジャケット。水着やこの前の私服もそうだったけど、デニム好きなんだろうか。

　カラオケの個室に女の子と二人きり。それも超狭い。

　普段ならもっとドキドキしそうなものなのに、あいにく俺の心はざわざわしていた。

「なんか気をつかわせちまったみたいで、ごめんな」

「そういうのは水臭いから、なーし。申し訳なく思うんなら、とりあえずいま抱え込んでる悩み、全部あたしに話してよ。エルステで話してくれた内容もあらためて、ね。翔の口から聞きたいから」

「ああ。わかったよ」

　俺は洗いざらい白状する気持ちで、ルナに悩みのすべてを打ち明けた。

　凛珠への気持ちの整理がつかないこと。

　そして昨日、凛珠を泣かせてしまったこと。

　むしろ凛り珠ずを泣かせてしまったからこそ──凛珠への気持ちの整理がついていないことに気づいた、なんてことも。

「んー。なんかごめんね、翔しよう」

　気落ちする俺に反し、話を聞いていたルナはくすぐったそうな笑みを作る。

「深刻そうなところ悪いんだけど、なんかあたし、すっごく嬉うれしくなっちゃった」

「え？　なんで」

「翔があたしのために怒ってくれたから。この夏出会った女の子を庇かばって十年来の幼なじみと喧けん嘩かするなんて、なかなかできることじゃないよ」

「そんなことないって。あいつの勘はときどきすごく鋭いけど、理由とか根拠はだいたいテキトーなんだ。それでルナのこと悪く言ったのは、やっぱり許せない」

「……そっか。翔はいい父親になれそうだね。叱るべきときにきちんと子供を叱れるお父さんだ」

　背中がむず痒がゆくなるようなことを言う。

　真面目まじめな会話の中であっても、ルナは適度な茶ちや目めっ気けを忘れない。話す側としても助かるというか、なんだか心理的に楽な気分で話せる。

「ね、翔。これは朝、エルステでも言いかけたことなんだけどさ」

　ルナはスイッチの入っていないマイクを握り、口元に添えて言った。

「初恋を捨てきれてないのは、たぶん翔も同じなんだよ」

　耳を傾けていた俺は──ああ、と思う。

　ついに言われてしまった。

　自分でもとっくに……いや、とっくにではないな。自覚したのはやはり昨日、凛珠を泣かせてしまったときだ。

　俺は凛珠の涙を見たとき、強く思ったんだ。

　幼なじみを泣かせたくない──凛珠にはいつだって笑っていてほしい。

　って、おい。

　初恋を捨てさせるなんて偉そうに言っていた奴やつが何をほざくのか。

　おまえは喜き々きとして幼なじみを失恋に追い込み悲しませようとしていたじゃないか。

　涙一つで翻意するくらいなら最初から新しい恋を探すとか言うな。

　全部そのとおり。

　誰に咎とがめられたわけでもない自じ嘲ちようと自己嫌悪。だからいま俺はすごく後悔しているし、この先どうしたらいいのかと悩んでいる。

　本当に、いまさらそこを悩むのかよって話だ。

「凛珠ちゃんに初恋を捨てさせる。そのために新しい恋を探す。幸運全振りとか運命の相手と出会ったりとかお膳立てはたっぷり揃そろってるけど、それでもまだ新しい恋に踏み出せない。これは優柔不断とかじゃなくて、翔しようが怖がっちゃってるから」

「怖い……初恋を捨てるのが？」

「そう。彼女を作っちゃったら、凛り珠ずちゃんと結ばれるって夢が完全に絶たれるから。最愛の幼なじみの幸せを願うって名目があっても、自分の恋愛感情と折り合いがつけられてないわけ」

「つまり……」

「エルステの相性度を抜きに考えれば、翔がいま一番大事な女の子はやっぱり凛珠ちゃんだったってこと」

「……だよな」

　ルナはカウンセラーになれると思う。それくらい見事な指摘だった。

　俺自身、誰かにこれを言われるのをずっと待っていたような気もする。

　重要なのは、それに気づけたいま何をするかだ。

　沈黙する俺に、ルナはマイクを突き出してきた。

「どうする？　相性度を無視して、いっそエルステも捨てちゃって、自分の気持ちに正直になってみる？　また一から初恋を追いかけるのも青春っぽくていいと思うよ」

「……いや、やっぱりそこは無視できない。無理に付き合いでもしたら、俺も凛珠も初恋を捨てるよりずっとつらい思いをすることになるだろうから」

「かたくなだなー」

　ルナはさすがに呆あきれた様子で、手に持ったマイクをくるくる回し始めた。

「あっ」

　すると何かひらめいたのか、マイクのスイッチを入れる。

「じゃあさ、翔。あたしと付き合わない？」

「……はい？」

　物静かだった個室に、大音量の告白が響いた。

　俺は怪け訝げんな顔つきで隣を見る。

　ルナはにこにこしながら、マイクのスイッチをオンにしたりオフにしたりして遊んでいた。そんな冗談みたいな仕草をしているくせに、先の言葉はなぜか冗談に思えない。

「いまの翔に必要なのって、強引な環境改善だと思うんだよね」

「それが、ルナと付き合うこと？」

「うん。うだうだ悩まず、当初の予定どおり新しい恋を始める。それで翔自身の恋心がどうなるか、凛珠ちゃんがどう出るか、お試しでもいいから様子を見てみようよ。なんなら最初は凛珠ちゃんに付き合ってるのを伏せておくのもいいかもね」

「お試しって、それはいくらなんでも相手に失礼だろ」

「まー、花か楽らちゃんや裕ゆう子こちゃん相手なら失礼かな。そこでルナちゃんですよ。あたしは翔しようの悩みとか全部聞いちゃったし？　もし翔が初恋引きずってても、仕方ないなあって流してあげるからさ」

「いや、そりゃ話したのは俺だけど、だからってそれは力技がすぎる」

「そうかなー。あ、そだ。じゃあさ、翔。ちょっとあっちの扉を見て」

「扉……？」

　言われて俺は、部屋の扉を見る。そしたら。

　ちゅ。

　と。

「……え？」

　いつの間にか、俺の顔のすぐ横に、ルナの顔があった。

　視線は自然と、つややかな唇に注がれ──理解。

　頬ほおにキスされた。

「は、はあああ!?」

「自己申告するとファーストキスだよ。あ、唇のほうはファーストもまだね。そっちもしとく？」

「そっちもって──や、ちが、そうじゃなく！」

「翔はちっちゃい頃とかにしてるんじゃない？　仲良し幼なじみがいるんだし」












「え？　あ、まあ頬ほおなら幼稚園くらいのときにあったような……じゃなくて！」

　ルナにキスされた！

　頬にとはいえ、キスされてしまった……。

　さっきから彼女の唇に釘くぎ付づけになっている。あのぷるぷるしたものが俺の頬に触れた。その事実がどうしようもなく俺の心拍数を跳ね上がらせている。

　動揺の中、無理やりに気持ちを落ち着かせて、尋ねる。

「なんでいきなり、キスなんかしたんだよ」

「あたしってこんな性格だからさ。こうでもしないと本気度が伝わらないと思って」

「本気……？」

「本気。あたし、翔しようのこと好きだよ」

　照れも緊張もない。ルナは常の調子で、俺に好意を伝えてきた。

「おまえ昨日、彼氏は募集してないって──」

「いやいや、あの場じゃああ言うでしょ。みんなとギスギスしたくなかったし、告白するならこういう二人きりの状況がよかったし」

「言われてみれば、そうかもだけど」

「ちなみにあのとき、翔ってば地味にショック受けてたよね？」

「おまえホントにカウンセラーか何か!?」

　こちらの心理状態がすべて把握されているような気さえした。

　ルナの持つ見えない俺カルテを警戒しつつ、しかし彼女が伏し目がちに頬を掻かくので、「あれ？」と思う。

「……ごめん、あんまりいいタイミングじゃなかったね。翔と凛り珠ずちゃんの喧けん嘩かをダシみたいに使っちゃった。とはいえここまで来て引き下がるわけにもいかないし、うん」

　なにやら大きく頷うなずき、ソファの上に正座で座り直すルナ。

「えー、では……友とも柳やなぎ翔くん」

　名前を呼ばれ、俺も思わず身構える。

　ルナは一心にこちらを見つめ、正座したまま──

「不束ふつつか者ものですが、あたしと男女交際してください」

　と。

　今度はわかりやすく交際を申し込んでから、手を差し出してくる。

　ＯＫなら握ってくださいと言わんばかりの、柔らかいこと間違いなしな手。

　指、細いな……とか、場違いな感想を抱きながら、考えてみる。

　握るべきか、握らざるべきか。

　ルナと付き合うべきか、付き合わざるべきか。

　キスまでしてきた彼女の気持ちは、もはや問うまでもなく本気とわかった。

　じゃあ、俺は？

　俺がルナに惹ひかれていたのは、否定しようのない真実だ。

　昨日、俺が凛り珠ずをあんな風に怒ったのは、悪く言った相手がルナだったからというのも大きい。彼女に好意を持ち始めていたからこそ、庇かばいたくなったのだ。

　その気持ちはいまでも変わっていない。

　ルナは可愛かわいいし、一緒にいて楽しいし……現状、運命の相手三人の誰と付き合うかと訊きかれたら、たぶんルナを選ぶ。ここらへんはエルステの相性度どおりと言えた。

　なら話は簡単だ。この手を握ればいい。

　まずは俺が初恋を捨てるべきなんだ。ルナはその手助けをしてくれると言っている。いや、凛珠とのことを抜きにしても、ルナは真剣に俺のことを想おもってくれている。

　誠実に答えよう。

　誠実に考えて、答えを出そう。

　俺はいま、いったい誰が一番好きなんだ──？

「……あ、そっか」

　そんな風に考えたら、驚くくらいあっさり答えが出た。

　俺は大きく頭かぶりを振り、思い出したように言う。

「ごめん。俺はまだ、誰とも付き合えない」

　口にした自分自身、驚くくらいきっぱりとした返答だった。

　答えを受け取ったルナも驚きに目を丸くしている。

　そして大したショックもなさそうに言う。

「ふーん。『まだ』なんだ。その心は？」

「俺はまだ初恋を捨てられてないんだ。だから誰かと付き合うんなら、まず初恋を捨ててからにする。いや、そうしなきゃダメなんだ」

「あれ？　初恋を捨てるために新しい恋を始めるって話だったよね？　順序が逆になってない？」

「逆でいいんだよ。じゃなきゃ誰が相手でも不誠実だし、俺が納得できない」

「順序が逆なら納得できるの？」

「ああ。だって初恋を捨てられてないってことは──これ、さっきルナも言ってくれたよな。俺がいま一番好きなのは、やっぱり凛珠なんだよ」

　凛珠への想いを抱えたまま誰かを好きになる。そんなのは不可能だったんだ。

　だから俺は、スタンスを変える。

　初恋を捨てるために──なんて、強引な進み方はもうやめだ。

「凛珠よりもこの子が好きだって、自信を持って言えるようになるまで……俺は誰とも付き合わない。だから、ごめん」

「義理堅いっていうか、なんというか……」

「自分でも面倒くさいこと言ってるのはわかってるよ。でもこれが正直な気持ちなんだ」

「ホントにね。最愛の幼なじみは恋こい敵がたきとは違うけど、最大の壁であるのは間違いないわけか……なんか、『私はお兄ちゃんよりイイ人じゃないと付き合いません！』って言ってるブラコンの妹キャラみたいな攻略難度だなあ」

「どういうたとえだよ」

「まあまあ。いまみたいな感じで、もう一度自分の考えを言ってみなよ」

「……俺は幼なじみよりイイ人じゃないと付き合いません」

「面倒くささ、伝わるでしょ？」

　伝わったけれども。

　我ながら凛り珠ずのこと言えねえなあと思える面倒くささだけれども。

　まあ、とにかく。

　俺は立ち上がる。

　自分の気持ちに気づいた以上、行かなければならないところがある。

「どこ行くの？」

「俺、凛珠を泣かせたままなんだよ。もしこのまま俺が誰かと付き合ったりしたら、きっと凛珠にとっては消えない傷になる。だからまず、凛珠に言いすぎたって謝りにいく」

「他の子からの告白よりも、幼なじみとの仲直りを優先しますか」

「ごめん。相談に乗ってくれて、告白までしてくれたのに」

「一応確認しとくけど、凛珠ちゃんと付き合うつもりはないんだよね？」

「俺は、凛珠とは付き合えないよ。けど……あいつとは、幼なじみとしてずっと隣にいたいから」

　俺がエルステの相性度を無視できないのは、中学時代のあの二人みたいに凛珠と不仲になってしまうのが嫌だから。だから必死に初恋を捨てようとしたわけで、その過程で不仲になってしまったら本末転倒だ。

　告白はできずとも、凛珠には言うべきことを言わなければならない。

　俺は一刻も早く凛珠のもとに向かいたくて、部屋を出ようとした。

　だが隣に座るルナはソファの上で「う～ん」と伸びをし、進路を塞ふさぐ。




「でも、そっか。わかった。それじゃこのゲームはあたしの負けだー」




　天井を仰ぎながら、そんなセリフを口にして。

　ゲームはあたしの負けだって。

　…………ゲームってなんだ？

「あれ？　どうしたの翔しよう。早く行けば？」

「いや、なら退どいてほしいんだけど……っていうか、ゲームってなんだよ」

「んー、エルステを使ったリアル恋愛ゲーム」

「リアル恋愛ゲーム……？」

「うん。あのね、白状しちゃうと、あれよ。凛り珠ずちゃんの推理って、大当たりなの」

　…………なんだって？

　俺はルナの言葉を反はん芻すうしながら、彼女の真意について考える。

　ルナはあっけらかんとした表情を浮かべながら、スマホをいじりだした。

　わからん。何を考えているのかまったくわからん。

　顔を凝視していたら、わざとらしく満面の笑みを作ってみせてきた。あざとい。可愛かわいい。それくらいしかわからない。どういうことなの。

「だからさ、こういうこと。凛珠ちゃんの言う結婚詐欺師の話じゃないけど、あたしは演技をして、エルステのステータスを故意に変動させてたんだよね。狙った相手と相性度が高くなるように」

　俺の沈黙を破るように、ルナは自らの行いについて説明し始めた。

　相手に合わせて、ステータスを変動させる。

　理論上は不可能じゃない。不可能じゃないが……やっぱり無理だろう。

「そんな馬鹿な話、あってたまるか。エルステのステータスはユーザーの性格をモロに反映させるんだぞ？　それを故意に変動させるって、どんな演技力だよ」

「でも実際にそういう事例があったじゃん」

「本職の詐欺師ならまだしも、おまえただの高校生だろ」

「前に言ったでしょ？　あたし、元子役。演技力には自信ありなんだな」

　誇らしげに言うルナだが、言ってることが本当ならやってることは誇らしくない。

「でも翔の言うとおり、演技力だけじゃ難しいよね。相手の好み、それも相性抜群の人間になりきるなんてさ」

「あたりまえだろ」

「はい、そこが盲点。その詐欺師もそうだと思うけど、騙だますのは相手の人間じゃない。エルステの数字──機械なんだよ」

　そう言って、ルナはこれ見よがしにスマホを振る。

　画面にはエルステの──俺とルナの相性度99％が表示されていた。

　これが、ルナが故意に作り上げたものだっていうのか……？

「エルステのステータスの上がり方とか下がり方、相性度との関係性。そういうのには意外と法則があってね。あたしはそれを熟知してるから、あとは適した演技をするだけ」

「……っ」

「あ、演技っていってもトークの内容とかプロフィールを書き換えるだけでも効果はあるから、必要なのはアプリの知識と人間観察力かな。どんなステータスにすればターゲットと相性良くなるのか、まずは見極める必要があるし」

「……やっぱわかんねえ」

　ルナの言っていることが本当なのか、本当だとしたらなぜこのタイミングでバラしたりしたのか、そういったこともわからないが……一番はやはり。

「結婚詐欺でもないのに、そんなことしてなんの得があるんだよ」

「達成感」

「……達成感？」

「うん。ゲームって言ったでしょ？　ターゲットと首尾よく親しくなって、向こうから告白させたらゲームクリア。毎回フッてるけど」

「つ、付き合う気もないのに仲良くなって、わざと告白させて楽しんでるってことか？」

「楽しいよー。まず自分の演技で機械の数値が思いどおりになる楽しさ。その数値に翻ほん弄ろうされてあたしのことを好きになっちゃう男子たち。可愛かわいいよねー」

　ぺろり、と舌を出して唇を舐なめるルナ。

　こ、こいつ……っ。

　とんでもない小悪魔だ。

「あと一応ね、自分の演技力を養うって目的もあるよ。あとあと、アプリ開発にも興味があってー。エルステの仕組みとか個人的に研究してるんだ。ステータスの変動のさせ方とかマニュアル化してブログとかにまとめたら絶対にバズるよねー」

　もしかしたらこれも演技なのかもしれないが──

「人の好意を踏みにじるような真ま似ねをしてました」と告白しておきながら、まったく反省の色が見えない。それどころか純粋に「楽しいよ！」とはしゃいでいる。

　言うなれば、邪気がない。無邪気ってこういうのを言うのか。

　ルナは困惑する俺の顔を覗のぞき込みながら、

「怒った？」

　と挑発的に訊きいてくる。

　その問いに、もちろん俺は──

「……怒ってない。というか、むしろ感謝してる」

「ありゃ、なんで？」

「『凛り珠ずに謝る口実ができた』って思っちまったからだよ」

　本当はそんなこと思っちゃいけないんだろうが、思ってしまった。

　ああ、助かったと。

「俺、昨夜のことで凛珠と喧けん嘩かしてそれっきりだからさ。ルナが本当に俺を騙だましていたんなら、『やっぱり凛り珠ずが正しかったです。ごめんなさい』って素直に謝れる」

「あー、そゆこと」

「ただでさえ、あいつのこと泣かせちまったし。怒る暇があるならいますぐ凛珠のところに行って謝りたい」

「君って、幼なじみに甘々だねえ」

　ごもっともだ。

　まさか恋心をもてあそばれていたのに怒りがわいてこないとは思わん。

「ま、それでいいや。ほら、幼なじみの涙を拭きに行くんでしょ？　行った行った」

「急に面倒くさそうな態度になったな……急せかさなくてもすぐ行くよ」

　俺はソファの上で三角座りしたルナの前を通り、出入り口に向かう。

　部屋の扉に手をかけ、

「ごめん。やっぱり待って」

　しかし直前、退室を止められた。

「なんだよ。まだ何かあるのか？」

「翔しようにまだ教えてないことがあった。出ていく前にそれ聞いて」

　さっきまでの嘲あざけるような調子は影を潜め、ルナは真剣な顔つきでスマホを操作する。

「これ、あたしのステータス」

　示されたのは、ルナが秘密にしていたエルステのステータス画面だった。




　石動いするぎルナ

【攻撃力】─────０

【防御力】─────０

【バイタリティ】──０

【メンタル】────０

【テクニック】───１００

【幸運】──────０




「テクニック全振り……これが、俺と相性抜群にするために調整したステータス？」

　やはり俺には、全振りの女の子と相性がいい法則でもあるらしい。

　しかし全振り現象まで故意に引き起こせるとは、こいついったいどこまでエルステの仕様を理解してやがるんだ。

「違うよ。これはあたしの素のステータス」

　俺の畏い怖ふにも近い感心は、しかし予想外の一言によってかき消される。

「確かにあたしはステータスをいじって遊んでたけど、それは過去の話で、翔と出会ってからはまったく演技とかしてないよ」

「……は？」

「つまり、あたしと翔しようは正真正銘、ナチュラルに相性度99％」

「はあああ!?」

　テクニック全振りなステータスが、ルナの素の状態だって？

　エルステのテクニックといえば、恋愛における駆け引きの上う手まさや、相手に合わせる能力を表す。先の言動も考えれば確かに、ルナにぴったりのステータスではあった。

「あたしと翔の出会いを思い出してみなって。あたしたち、運命の出会いベルで偶然知り合ったんだよ？　翔と相性のいい女性像とかリサーチする暇なんてなかったじゃん？」

　……言われてみれば。

　ルナとは、凛り珠ずを捜している最中の偶然の出会いだった。

　あのときはルナも「え、ウソ」と驚いていたのを覚えている。あれは演技も何もしていないのに相性抜群の男が現れて驚いたってことなのか。

　いや……だとしたらおかしいぞ。

「じゃあ、さっきの話……あれも全部、作り話なのか？」

「ん？　なんで？」

「だって俺を騙だましたりしてないって言うんなら、あんな嫌われるような話わざわざバラさないだろ。おまえ、もしかして俺が凛珠に謝る口実を作るために……」

　ルナが俺に対しステータスを偽っていないなら、凛珠の推理を肯定する必要はない。

　単に凛珠の勘が当たっていたことを「すごいね」と称賛したくなったのか。罪の意識を感じて話したくなったのか。俺をからかっているだけなのか。そういった可能性よりありえそうと思ったのが、作り話説。

　こいつ、自分を悪者にして俺の背中を押そうとしてくれてるんじゃないかって。

「ほう……なるほどねー。そういう解釈してくれるんだ……」

　ルナは興味深そうに俺を見つめ、意味深に口元を手で隠した。

　その手はすぐに退どけられ、今度は妖よう艶えんな微笑ほほえみを見せる。

「ま、いいや。ご想像におまかせします」

「おまかせするなよ。大事なことだろ」

「そんなに大事？」

「大事だよ。俺はルナを悪者にしたいわけじゃないんだから」

「ふーん……ね、翔。いろいろぶっちゃけたけど、一つだけ確かなことがあるよ」

　ルナは自身の唇に指を添えた。

　自然、さっきのキスを思い出してしまう。

「演技、してないって言ったでしょ。つまり、さっきの告白も演技じゃないから」

　好きと言われたことも思い出して──心臓が跳ね上がった。

　同時に「なんでこのタイミングで気づいた」って事実に気づく。

　俺はまだ、相性度97％の花か楽らにも、98％の裕ゆう子こにも、幼なじみの凛り珠ずにだって──面と向かって「好き」と言われたことはなかったんだ。

　それを、ルナは。

「どうする？　ルナちゃんここで待つけど、それでも幼なじみの涙を拭きに行く？」

　俺は真っ赤になってしまっているのを自覚し、思わず手で顔を覆う。

「……おまえ、なんかいろいろずるいわ」

　その言葉を最後に、ルナのテリトリーである個室を出た。

　カラオケ店からも退店し、夏の日差しに目を細めたタイミングで、エルステのメッセージが飛んでくる。送り主はいま別れたばかりのルナだった。

『さっきの反応、可愛かわいかったよ？』

　俺は返信せず、スマホをしまう。

　恐るべし、テクニック全振り女子──そのときの俺は「これ以上ルナと話していたら凛珠のことを忘れてしまうかも」という謎の危機感に襲われ、逃げるように走り出していた。





　　　　　◇　◇　◇






　凛珠に会いたい。いや、会わなきゃいけない。

　俺は逸はやる気持ちを抑えられず、スマホを操作する。

　まずエルステで連絡……既読が付かない。普通に通話……出ない。自宅……留守。

　スマホを最大限に活用しても、凛珠の居所が掴つかめない。

　もしかしてまだ寝ているのかと思い、直接凛珠の家に足を運んだ。が、家の人に訊きくと凛珠は朝早くからどこかに出かけたらしく、戻る時間もわからないとのことだった。

　夜まで待つか。

　ダメだ、いますぐ会いたい。

　俺は凛珠の居場所を知っていそうな人物に連絡を取り──探そうとしたのだが、あいにくあいつの交友関係とか詳しくない。クラスも別だし。

　共通の友人である花楽はいま家族旅行中らしく「お力になれなくて申し訳ありません」というメッセージ。裕子はスマホを見ていないのかしばらく待っても既読が付かない。

　あとはなんだ。何ができる。

　凛珠の行きそうなところ──と考えて。

「……そうだ」

　スマホ画面を凝視していたら、とあるアプリアイコンが目に留とまった。

　ひらがなの『ゆ』と書かれたアイコン──ゆかりさん（β）だ。

　亮りよう子こ姉ねえが授けてくれたこのお悩み相談アプリなら、もしかしたら。

　俺は文字を打ち込む間も惜しく、音声で内容を伝える。

「凛り珠ずと喧けん嘩かしたんだ。あいつの行きそうなところを教えてくれ、ゆかりさん」

　高性能のＡＩであるゆかりさんは、しばらくしてから回答を寄よ越こしてくれた。




『あなたはそれでも男ですか？　喧嘩した幼なじみを捜すのに他人を頼ってどうします。自分の足で捜しなさい。自分の手で見つけ出しなさい。そして誠心誠意謝りなさい。たとえあなたに非がなくとも。それができなければあなたはただのクズ野郎です』




　なんだか以前使ったときよりも毒舌レベルが上がっているような気がした。

　ゆかりさんの無機質な音声と無情な返答にダメージを受けつつも──闘志が湧く。

　不思議だ。罵ば倒とうされたことで逆に「やってやろうじゃねえか！」って気になる。モニターとして、あとで亮子姉にも伝えておこう。やっぱり毒舌設定は必要だったって。

　スマホをしまおうとして、しかし寸前で気づく。

　ゆかりさんは音声ではああ言いつつも、連携しているマップアプリを開いて凛珠の行きそうな場所をピックアップしてくれていた。

「ゆかりさん……！」

　俺はＡＩの粋な計らいに感激しつつ、足を動かす。

　示された場所は、俺自身もよく凛珠と一緒に行く場所──駅前や、近所の公園、ショッピングモール、人気の散歩コースに、夏だからなのかプールなども──って、多いわ！

　これもゆかりさんなりの愛なのだと受け取り、黙って走る。

　各所を駆けずり回って、それでも凛珠の姿は見当たらない。

　今日は雲一つない猛暑。汗なんてとっくに吹き出している。正直クソ暑い。

　つらい。きびしい。家に帰ってシャワー浴びて、エアコンの効いた部屋でベッドにダイブしたい。

　でもそれより凛珠に会いたい。

　俺は、いまならどんな苦行にだって耐えられる気がした。

「やってやろうじゃんか……！」

　額の汗を拭ぬぐいながら、さらに足を速める。

　周囲は住宅もまばらな山の中。とはいえそこそこ大きい森林公園があるし、小学生なら昆虫採集に訪れたりしそうな場所だ。

　はっきり言って凛珠が来そうな場所ではなかったが、俺は妙な予感に駆られてこんなところにまで迷い込んでいた。主要な場所はあらかた回ってしまったという理由もある。

「あれ、友とも柳やなぎ？」

　そこで俺は、久しぶりの顔に遭遇した。

　中性的な顔立ちのそいつは、梶かじ君きみ尋ひろである。

　梶は極ごく彩さい色しきの目立つエスニック調のファッションに身を包み、やたら大きい歪いびつな形の杖……というか木の枝だけを持って、俺の視界に立っていた。

「夏休みを利用して山道で体作りかい？　感心だね」

「そういう梶はどこに……いや旅に出てたのは知ってるけどさ。マジでどこの国行ってたんだおまえ」

「異世界」

「…………」

「うそうそ、冗談だよ」

　こいつならそんなところまで行っていたとしても不思議じゃないと思ってしまった。

「土産みやげ話ばなしをしてあげてもいいけど、なんだか忙しそうだね」

「ああ。ちょっと凛り珠ずを捜してる」

「ふむ。捜査の基本は足、って感じの疲れ方だね。文明の利器は使わないの？」

「電話もエルステも出ねえんだよ」

「だから虱しらみ潰つぶしに？　家にはいないんだよね？　あ、友柳の家とか」

「そのへんはとっくに確認した」

「じゃあ電話に出られない状況だ。バスとか電車の中とか、学校とか」

「学校──」

　さあ──っと、火ほ照てった身体に気持ちの良い風が通り抜けた気がした。

　学校。その可能性には行き着かなかった。

　いまは夏休み中で、今日は登校日でもなんでもない。

　だけど演劇部の助すけっ人とで登校していたルナのように、絶対にないとは言い切れない。

　凛珠は部活にも委員会にも所属していないはずだが、それでも──なくはない。

「くあー……そのへん思いつかなかった！　サンキュー梶！　今度なんか奢おごるわ！」

「土産話に付き合ってくれるだけでいいよ」

　俺は猛暑に似合わぬ爽やかな笑みの梶と別れ、学校への道を行く。

　学校、学校……いや夏休みだぞ？　学校に用ってあるか？

　途中、何度も不安に駆られながらも、足は止まらなかった。

　ただそこにいてくれと願いながら──俺は文ふみ樹き坂ざか学園の校門まで来た。

　あたりまえだが……人、いねえ。

　いや中に入ればさすがに誰かいるだろう。っていうか俺私服だ。夏休み中とはいえ制服着てなきゃ中入っちゃダメだったよな。着替えに戻るか。んな暇あるか。突撃してやる。

「翔しようちゃん……？」

　と、俺が無謀な考えを実行に移そうとしていたときだった。

　いままさに校舎から出てきたらしい凛り珠ずが、校門の向こう側に立っている。

　凛珠は当然のごとく白ブラウスとスカートの輝かしい制服姿で、きちんとスクールバッグも持っていた。

「汗だくだけど、どうしたの？」

　俺の様子を見て、きょとんとした顔で訊きいてきた。

　息を整え、答える。

「おまえ、こそ……夏休みなのになんで登校してるんだよ」

「私はちょっと、調べものがあって。宿題も終わってなかったから、学校の図書室に」

「なんでスマホの電源切ってた」

「と、図書室はお静かに、だから」

「真面目まじめか。マナーモードでいいだろ」

「うっ……その、昨日、翔ちゃんに怒られて……宿題の途中で連絡とか来たら気まずいな、とか思ってたら集中できなくて。うん……だから」

　ああ、そうか。そうだよな。

　俺は凛珠に言い過ぎてしまったのを気にしていたが、凛珠だって俺に怒られて言い過ぎたと感じているはずなんだ。そりゃ気まずくも思うさ。ああ、よくわかる。

「あ、あのねっ、翔ちゃん。昨日は──」

「──ごめんっ！」

　まだ手遅れでないことを願って。

　俺は、大きく頭を下げた。

「しょ、翔ちゃん!?　なんで翔ちゃんが謝るの!?」

「昨日は俺が言いすぎた。悪いのは俺だ」

「そ、そんなことないっ。悪いのは私だよ。私、あれからずっとどう謝ろうかって──」

「いいや、違う。言いすぎたのもそうだけど、俺が謝りたいのはそれだけじゃないんだ」

「へ？」

「俺、おまえの気持ちに気づいてた」

　探しながらずっと「会えたらこう言おう」と思っていたことを、言う。

　凛珠に謝らなければならないこと──それは、昨日言いすぎたことだけじゃない。

　俺自身が、自分の気持ちを誤ご魔ま化かしていたこともだ。

「おまえがあんなに大量の資料を集めてくれたのも。ルナを疑ってかかったのも。花か楽らや裕ゆう子こに突っかかっていったのだって。全部、俺のことを想おもってやってくれたんだろ？」

「……っ。それはっ、でも。私の独りよがりなおせっかいだから……」

「俺、そんなおまえの好意を知ってて、その……ちょ、調子に乗って……」

「え？　なんて？」

「だから、つまり……」

　覚悟は決めてきたつもりだが、面と向かって心情を吐と露ろするのは恥ずかしい。

　でも、言わなきゃ始まらないから。意を決し、俺は──

「やきもち焼く幼なじみ可愛かわいいなって！　ずっとそう思ってたんだよ！」

　つい大声を上げてしまう。

　不意打ちを食らった凛り珠ずの顔は、見る見る内に真っ赤に染まっていった。

「か、可愛いって」

「だってそうだろ!?　凛珠はいつだって俺のこと考えてくれて、だから花か楽らたちにもあんな風に必死になって対抗して、でもだいたい打ちのめされて、へなちょこで！」

「へ、へなちょこ!?」

「へなちょこだろ！　いつも挑発してくるくせに俺がデレるとすぐヘタレる！」

「ななななな!?」

「でも俺は、そんなヘタレなところも可愛いって思ってて！　だから俺は……っ」

　まずい。勢いで自分の気持ちを伝え始めたものの、これどう着地させよう。

　まさか付き合ってくれと言うわけにはいかない。いや、望む関係など最初から決まっている。あとはどう言語化するよって話で。ええと、落ち着け。ええと、ええと──

「……翔しようくんに凛珠ちゃん？　校門でなにやってるの？」

　続く言葉を考えていると、後ろから不意に声をかけられた。

　振り向くと、裕ゆう子こが立っていた。

　凛珠と同じで図書室に宿題をやりにでも来たのか、スクールバッグを携えた制服姿で。

　その隙に、

「あーっ！　私、急用思い出した！　それじゃあ二人ともまたねぇええ────っ！」

「え？　あっ──凛珠！」

　凛珠が逃げ出す。

　持っていたスクールバッグをも置き去りにした、全力疾走で。

　裕子の闖ちん入にゆうが原因か。それよりなにより俺の言動に恥ずかしくなってか。

　要するに、いつものごとくヘタレてしまった。

　遠ざかっていく背中を見ながら、俺は肩を落とす。

　結局いつものパターンかよ……と吐き捨てようとしたところで、

「翔くん。これあげる」

　目の前に、プロテインバーが差し出された。

　棒状の栄養補助食品。走り回ってヘトヘトのいま、俺にはとびきりのごちそうに見える。

「邪魔しちゃったみたいだし。お詫わびの印」

「裕ゆう子こ……俺、凛り珠ずに言わなきゃいけないことがあるんだ」

「事情はわからないけど、大事なことなんだよね？　だったら追いかけるべきだと思う」

　裕子は薄く微笑ほほえみながら、俺の背後に回る。

「夫の背中を押すのは妻の役目だぞ」

　言いながら、物理的にも背中を押してくれた。

　……危うく惚ほれそうになる。

　いや、裕子には悪いが、いまは凛珠を追いかけるほうが先だ。

「ありがとう。いってくる」

「うん」

　俺は受け取ったプロテインバーを一口齧かじり、走り出す。

　口中に甘みが広がり、体力が回復する。そう信じ込んで、足を速めた。

　視界の奥にいた凛珠との距離が、徐々に詰まっていく。

「な、なんで追いかけてくるのぉおおおおおお!?」

「おまえのせいだろ！　大事な話の途中なんだから逃げんなや！」

「こ、これは逃げてるわけじゃなくて──うにゃああああああああ！」

　右腕をぐるぐる回転させながら走る凛珠。あ、こいつさっき俺が「可愛かわいい」って言ったの思い出してめっちゃ喜んでやがる。

　だったら止まれよと思いつつ、止まってくれないので追いかける。

　学校を出て、住宅街に。運動部の外周ってわけでもないのに男女が全力疾走しているから、道行く人々には怪け訝げんな顔をされた。

「おま……いい加減に止まれよ！　何が楽しくて夏の猛暑日に全力ダッシュしてんだ！」

「嫌なら翔しようちゃんが止まればいいじゃん！　私はただ急に運動の喜びに目覚めただけだから！　走るの楽しい！　かけっこ最高！」

「速く走れるスニーカー買ってもらった小学生かおまえは！　そんなに胸揺らしやがって！　走りづらいくせに！」

「せ、セクハラだよぉ！　これは誰のために……うにゃあああああああああ！」

　人は叫ぶことで実力以上の力を発揮できると、何かのスポーツで聞いたことがある。

　凛珠はそれを体現するかのように、可愛らしい叫び声を上げながらさらに加速した。

　俺は一瞬止まり、一瞬で息を整えてから、再びダッシュ。

　気づけば空は茜あかね色に染まり始め、右側の景色は水面みなもの輝かしい川になっていた。

　見覚えのある河か川せん敷じきだ。

　昔、凛珠と一緒に花火を見に来た記憶がある。

　昔話でも始めれば足を止めてくれるだろうか──そんなことを考え始めたそのとき、

「はっ、はっ、はっ……も、もうだめ、脇腹、痛いっ」

　凛り珠ずが急に速度を緩め、ふらふらしだした。

　そのまま真横に、傾斜になっている河か川せん敷じきのほうに倒れ込む──って、危ない！

「凛珠！」

　俺は最後の力を振り絞り、凛珠の身体を支えようと飛びついた。

　でも、支えきれなかった。

　俺たちはもつれ合うように倒れ、そのまま傾斜をごろごろと転がる。

　幸いにも生い茂っていた雑草がクッションになり、怪け我がはなかった。

　しかしお互い土と草にまみれ、無ぶ様ざまな姿を晒さらす。

　ともあれ。

「はあ、はあ、はあ…………はあ～」

　凛珠は止まった。止まってくれた。

　俺は仰あお向むけに寝転がり、すっかり夕暮れな空を仰ぐ。

　傍かたわらの凛珠も体力切れといった様相で、荒い呼吸を繰り返しながらうずくまっていた。

「よ、ようやく、止まってくれたな、凛珠。あのさ」

「う、ううう～」

　体力切れの凛珠は逃げることができず、せめて聞かないようにと手で耳をふさぐ。

　首まで真っ赤にしながら怯おびえる幼なじみの手を、まさか強引に退どけるわけにもいかず……俺は身を起こし、凛珠の後頭部に触れた。

　頭を抱きかかえる形で、こつん、と俺の胸に押し当てる。

「あっ……」

　凛珠の表情が見えなくなってしまったが、仕方がない。

　俺は凛珠の頭の上から、囁ささやきかけるように校門での続きを伝える。

「あらためて、ごめん。そんでもって、ありがとう」

「……なんの感謝なのかわかんないよ、それ」

「それは……俺の幼なじみでいてくれて、だよ」

　凛珠はもう抵抗する力が残っていないのか、俺の胸の中で静かに耳を傾ける。

「俺、幸運全振りになったとき舞い上がって彼女作るとか言ったけどさ。あれからしばらくして、相性度高い女の子ともたくさん知り合って、それでもまだ彼女作れてないだろ？」

「うん」

「誰かに決めようって思うと、いつもおまえの顔が頭をよぎるんだよ。幼なじみ離れできてないっていうか、その、だから……凛珠のほうが可愛かわいいよな、とか考えちまって」

「……もしかして私、迷惑？」

「んなわけあるか」

　それだけはない。万が一にも誤解してもらいたくないから、強く言う。

「つまり、あれだ。俺はいまのところ、他の誰よりも、凛り珠ずのことが好きなんだよ」

「────ッ」

「お、幼なじみとして！」

　慌てて言い直す。

　あ、危なかった。感情に任せて破滅への道を突き進んでしまうところだった。

　凛珠がどんな表情をしているのかは窺うかがえない。だけどやはり逃げ出す素振りはない。

　ならこのまま続けよう。いまの正直な気持ちをぶつけてみよう。

「凛珠のおせっかいなところは日頃から面倒くさいと思ってたけど、やっぱそれ以上に可愛かわいいって思ってたし、純粋に嬉うれしかった。それなのにときどきぞんざいな態度取ってたのは、ごめん。あと、えっと、特に言うと、あれだ。なんか色っぽい声で挑発してくるときと、ヘタレてるときのギャップが、特に可愛いと思う。や、違くて。いや、違わないけど。ええと、つまりですね」

　しまった。正直な気持ちをぶけようと躍起になって、よくわからなくなってきた。言わなくていいことまで言ってしまった気もする。たぶんいま顔真っ赤だよな俺。

　そろそろまとめないと凛珠だってどう受け取っていいか困るだろう。

　俺は言葉を区切り、少しだけ声を張り上げて、

「これから先も、最愛の幼なじみとして俺の隣にいてください」

　言った。

　反応を待つ。

　……凛珠はしばらく微動だにせず、声もなかった。

　俺はこれ以上言葉を並べても格かつ好こ悪くなるだけだと思い、黙って待った。

　そして。

「……運命の女の子と恋人になるより、相性度１％の私と幼なじみでいたいの？」

「い、いまのところは」

「翔しようちゃんの幼なじみ大好きマン」

「うるせえ」

　なんだか妙に懐かしい感じの返事が返ってくる。

　ああ、これだ。

　これが俺の求めていたものなんだ。そう思わずにはいられない安あん堵ど感かんがある。

「翔ちゃん、あのねっ」

　凛珠は俺の胸に顔を埋うずめたまま、

「わ、私も……翔ちゃんのこと、好きだよ。幼なじみとして……」

　そう言ってくれた。

　後ろに「幼なじみとして」とは付くものの、ずっと待ち望んでいた言葉を、ようやく聞けた。

　感極まり、つい凛り珠ずの表情が見たくなった──そのとき。




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




「「…………え？」」

　二人して素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　いまなんか、聞き覚えのある音がしたような。

　誤作動かと思い、俺はスマホを取り出す。凛珠も同じように自分のを取り出した。

　画面を見るとエルステが起動していて、こんな内容が書かれていた。




『相性度１００％　友とも柳やなぎ翔しようさん──火ひ澄ずみ凛珠さん

　おめでとうございます。お二人は幸せ間違いなしの相思相愛です。お幸せに！』




　……へ、へえ～。

　普通は数字だけだけど、相性度１００％だとこんなお祝いメッセージみたいなものが付くのか。へえ～、知らなかったなあ～。

　それはともかく。

　俺と凛珠が……相性度１００％だって。

「「えぇええ────っ!?」」

　同じ画面を確認していただろう凛珠と、揃そろって驚きの声を上げる。

　いや、だって俺たちいままでずっと相性度１％で。だから悩んでて。

　それがいきなり１００％って、なんで？　俺たち何かした？

　何かしたかといえば──告白した。

　あくまでも幼なじみとしてだけど、お互いに正面から好きと言い合った。

　だから？

　二人が相思相愛だとエルステが認識して──相性度が変わった？

「そんなこと、ありえるのか!?」

「……えへっ。翔ちゃん」

　突然の摩ま訶か不ふ思し議ぎ現象に混乱する俺の眼前、凛珠は。

　いったいいつからだったのか──ぽろぽろと涙を流していた。

　目元の涙を手で拭ぬぐい、相性度１００％のスマホ画面を見せながら。

「か、神アプリ曰いわく、私たち……相思相愛、らしいですよ？」

　とびきりの笑顔で、そう言った。

　いつからだったとしても、いま見える涙は紛まぎれもなく、嬉うれし涙のそれだ。

「やった……ぃいいやったぁあああああああああああ！」

「凛り珠ず!?」

　感極まった凛珠は、タックルのような勢いで俺に抱きついてくる。

　俺は咄とつ嗟さに受け止めるも、勢いが強すぎて再び河か川せん敷じきを転がるハメに。

　二人で抱き合ったまま、雑草の上をごろごろ。

　勢いが弱まっても止まる気になれず、わざわざ自分たちで反動をつけて、執しつ拗ようにごろごろした。

　この一瞬が、とにかく楽しくて。

「はは……はははっ」

　思わず笑ってしまう。

　絶対に無理だと思ってたのに、こんな簡単なことで相性度が変わるなんて。

　凛珠は俺に覆いかぶさる形でぎゅっとしたまま、離れようとしない。

　俺もあえて突き放したりはせず、むしろさらに強く抱擁して。

　凛珠は……ヘタレることなく、抱擁を受け入れてくれた。

　相性度１００％の幼なじみを抱きとめたまま仰ぐ茜あかね空は、最高に綺き麗れいだった。












「ねえ、翔しようちゃん」

「うん」

「さ、さっきの、ね。少しだけ、訂正してもいいかな？」

「あー……いや、待った。その前に、俺も一つ訂正したい」

「翔ちゃんも？」

「ああ。たぶん、二人とも同じ部分だろうけど……これは俺から言いたい」

　思いがけず、人生最大とも思われた壁が取り除かれた。

　ならチャンスを逃してはならない。

　さっきは「幼なじみとして」だったが。

　今度は「幼なじみとして」ではない、正直な気持ちをぶつけよう。

「わかった。私も言いたかったけど、翔ちゃんに譲ってあげる」

　言って凛り珠ずは、俺の胸にぐりぐりと顔を擦こすり付けてくる。

　悪くない形だが──やっぱりこれは、顔を見ながら言いたいな。

　俺は凛珠を抱きかかえたまま身体を起こす。

　幼なじみの身を正面に置いて、互いの位置を調整しようと考えた。

「凛珠」

　努めて冷静に、格かつ好こ良く決めるために。

　相手の肩に手を置き、俺はずっと言いたかった言葉を口にする。

　そう、幼なじみから恋人になるための誓いの言葉を。

「あらためて──好きだ。俺と付き合」

　むにょん。

「ひゃう!?」

「って、く……あれ？」

　凛珠の肩に置いていたと思っていた俺の手が、あらぬ方向にいっていた。

　掌てのひらに感じるのは、極上の柔らかさ。

　生地の薄いブラウスのしっとりした感触。

　その向こう側にある大きめの下着のごわっとした感触。

　それら二枚の布に覆われながらも圧倒的弾力でもってむにょんとする感触。

　事故だ。

　事故だが、こういうことってあるんだな。

　俺の右掌は凛珠の胸に触れていた。

　触れていたっていうか……仰あお向むけの体勢から彼女を抱き起したので距離感を見誤ったというか。言い訳はともかく、控えめに言って揉もんでしまった。

　つい衝動的に、そのまま指も動かしてしまう。五本全部。

「ひゃっ……」

「お、おおう……」

　すごい柔らかい。

　小学生並みの語ご彙いで、そう思うしかなかった。

　常日頃から「すごそう」とは思っていたが……実際こんなにすごかったんだ。

　今世紀最大とも言える感動を揉もみながら噛かみ締めていると──ふと我に返った。

　視線を変形した胸から、ちょい上へ。

　凛り珠ずは、真っ赤な顔でフリーズしていた。

「ご、ごごごごごごめん！」

　大慌てで手を離す。

　凛珠は支えを失っても倒れたりはせず、それどころか眉一つ動かさず、固まっていた。

　顔からはぷしゅーという音が出ているような気がする。沸騰したヤカンというべきか、熱暴走を起こしたパソコンと形容するべきか、羞しゆう恥ち心しん全開の幼なじみと捉えるべきか。

　凛珠は熱っぽい目で俺を見て、言う。

「あ、あのね、翔しようちゃん。私、大事なこと言い忘れてた」

　大事なこと……？

「は、はい。なんでしょうか」

「これ、妹のスマホなの」

　……なんかまた突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。

「いや、おまえ一人っ子じゃん。急になに言ってんの」

　俺は怪け訝げんに思いつつも、冷静に返す。

　様子がおかしい。何か嫌な予感もする。予感というか既き視し感かんがある。

「実は私には生き別れの双子の妹がいてね。名前は凛珠に夢と書いて凛り珠ず夢むちゃん。外見も似てるからよく間違われるっていうか、実はいまこうしている私が凛珠夢ちゃんで、つまりこのエルステの相性度は凛珠夢ちゃんのことで、翔ちゃんと相思相愛は私じゃなくて」

　支離滅裂な超展開の説明を始める幼なじみ。

　もちろんその言動に正しい部分など一ミリもないのはわかっている。

　ではなぜ凛珠はいきなりこんなことを言い出したのか。

　賢明にして幼なじみの機微に敏感な俺は、とっくに気づいていた。

「じゃ」

　凛珠が立ち上がる。

　立ち上がって、俺に背中を見せた。

「凛珠夢ちゃんにスマホ返してくるぅうううううううううう！」

「はあ!?　ま、待って凛珠！　凛珠ぅうううううううううう！」

　逃亡。

　凛り珠ず夢むちゃんなる架空の妹にスマホを届けるため、逃亡。

　つまり──ヘタレた。

　胸を揉もまれた恥ずかしさに耐えきれず、ヘタレた。

　いつものように、平常時のように、何十回と繰り返してきた幼なじみとの毎日のように。

「……相性度が変わってもヘタレ癖は変わらないのか」

　俺はそれを、追えなかった。

　相思相愛が確認できたいま、無理して追う必要もないと判断したのが一つ。

　でも最大の理由は、

「…………めっちゃよかった」

　掌てのひらに残る余韻がすごすぎて、俺自身、凛り珠ずにあらためて「付き合ってくれ」と言うのが照れくさかったからだ。
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　不具合のお知らせ。

　ご利用ありがとうございます。『L-Status』運営事務局です。

　現在、一部のお客様において相性度が実際とは異なる数値になるエラーを確認しております。上記不具合に関して、現在調査・対応を行っております。お客様にはご迷惑をおかけしますが、修正までしばらくお待ちください。





※追記：修正が完了いたしました。再度アクセスすると正しい数値が表示されます。

　お客様にはご迷惑をおかけいたしましたこと、深くお詫わび申し上げます。

　今後とも『L-Status』をよろしくお願いいたします。






　──昨晩、一人で家に帰った後。

　エルステからそんなお知らせがあった。

　どうにも相性度を測る機能にエラーが起きていた時間帯があったようで、それがちょうど、俺と凛り珠ずが河か川せん敷じきで想おもいを伝えあっていた時間であるらしい。

　翌日の朝、俺は目覚めとともに確認する。

　現在は修正され、相性度は正常な数値に戻っていた。

　俺と凛珠の相性度は──１００％ではなくなっていた。

「ま、そりゃそうだよな」

　ベッドの上であぐらをかきながら、ため息をこぼす。

　冷静になって思い返してみれば、別段おかしなことではなかった。

　あたりまえだが、エルステはスマホアプリである。

　相性度の測定は、あくまでもスマートフォンを介して行われる。互いのステータスやプロフィールを照らし合わせたり、トークでのやり取りや頻度を見たり。

　何もスマホを介してユーザーの言動を逐ちく一いち収集し相性度の参考にしているとか、一挙手一投足を監視し実際の二人の行動で判断しているとか、そういう機能はない。いくら昨今のアプリといえどそこまでハイテクではない。

　だから、その。

　お互いの素直な気持ちをぶつけ合ったからといって、いきなり相性度１００％になったりするわけはないのだ。

　昨日、俺と凛り珠ずが「好き」と言い合ったタイミングで奇跡的に相性度が１００％になったのは──奇跡的ではなく本当に奇跡。またの名を単なる偶然。正式名称は不具合。

　ぬか喜び、だったわけだ。

「はあ～」

　俺はもう一つ、大きくため息をこぼしてベッドの上に寝転がった。

　昨夜寝る前にこのお知らせを見たときは「はああああああ!?」と思ったが、一晩経たったいまはそれほど憤慨もない。

　俺はスマホを操作し、エルステの『友だち』欄から『火ひ澄ずみ凛珠』を選ぶ。

　相も変わらぬ攻撃力全振りのステータスを確認し、相性度をタップ。

　表示された数値は──10％だ。

「へへっ」

　思わずにやけてしまう。

　１００％は不具合だった。

　しかしどのタイミングで上がったのかは不明だが、深夜の内に修正が完了したいま、俺たちの相性度は元の１％から十倍の10％に上昇していたのである。

　これは俺にとって、希望ともいえる大きな進歩だった。

「どうしよっかなあ、これ。これでもめっちゃ低いとはいえ、元の十倍に上がったってすごいよなあ。もう一回繰り返せば１００％にだってなるよなあ、これ」

　そんな単純なものではないだろうけど。

　だとしても、希望が持てた。

　憑つき物ものが落ちたような晴れやかな気持ちで、俺は起き上がる。

　さっき凛珠から連絡が来ていた。朝ごはんを一緒に食べたいからと、我が家のリビングに来ているらしい。夏休みの特に予定もない一日だというのに、可愛かわいい幼なじみめ。

　相性度の変化や不具合については、お互いまだ触れていない。そもそも昨日の告白についても言げん及きゆうせず『朝ごはん食べよ』『おう』のやり取りしか交わしていなかった。

　──一度は諦めた『相性度を上げる』という目標を、もう一度掲げてみていいものか。

　これについて、凛珠はどう思っているんだろう。実際に顔を合わせて確認したい。

　そんな風に考えながら着替えていると、スマホが震えた。

　エルステだ。表示されているメッセージは──

『昨日あれからどうなった？　勢い余って付き合っちゃったりした？』

　送り主はルナだった。

　凛珠とのことを言いたいのだろう。俺はとりあえず『いいや』とだけ送っておく。

　するとすぐに返信がきた。

『そっか。じゃあこれから楽しくなりそうだね。ねー、翔しよう？』

　…………？

　何が楽しくなりそうなんだろう、よくわからん。

　俺がスマホを見て不思議がっていると、続けて画像が送られてきた。

　……ルナのパジャマ姿を写した自撮り写真だった。

　しかも胸元が不自然に開いてるの。

　朝からなんて不健全なものを──と思う一方で、不覚にも「やっぱ可愛かわいいな」と思ってしまったり。いや、よくないよくない。いまはまず、凛り珠ずへのスタンスを決着させないと。

「よっしゃ！」

　俺は着替えを終え、気合を入れてから凛珠のもとへ向かう。

　部屋を出てリビングへ。

　そこには──

「あ、翔しようちゃん。おはよう」

　私服にエプロンをかけた、笑顔の幼なじみがいた──の、だが。

「…………おはよう、凛珠」

「うん、おはよう。って、どうしたの翔ちゃん。なんか変な顔だよ？」

「いや、変な顔はどちらかというとおまえのほう……ってか、それ、どうした？」

　俺は眉を寄せながら、凛珠の額を指差す。

　前髪の向こうで不自然なくらい目立っているそれは、絆ばん創そう膏こうだ。

　市販のよく見るやつではない。白くて大きくてバツ印で、漫画のギャグシーンなんかでよく見るような、逆に言えばそういうのでしか見ないような、どこで買ったのそれって言いたくなる絆創膏だった。

「あ、これ？　これはあの、昨日ね、家の階段で転んじゃって」

「昨日って……俺と別れてから？」

「え？　私と翔ちゃん、昨日会ったっけ？」

　とぼけた感じに首を傾かしげる。

　嘘うそでしょう。

　思わずにはいられない。実際嘘だろう。バレバレでも、凛珠は続ける。

「じ、実は転んだ拍子に私、軽く記憶を失っちゃったみたいでー！　うん、プチ記憶喪失！　夕方頃なにやってたのかぜんぜん覚えてないんだよね！」

　そんな都合のいい記憶喪失があってたまるか。

　俺は叫びたい気持ちを懸命に抑え、静かに問い詰める。

「……学校の図書室で宿題してたのは」

「それは覚えてる」

「帰かえり際ぎわに俺と会ったよな」

「う、うーん、どうだったかな。どちらかといえば会ってない、気がする」

「俺とエルステの相性度が１００％になったのは」

「え、ええ～？　やだなあ。私と翔しようちゃんの相性度はずっと１％だよ？　ほらっ」

　白々しい素振りを続けたまま、凛り珠ずはスマホを見せてくる。

　そこには俺の名前と、ステータスと──相性度１％の数値が。

　１％。

　いちぱーせんと──１％だと!?　なぜ!?

　俺は自分のスマホを取り出し、エルステを起動させて凛珠との相性度を確認する。

　何かの間違いだと思ったのに、こちらも数値は１％だった。

　凛珠のスマホと並べてみても、１％。そりゃそうだよ二人の相性度なんだから。

　じゃなくて。

　１００％は不具合だったにしても、ついさっき確認したときは10％だったんだぞ。それがなんでまた１％に逆戻りしてんだよ。おかしいだろ。

　なんて風に思っていたら、運営からのお知らせが更新されていることに気づく。

　長ったらしい説明文の中で俺の目を奪ったのは、『再修正』の文字。

　……どうやら修正はまだ完了していなかったらしい。少なくともさっき、俺が10％を確認した時点では。

　それがおそらく、俺が着替えているときかルナとやり取りしていたときに完了し──正常な数値がいま、これ。

　はー、そですか。

　ざけんな。

「あ、ひょっとしてさっき少しの間だけ10％になってたことを言ってる？　あれには思わずガッツポ──なんにもしてないけど！　驚いちゃったよね！」

「……凛珠さあ。本当に何も覚えてないの？　河か川せん敷じきでのことも。抱き合ったことも」

「あっ──え、えええええとっ！　なんにもなかったよね！」

「ちょっと思い出しそうになって顔赤くしてんじゃねえよ」

「知らない！　私は何も知らないから！」

「わかりました。じゃあ俺にも考えがあります」

　やっぱこの幼なじみ、めんどくさい。可愛かわいいけど、めんどくさい。

　俺はヘタレを再発させ記憶喪失ごっこ中の凛珠に、ジト目で言う。

「あらためて宣言します。この夏休みが終わるまでに彼女作る」

　凛珠は真っ赤だった顔を真っ青にして、絆ばん創そう膏こうを外す。もちろん傷一つなかった。

「ちょっ……夏休みってあともう一週間くらいしかないよ!?　そんなの無謀っていうか、翔ちゃんにはまだ早いよ！　私たちまだ１％だから！　これからだから！」

「黙れ可愛かわいい幼なじみめ！　こちとら運命の相手が三人もいる幸運全振り男子なんだよ！　１％の幻想になんて縋すがらなくても──あれ」

　当てつけの意味を込めて運命の出会いベルを再生してやろう、と思った。

　そのためにエルステを起動させ、花か楽らとの相性度を確認したら。

　──数値が１００％になっていた。

「は？　あ、え？　な、なんで？」

　わけがわからず動揺する俺。そしたら今度は、




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




　運命の出会いベルが鳴った。

　俺はまだ再生ボタンをタップしていない。自動で鳴った。

　続けて、




『相性度１００％　友とも柳やなぎ翔しようさん──大おお町まち花楽さん

　おめでとうございます。お二人は幸せ間違いなしの相思相愛です。お幸せに！』




　昨日の夕方に見たお祝いメッセージが、今度は花楽バージョンで表示される。

　これは相性度が１００％になった瞬間ではなく、運命の出会いベル同様お互いが近くにいるときに鳴るようだから、つまり──




　ピンポーン♪




　今度は運命の出会いベルではなく、玄関のチャイムが鳴った。

　ふと視線をやってみると、凛り珠ずは魂が抜けたような表情で固まっていた。

「り、凛珠。あの、ちょっと出てくる」

「……はっ！　わ、私も行く！」

　俺と凛珠は「そんなまさか」という想おもいを抱いだきながら、足早に玄関に向かった。

　扉を開けたその先に立っていたのは、

「おはようございます、先輩」

　もちろん花楽だった。

　その小さな手には、エルステ起動中のスマートフォンが。

　運命の出会いベルが自動で鳴り、相性度１００％のお祝いメッセージが表示されたのは、花楽が我が家の玄関まで来ていたからだった。

「その様子ですと、すでにお気づきになられたようですね」

「そういう花か楽らも……？」

「ええ、もちろんです。嬉うれしさのあまり、これはさっそく約束を果たさなくては、と思いまして。大急ぎでお伺いしたしだいです」

「約束って──」

　覚えてる。覚えてはいるが、声に出して訊きかざるをえなかった。

　花楽はいつか見たあの満面の笑みを浮かべ、心底嬉しそうに。

「相性度がマックスになったので、これで自信を持って恋ができます！　というわけで──好きです、先輩。あらためてになりますが、わたくしとお付き合いしてください！」

　一度は撤回した告白を、再びした。

　今度は純粋に、ちゃんと「好き」という言葉も添えて。

　なぜ急に相性度が上がったのかはわからない。不具合修正がきっかけ？

　真相は不明だが……はっきりと断言できるのは、このときの花楽の笑顔が過去最大級に可愛かわいかったということで。

「い、インターセプトォ────ッ！」

　そんな過去最大級の笑顔は、間に割って入った凛り珠ずの背中で見えなくなった。

　叫びのとおり花楽の告白を妨害せんと、慌てふためいた様子で言葉を並べる。

「あのね花楽ちゃん！　いまエルステ不具合多いの！　私と翔しようちゃんの相性度も昨日から１００％に──はなってないけどぉ！　10％になったりそれ以上とか最高値とかになったりなかったりえとえとあのあの！　だ、だからそれもたぶん何かの間違いでぇ！」

「凛珠さん……」

　花楽は怒らず揺るがず、余裕の笑みでスマホを操作する。

　運命の出会いベルが大音量で再生され、凛珠が「うにゃあああ！」と膝ひざを折った。お経で祓はらわれる悪霊か何かかおまえは。

　凛珠を退けた花楽は一歩俺に近づき、頬ほおを赤らめながら言う。

「あの……先輩。これ言うのは恥ずかしいんですけど、凛珠さんを納得させるためにも、もう一つご報告してもよろしいでしょうか？」

「な、なんだろう」

「えと、ですね」

　もじもじしながら言葉を溜ためる。花楽にしては珍しい素振りだ。

「……わたくし、胸のサイズが一センチ大きくなっていました。たぶん、だから、です」

　しばらく待って届いた報告に「なるほど」と思ってしまう。

　花楽の胸が大きくなった。

　つまり、凛珠のサイズに──俺の好きなサイズに近づいた。












　だから相性度も上がったと。

　……って、そんな単純な話があるか!?

「おそらく成長期かと。ええ、はい。これからもっと育つはずです。というわけで先輩！　近い内にまた、新しい下着選びをお願いしますね」

「あ、新しいのって……！」

「今度はもっとアダルトなやつでも大丈夫ですよ？　なんせ相性度１００％ですから！」

　ここぞとばかりに相性度マックスを強調してくる花か楽ら。

　一方の凛り珠ずは、涙目で俺に縋すがり付いてきた。

「翔しようちゃんのセクシー下着フェチ！　そんなに大人っぽいのが好きなの!?　ハッ！　まさか相性度が上がったのは……花楽ちゃんの下着と翔ちゃんの好みがマッチしたから!?」

「ご、誤解だって！　俺は別に、エルステに下着の好みなんて入力してな──」

「じゃあなんで花楽ちゃんとの相性度が上がるのぉ！　たったの一センチで！」

「俺が知るかよ！」

「凛珠さん、凛珠さん」

　花楽は凛珠の背中をぽんぽんと叩たたき、慈悲のこもった目で見つめる。

「いまのはお茶ちや目めな冗談です。冷静に考えれば、バストが一センチ大きくなっただけで相性度が上がるはずありません。下着についても同様です」

「だ、だよね！　やっぱり不具合──」

「いえ不具合ではないですよ。ほら」




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




「はああ……聞いているだけで幸せになれる音色です」

「うぇ──────ん！　翔ちゃぁ────ん！」

「やめたげて花楽。さすがに凛珠が不憫に思えてきた」

　俺は気の毒に思う反面、やっぱりやきもち焼く幼なじみは可愛かわいいな、とか思ってしまう。

　で、それはそれとして。

　告白……どうしよう？

「さあ先輩！　告白の返事をください！　あ、ちなみに──」

　花楽は返事の催促をしながら、再びスマホを操作する。

　俺たちの相性度を示す画面を開き、そこに添えられたお祝いメッセージを見せながら。




「神アプリ曰いわく、わたくしたち相思相愛らしいですよ？」





あとがき




　はじめまして。あるいはお久しぶりです。真ま野の真ま央おです。

　新シリーズ『神アプリ曰いわく、私たち相思相愛らしいですよ？』をお届けします。

　おかげさまで皆様とまたこうしてお会いできましたこと、とても嬉うれしく思います。




　さて、本作は「便利すぎるスマホアプリに依存した現代社会に……警鐘を鳴らす……っ！」という意気込みのもと制作されたシヴィライゼーションブレイカーになります。

　はい。建前です。本当に込めた想おもいは「ヘタレ幼なじみ可愛かわいい」です。ラブコメです。作家はいつだって高尚なテーマをでっち上げたい生き物なのです。

　でも最近のスマホアプリって本当に便利ですよね。自分もお世話になりっぱなしで、特に電車の乗り換えアプリとアイドルのプロデュースをするアプリがないと生きていけない体質なのですが、ときどき「これがまだ世になかったとき、自分はどうやって生きていたんだ……？」と我に返るときがあります。

「やはり便利すぎるスマホアプリは危険だよ！　人類の衰退を招く！　滅ぼそう！」とか言う怪しげな秘密結社が将来的に出てくるかもしれない本作。今回は凛り珠ずが頑張っていましたが、今後は花か楽らを始めとした運命の出会い勢力の巻き返しがありますのでご期待ください。

　続きまして、謝辞を。

　あずーる様、素敵なイラストをありがとうございます！

　今回キャラのビジュアルイメージ、特に凛珠の初期イメージが本当にぼんやりしていて、デザイン面で多大なご協力をいただきました。表情の微妙な変化や細かな仕草、シーンごとのギャップなんかも見事に表現してくださり、感無量です。

　本作から新たに担当していただきました編集のＭ様。「おらぁ！」と打ったら「しゃおらぁ！」と返ってくるスピーディかつパワフルなラリーでとても楽しく話を作ることができました。ありがとうございます。そして今後ともよろしくお願いします！

　デザイナー様。本作は題材がアプリなので、ステータス説明やら各トークページの作成等でたいへんお世話になりました。ありがとうございます。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。出版や販売に携わってくださった皆様。この本が世に出たのは皆様のおかげです。重ね重ね、ありがとうございました。

　また、過去作を読んですごく丁寧なファンレターをくれた読者のＩ様。このメッセージが届いていることを祈りつつ、本当にありがとうございました！　とても励みになります。

　そして今回、この本を手に取ってくださったすべての皆様に最大限の感謝を。

　それでは、またお会いしましょう。















電子書籍特典　書き下ろし短編「ここでキスしてください」







『ここでキスしてください』

『どこで？』

　面と向かって言われたわけでもなく、エルステで唐突にそんなメッセージを送られたので、俺は反射的にそう返した。

　送り主は花楽である。返事はすぐに返ってきた。

『ご存知ありませんか？　いまエルステのトーク内でキスをするエアキスが流行っているんですよ。実際に口づけするわけではありませんのでご心配なく。あ、それとも残念でした？』

『エアキスって。どうやるんだそれ？』

『お互いが自撮りしたキス顔写真を送り合うんです』

『ええ……』

『試しにわたくしが送ってみせますね』

　しばらく待つと、花楽から画像が送られてくる。

　キス顔といっても露骨にアヒル口にしたものではない。唇を微かに開き、写真の焦点を合わせた程度のものだ。

　たぶん狙ってやっているんだろうが、顔の上半分が見切れている。目より上が写っていないので一見誰かわからず、なんとなくいかがわしい雰囲気を感じてしまった。

『どうですか？　ドキドキしてもいいんですよ？　さあ、先輩も』

『いや、俺はいいよ。恥ずかしいし』

『えー。ずるいですよ。わたくしも先輩のキス顔欲しいです』

『キス顔の自撮りはハードルが高い……』

『いいじゃないですかー。ちゅーしましょうよー。ギブミーちゅー。ちゅーちゅー』

　文面で、とはいえ、執拗にちゅーを迫られるとどぎまぎしてしまう。

　可愛い後輩の頼みを無下にするのも気が引けるし、ここは撮るしかないのか……？

　俺が己の羞恥心と格闘していると、変なメッセージが送られてくる。

『んっ……ちゅっ……あっ……んんっ』

『え、それなに』

『キスのときに出る吐息を文章化してみました。臨場感が出るかと思いまして』

『出てたまるか』

　素っ気なく返してはみたが、内心めっちゃドキドキしてます！

『むう。ガードが堅い。仕方ないので、本番までのお楽しみにしておきますね』

　結局、今回はそれで諦めてくれたが……。

　俺はしばらく花楽とのトーク履歴を閉じることができず、すっかり心をかき乱されてしまった。本番ってどういう意味だよ。ああもう。
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